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一章　パンツ、進出シンシュツ







　俺おれは部屋で干されていた。

　響きよう子こは下着姿のまま、そんな俺の姿に険しい視線を注いでいる。

「なあ、これを解いてくれないか？」

　洗濯バサミで吊つるされたまま、俺はそう懇願した。だが、響子は無言でかぶりを振る。

　取っ組み合いをしたときの疲れがまだ残っているのか、彼女は肩で息をしていた。

「強引に寄生しようとしたのは謝る。だけどな、あれからどれだけ経たったと思う？　俺はもう、我慢の限界なんだよ」

「……無理なものは無理なのっ！」

「あのなぁ……パンツ生命体にとって、《所有者オーナー》の股こ間かんはマイホームなんだぞっ！　家に帰れないものの寂しさをだな──あああ、待て待て待て！　なんでそんなものを手に取るっ！」

　響子が持ち出したのは、小型の掃除機だった。彼女はそれにスイッチを入れると、干されたままの俺に向けて構えてみせた。

　掃除機が唸うなりをあげ、俺の《繊維体フアイバーボデイ》を強引に吸引する。

「ああああおおおおっんっほおおおおっっ！　あああ、やめてくれっ！　俺おれが悪かった！」

　それからみっちり三分ほど吸引したあと、響きよう子こは掃除機のスイッチを切った。

「……た、助かった」

「今度やったら許さないんだからねっ！」

　罰を与えて気が晴れたのか、響子は洗濯バサミの呪じゆ縛ばくから俺を解放した。

「さっきのは完全に拷問だぞ！　パンツ愛護団体に訴えてやるっ！」

「そんな団体あるわけないでしょっ！」

　そう言ったあとで不安になったのか、響子が「……ないわよね？」と聞いてくる。たぶんないとは思うが、宇宙は広いので、実際のところはどうだか分からない。

　お互い対たい峙じしたまま、しばし沈黙する。やがて響子はため息を吐ついた。

「何がそんなに嫌いやなんだよ。前は平気で俺を穿はいていたじゃないか。今さら抵抗することもないだろ」

「だって……あのときはストライプがお兄ちゃんだなんて知らなかったもん！」

　分かってはいたが、やはり問題はそこか。

　俺はかつて記憶を失い、自分をパンツ生命体『ストライプ』だと認識していた。

　しかし本当は、そのストライプと完全融合し、パンツ生命体として生まれ変わった響子の兄──『姫ひめ川かわ礼れい二じ』だったのだ。

　つまるところ今の俺は響子の『兄』であり、そして『パンツ』でもある。

　そんな俺のことを響子が拒絶するのも、無理からぬことかもしれない。パンツ生命体に寄生されるというだけでも、一般的な女子高生の感覚からすれば受け入れがたいことなのだ。その上、股こ間かんに寄生しているパンツの正体が、自分の兄となると──。

「嫌なのは分かる。でも、いつまでもこのままじゃいけないだろ？」

「それはそうなんだけど……まだ心の準備が……」

「あのなぁ、明日にはチェッカーさんが迎えに来るんだぞ」

　念を押すようにそう言うと、響子はうつむいてしまった。

　明日から夏休みが終わるまでの間、俺たちは宇宙の平和を守る、《ＬＯＲＩ》の本部へ行く予定になっている。今回は最初なので挨あい拶さつ回りや能力審査テストがメインらしいが、それが終わればいよいよ、俺たちは組織の一員として、活動しなければならない。

「先方が求めているのは《至高の乙女ベスト・パンテイスト》としてのお前だ。だから組織の本部に行けば、どうしたって俺を穿くことになる」

　響子からの返答はない。実はさきほども同じような会話をしていた。その結果、口論になり、最終的に取っ組み合いにまで発展してしまったのだ。

「お前は約束してくれたじゃないか、俺を元に戻すって。そのために組織に入ったんじゃないか。研究チームまで作ってもらったのに、やっぱり無理でしたやめますってわけにはいかないだろ？」

「でも、お兄ちゃんを穿はくと思うと恥ずかしいのよ……」

「今の俺おれはパンツだ、何も恥ずかしいことはない。さあ！」

　痺しびれを切らした俺は、再び響きよう子こへ飛びかかろうと《伸縮チヤージ》した。しかしあちらも素早く掃除機を手に取ると、吸引口を向けて牽けん制せいする。

　そのままこう着状態に陥ってしまう。これでは堂々巡りだ。

　何か打開策はないか──俺は思考をフル回転させ、やがて一つのひらめきを得た。

「響子……俺をお兄ちゃんだと思うから、いけないんだ」

「はい？」

「自分でさっき言っていたじゃないか。『お兄ちゃんを穿くと思うと恥ずかしい』って」

「言ったけど……でも、お兄ちゃんじゃなかったら、なんだっていうのよ！」

「パンツだよ！　いや、正確には『ストライプ』だ！」

　響子は唖あ然ぜんとしていた。しかしかまわず、俺はまくしたてる。

「ストライプだと思っていたときは、お前は俺を穿けていたじゃないか。お兄ちゃんだと思うから──意識しすぎるからいけないんだ。前みたいに、自分が穿くパンツはストライプ。そう認識すれば、恥ずかしくならないはずだ」

「……それでうまくいくと思う？」

　響子が冷静にツッコミを入れてくる。

　……たしかに今の俺をストライプだと思えというのは、無理があるかもしれない。声や喋しやべり方は姫ひめ川かわ礼れい二じに戻っているし、自分をパンツ生命体と思っていたときのように喋るのも、記憶を取り戻した今では難しい。

　だが、やってみるだけ損はない──そう言って説得し、響子にその方法を試させる。

「俺はストライプ。お兄ちゃんじゃない、ストライプなんだ」

「そうね……あなたはストライプ。お兄ちゃんじゃなくてストライプストライプ……」

　そうやって暗示をかけると、響子も一応、真面目まじめにそれに倣ならおうとした。

「だからほら、早く穿いてくれないか、響子」

　俺は響子の反応を待つ。すると彼女は、パンツである俺をじっと見つめた。

「う、うん。お兄ちゃんを元に戻すって決めたんだもん。このままじゃ……ダメだよね」

　響子はついに決意を固めたのか、自分に言い聞かせるようにそう言うと、穿いていたピンクレースちゃんを脱いだ。そして《繊維体フアイバーボデイ》の端をつまみ、そのまま青と白のしま模様のパンツに足を通そうとする。……が、そこで動きが止まる。やはり躊ちゆう躇ちよしてしまうようだ。仕方がない。こうなったら──。

「ボクハストライプダヨ。パンツセイメイタイナンダヨ。ダカラハズカシクナイヨ」

「ちょっと！　いきなり変な声出さないでよっ！」

　妙な裏声を出した俺おれに、響きよう子こが激しく反応する──今だ！

「──ひゃあっ！」

　響子が気を取られた隙すきに、素早くその足の間に滑り込む。彼女が慌てて手で止めようとしたときには、すでに《繊維体フアイバーボデイ》はその股こ間かんをぴっちりと包み込んでいた。

「ほら、うまくいったろ？　勇気を出してみれば、なんてことはないじゃないか」

「……ほんとだ」

　結局なかば強引に寄生された響子だったが、取り立てて騒ぎ立てることもなく、平然としていた。この手のことは、一度やってしまえば、案外すぐに順応できるものなのだ。

「ま、俺も初めてブリーフからトランクスに変えたときは、けっこう恥ずかしかったからな。それと同じようなものだ」

「ぜんぜんちがうとおもうけど……」

　とにかく、これで一番の懸念は解消できた。ひとまずそれに安あん堵どする。

「うーん、やっぱり股間にいると落ち着くなぁ！」

「だから変なこと言わないでよお兄ちゃんっ！」

「お兄ちゃんじゃない、ストライプだ。俺を穿はいているときはそう認識しろ。そのほうがお互いにやりやすいだろ？」

「うーん……たしかに……そうかもね。ストライプ」

　その呼びかけとともに、響子の温かい感情が伝わってくる。心が繋つながる感覚も久しぶりだ。俺も彼女に向けて、ありったけの想おもいを送ってやる。

　ストライプ──それは大切な親友の名であり、今や己の一部でもある。だからこうして《所有者オーナー》に穿かれているときは、俺は『ストライプ』と呼ばれるべきなのかもしれない。

　いつの日か願いが果たされ、《繊維体》ではなく自らの腕で響子を包み込んだとき──そのときにこそ、俺は彼女の兄として、そして一人の男として、『姫ひめ川かわ礼れい二じ』と呼ばれるのだ。

　そんな感慨に耽ふけっていたところで、俺は《繊維体》に違和感を抱いた。響子を包むこの感触、それが以前とは微妙に異なっている気がしたのだ。何な故ぜだろう……？

　俺の困惑が伝わったのか、響子が『どうしたの？』と念話で聞いてくる。

『いや、なんとなく変な感じがして』

『変な感じって？』

　そこでようやく気づいた。《繊維体》の上部、へその辺りを包んでいるゴムの部分が微妙に張っているのだ。以前はもうちょっと、余裕があったはずなのに。

『なあ、響子。お前少し──太ったんじゃないか？』

　久々の寄生で浮かれていたのか、俺は深く考えずに、そう念話してしまった。

『ふえ……？』

『なんかさ、へその辺りがパツパツなんだよ、パツパツ。ほらお前ってば最近、暑い暑い言って、アイスばっかり食っていただろ、たぶん、それで腹が出──』

　直後、響きよう子この感情が急速に冷え込んでいく。

　失言に気づいたときには、もう手遅れだった。俺おれが慌ててフォローしようとしたときには、響子はパンツを脱ぎ捨て、掃除機のスイッチを入れていた。

「……わたし太ってないからっ！」

「ああ、そうだな、たぶん成長しているんだ。成長期だし多少は体重が増えても──」

「だから、太ってないってばっ!!」

「そんなに気にしなくも平気だぽっちゃりしててもお前は可愛かわいいよおおいおい待て待てそれはやめろやめてくれパワーブラシをオンにするなおっほおおおおおおおおっ──っ！」

　そのあと、響子の拷問はたっぷり十分ほど続いた。







　翌日。電話でそんな近況を語ってみたところ、チェッカーさんに爆笑されてしまった。

『ハハハハッハハッ！　いや、キミたちは本当にいいコンビだなっ！』

『……笑いごとじゃないですよ。本当にひどいんですから』

『我々の業界ではそれをご褒美というのだよ。実はキミもまんざらではないのだろう？』

　……まあ、否定はしない。

　俺は今、自分の部屋でチェッカーさんと電話している。使用しているのは、《ＬＯＲＩ》から支給されたスマートフォンだ。姫ひめ川かわ礼れい二じだったころに手を貸していたこともあって、組織に関かかわる事柄はできるかぎり、俺が処理するように決めていた。

『今日の昼ごろ迎えに行くが、準備は済ませたかね？』

『ええ、荷物はもう鞄かばんに詰めましたし、響子の夏休みの宿題は……今ラストスパートをかけているところみたいですね。これから俺も手伝うから、昼前には終わると思います』

　ちなみに両親には今回の件を『水泳部の助すけっ人ととして合宿に参加する』と説明している。響子は昔からそういった行事に参加していたので、とくに疑われることもなかったようだ。

『フゥーム、ならば響子クンは問題ないな。で、礼二クン。キミの宿題は？』

　チェッカーさんはまるで教師のようにそう言った。彼の言う宿題の意味は俺も理解している。一つは響子に再び寄生すること。そしてもう一つは──。

『両親には連絡しましたよ。俺が急にいなくなって、二人がどれだけ心配していたか……それは自分でも痛いほどよく分かっていましたから』

　それこそが、記憶を取り戻した俺が最初にやらなければならないことだった。声だけでも元に戻ったことが幸いし、電話を使えば誰だれとでも、俺はパンツになったことを隠したまま、昔のように接することができる。だからこそ、両親に連絡を入れることができたのだ。

　何も言わずに家を出たことはむちゃくちゃ怒られたし、無事でよかったと泣かれもした。結局、気持ちの整理がついたら家に戻ると約束して、両親にはなんとか納得してもらった。

『さすがにパンツになったとは言えないので、自分探しの旅に出たことにしましたけど』

『そうか。両親にも約束したならなおさら、元の姿に戻らねばなるまいな』

　その言葉に心の底から同意する。

　ある意味で俺おれは、本当に自分探しをしなければならないのだ。

『それじゃ予定通り、昼ごろ迎えにきてください』

『オーケーオーケー、ついでだ、途中でランチを食べようじゃないか』

　そんなふうに道中の予定を立ててから、チェッカーさんとの電話を切り上げた。

　すると、ちょうどそのタイミングで部屋のドアがノックされる。さては響きよう子こか。

「……ねえ、まだ電話終わらないの？　課題を手伝ってくれるって、約束したよね？」

「今行くよ」

　彼女の声にはどこか棘とげがあった。俺が一向に手伝いに来ないので、少しイラついているようだ。まったく……夏休みの宿題なんて、普通は一人でやるものなのに。

《繊維体フアイバーボデイ》で包んでいたスマホを机に置き、響子の部屋へ向かおうする。

　でもその前にちょっとだけ。俺は机の上に置いたスマホに再び《繊維体》を滑らせ──

「……何やってるの、ストライプ？」

「──はっ！」

　響子が後ろにいた。すぐ行くと言ったのに、いつのまにか数十分ほど経過していた。

「いやいや、今行くつもりだったんだよ」

　俺は慌てて弁解するが、その間もスマホを操作し続けていた。画面には五色の玉がランダムに並んでいる。その玉の一つをスライドさせ、同色を縦か横、三つ以上揃そろうように並び替える。すると玉は消え、派手なエフェクトとともにダメ─ジが発生。それを繰り返して敵を倒していく。そう、俺は今、スマホ用パズルゲームに熱中しているのだ。

「パンツのくせにパズ○ラにドハマリしてるんじゃないわよっ！」

　響子がスマホを取り上げた。

　そのせいで操作に失敗し、体力ゲージが０になってしまう。ゲームオーバーだ。

「ああ……あとちょっとでクリアできたのに……貴重なスタミナが……」

　響子は「ふん、いい気味よ」と言いながら、こちらにスマホを投げ返した。非道な行いに文句を言いたくなるが、約束を反ほ故ごにしていた手前、あまり強くは出られない。

「まったく、わたしとゲーム、どっちが大切なのよ」

　そんなふうにぶつくさ言われながら、俺は彼女の部屋へと向かった。







「──で、組織の本部ってどこにあるわけ？」

　夏休みの課題をあらかた片付けたあと。迎えに来たチェッカーさんの車に乗り込んだ響きよう子こは、運転席の彼にそう訊たずねた。今日は相棒のタンが欠席のため、チェッカーさんは頭にブラジャーを装着していない。そのため、今の彼はまるでまともな人間のように見える。

　たしか姫ひめ川かわ家から二時間ほど行ったところに《ＬＯＲＩ》の中継基地があり、そこを経由してから本部へ向かう、という話だったはずだ。

　で、その本部がどこにあるかというと……それは俺おれも何度か聞いたのだが、

「フフフ。それは着いてからのお楽しみだ」

　と言うばかりで正確な場所を教えてくれなかった。今もまったく同じ台詞せりふを返し、響子の不興を買っていた。もしかすると、正確な所在は明らかにしたくないのかもしれない。

　予定通りレストランでランチを済ませたあと、スーパーに寄り道して本部への差し入れだという食料品の買い出しを行った。しかし差し入れというにはやけに多く買っていたが……チェッカーさんはアメリカ人だから、日本人とは量の基準が違うのだろうか。

　まあそれはさておき、こうして買い出しを終えた俺たちは、いよいよ目的地へと向かう。

　ドライブが始まったばかりのころは会話もあったが、そのうちに話題は尽き、車内は長い沈黙に包まれた。最初から口数の少なかった響子は、車窓から見える景色の代わり映えのなさに眠気を誘発されたのか、少しうとうとしているようだ。彼女に穿はかれている俺も、それにつられてぼんやりしはじめたころ──ふいに車が止まった。

「さあ、到着だ」

　チェッカーさんの言葉とともに、俺は覚かく醒せいした。響子がまぶたをこすりながらシートベルトを外し、車のドアを開ける。外に出た彼女は眼前の建物を見るなり、俺に念話した。

『あれ？　基地に着いたんじゃなくて……トイレ休憩？』

　そう思ったのも無理はない。そこはドライブインの敷地内だった。しかも建物はだいぶ寂れた横長のプレハブ小屋で、看板には昭和風の字体で《エリア51》と書かれていた。

『ここが基地という可能性もあるぞ』

『ええっ？』

　二人でそんな念話をしていたら、チェッカーさんが早く来なさいと手招きした。最初は気づかなかったが、入口には『休業中』と書かれた張り紙がしてあった。

　彼が鍵を開けて中に入るのを見て、俺と響子は確信する。

『ここが中継基地だな』

『……みたいね』

　潰つぶれたドライブインみたいなのは世間の目を隠すカムフラージュで、中に入るとハイテク機器満載の秘密基地──なんてのを期待したが、中も外と同様、かなりくたびれていた。

　壁側の自販機は、うどん、そば、ラーメン、ハンバーガーという珍しい代物ばかりで、室内にはマニアが喜びそうな古めかしいアーケードゲーム機なども設置されていた。

　おかげでこの空間にいると、過去にタイムスリップしたかのような錯覚に陥ってしまう。

「おっ、見ろよ響きよう子こ。このクレーンゲーム、かなりすごいぞ！」

「え、なになに？　……って、ほんとになによこれ……」

　興奮した俺おれは、念話ではなく声に出して呼ぶ。しかし彼女の反応は芳かんばしくなく、それを見てげんなりしていた。クレーンゲームの景品はなんと──セクシーパンツなのだ！

「すげえ！　パンツキャッチャーだっ！　百円でパンツが取れる！　千円あれば取り放題！　響子、試しにやってみようぜ。それで取れたら、ちょっくら穿はいてみてくれ！」

「バカ言わないでよ。やるわけないでしょそんなこと……」

　そんな俺たちの掛け合いに「ハハハ、相変わらず仲がいいな、キミたちは」と、チェッカーさんが交じってくる。彼は両手いっぱいに荷物を抱えていた。

「……あ、ごめんなさい。手伝わなくて」

「いやいや、気にしなくていい」

　意外にも素直に謝る響子と、白い歯を見せてさわやかに返すチェッカーさん。気にしなくていいと言われたものの、響子は一応、旅行鞄かばんだけは自分で運び出した。

　そうしてあらかた荷物を運び終えたあと、チェッカーさんが両手を広げて言った。

「どうだい、なかなかステキな空間だとは思わないか？」

　ふむ、たしかにこのレトロな雰囲気は悪くはない。しかしどう見ても組織の中継基地には見えないし、本部に送るはずの荷物をここに積み上げて、どうするつもりなのか。

　俺がそんな疑問をこぼすと、チェッカーさんはチッチッと指を振った。

「オーゥ、それでは最初のお楽しみをお披ひ露ろ目めしようか」

「はい？」「は？」

　ぽかんとする俺たちをよそに、彼はさらに意味不明な台詞せりふを吐いた。

「まずはそこの筐きよう体たいを持ち上げよう。響子クン、手伝ってくれ」

　チェッカーさんはそう言って、さきほどのパンツキャッチャーを持ち上げようとした。どうやら筐体には電源が入っていないらしく、ガタガタと揺らしても警告音が鳴ることはない。しかしだからといって、この行動はいかがなものか。俺は慌てて彼を咎とがめた。

「いくら景品のパンツが欲しいからって……窃盗は犯罪ですよ！」

「ノーノ─、そんなつもりはない！　これを少し脇わきにずらすだけでいいんだ！」

　意図は見えないが、とりあえず響子はその指示に従う。筐体を動かした結果、畳二畳分ほどの空間ができた。今度はそこに荷物を置くよう言われたので、響子は再び指示に従った。そこで俺は、筐体のあった場所だけ床の色が違うことに気づいた。

　……もしかしてここに、何らかの装置が隠されているのか？

　どうやら、そういうことらしい。チェッカーさんは「色の違う床の外には出ないでくれ」と言い、懐からリモコンを出してスイッチを入れた。直後──ごうんごうんと音を立てて床が降下していく。突然の出来事に、響きよう子こがビクッと足を震わせていた。

「……もしかして、基地って地下にあるの？」

　そう言った響子の瞳ひとみはやけに輝いていた。中二病気質なところのある彼女は、この手の仕掛けに弱い。現に今も自動で閉じていく地下への入口を、食い入るように見つめている。

　床が降下しきると、室内の様子は一変していた。

　さきほどのレトロチックな雰囲気とは対照的に、そこはまさしく秘密基地といった趣の地下施設だった。色とりどりのケーブル、明滅しながら何かの数値を測定している計器類、もはや用途すら分からない不思議な形状の物体──そのままＳＦ映画の撮影ができそうな空間が、響子の眼前に広がっている。

　中でも一ひと際きわ目を引くのが、室内の奥に佇たたずむ大型の装置だ。ガラスのような素材で作られており、細長い箱型で、前面がやや緑がかった透明になっている。見た目と大きさ的に一番近いのは、公衆電話のボックスだろうか。

　響子も気になったのか「あれは？」と装置を指す。チェッカーさんはそれにこう答えた。

「ワープ装置だ。これからアレに乗って本部へ向かうのだよ」

　なるほど。たしかにそんな感じの見た目である。

　……ん？　待て待て。今、さらっとすごいこと言わなかったか？

　響子もぽかんとして、「はい？」と間抜けな声を出していた。

「ちなみに行き先は宇宙だ。本部は宇宙にあるからな。どうだい、驚いたかね？」

「ワープで……宇宙…………？　──ええええええええっっ？」

　響子は驚きのあまり口をぱくぱくさせていた。

　俺おれも驚いていないわけではなかったが、言われてみればと納得するところもあった。

《ＬＯＲＩ》は宇宙の平和を守る組織なのだ。ならば、その本部が宇宙にあるというのも当然の話である。まあ、ワープで行くというのは……さすがにぶっ飛びすぎな気もするが。

　チェッカーさんがリモコンを操作すると、装置の前面が開き、中に入れるようになった。

「ワープを使うって……その、危険はないんですか？」

　いまだ呆ぼう然ぜんとしたままの響子は放っておき、俺はチェッカーさんに訊たずねる。

　ワープという単語には心躍るが、実際に使うとなると、興奮よりも恐怖が先に来る。

「ノープロブレム。事故などめったに起きない」

　チェッカーさんは自信満々にそう言った。だが、その発言は稀に事故は起こるという事実も示唆していた。響子の恐怖が、股こ間かんの俺にまでじわりと伝わってくる。

『なんか……すっごく不安なんだけど』

　まったくもって同感だが、今さらあとには引けない。覚悟を決めるほかなさそうだ。

　入る前に荷物を積み込む──そう言われたので、響子は旅行鞄かばんを装置の中に入れた。続けて、チェッカーさんが次々と差し入れの食料品を突っ込んでいく。やがてそれが完了し、「さあ装置に乗り込もう」となったときに一つ、大きな問題が発生した。

「オーウッ！　これではワタシたちが入れないッ！」

　チェッカーさんが大げさなジェスチャーで額に手を当てる。

　……旅行鞄かばんと食料品に容積を取られ、装置の中に入ることができないのだ。

　荷物を入れる前に誰だれもそれに気づかないとは、なんとも間抜けな話である。

「先に荷物と食料品だけ送ればいいんじゃないですか？」

　チェッカーさんは大げさにかぶりを振って、その提案を拒否した。

「いや、それは難しい。ワープの使用には莫ばく大だいなコストがかかる。そう軽々しく使えるものではない。今回は特別に許可が出ているが、それでも使用は一度きりと定められている」

「なら、食料品は置いていっちゃえば？　どうせ、ただの差し入れなんでしょ？」

　今度は響きよう子こが口を挟む。たしかにこの大量の食料品を出せば、二人が入る容積くらいは確保できそうだ。しかしチェッカーさんはそれも拒否した。

「ノーウ！　地球の食料品は向こうで人気があってな、今回は本部の方々に買い物リストを渡されて、わざわざ仕入れてきたのだ！　物資の補給も、ワタシに与えられた重要な任務の一つなのだよ！　仕方がない！　なんとしてでも中に入るぞ、響子クンッ！」

　どんな任務よっ！　と、響子がツッコミを入れる間もなく──チェッカーさんは彼女の身体からだを装置の中へと押し込んだ。不意を衝かれた響子は「むぎゅ」とうめき声をあげ、装置の内壁と荷物に挟まれて潰つぶされていく。

「おいおい……大丈夫か、響子」

「うご……うぐぅ……むぐぅぎゅぅ……」

　大丈夫ではなさそうだし、猛烈に怒っているのも伝わってきた。しかしそんな彼女のことなどお構いなしに、チェッカーさんが装置の中へ強引に入り込もうとする。

「無む茶ちやですよチェッカーさん！　これだと響子が潰れて──」

「大丈夫だ！　響子クンは《至高の乙女ベスト・パンテイスト》だからな！　万が一の場合でも、パンティストの力で再生すればなんとかなるっ！」

　わりかし外道な台詞せりふを吐きながら、チェッカーさんが身体をぐいぐいとねじ込んでくる。

　ほとんど響子に抱きつくような姿勢で装置に入りきると、すぐさま手に持ったリモコンを操作して入口を閉めた。

「……ミッションコンプリートッ！」

　チェッカーさんの声がやたらと近くから響いてくる。今や彼と響子は装置の中で密着した状態にあり、彼女に穿はかれている俺おれですら、窮屈に感じるほどだった。

「むぎゅ……うぐ……こっちに寄らないで気持ち悪いっ！」

「フフフ……少しの間だけの辛抱だよ。それではワープを始めるが……準備はいいかな？」

「早くしなさいよ……っていやあああっ！　ふともも触ってんじゃないわよヘンタイ！」

　ここに来てついに変態紳士が本性を現したようだ。チェッカーさんはどさくさにまぎれて、響きよう子この身体からだを撫なでまわしはじめた。その手を必死に振り払おうと暴れる響子だが、この窮屈な状態では思うようにいかない。そうこうしているうちにワープ装置が動き出し、ブゥゥーンと奇妙な音を響かせた。

「もう許さないっ……こいつ……絶対……殺してやるっ!!」

「ノーゥ……これは不可抗力だ……ああ、ストップストップ！　ワープはもう始まってるんだぞ！　今……暴れると事故の危険が……頼むから蹴けるのをやめ──アウチッ！」

　限られたスペースをうまく利用した響子のひざ蹴りがチェッカーさんに炸さく裂れつ。彼は股こ間かんを蹴られて悶もん絶ぜつした。だがそれでも足りないのか、響子はさらに追い打ちをかけた。装置がガタガタと激しく揺れ、俺おれは不安を募らせる。

『響子、そろそろ許してやれっ！　マジでやばそうな感じだっ！』

　そう念話するが、案の定、響子は聞く耳を持たない。

　これでもし本当に事故が起こったら、いったいどうなるのだろう？　身体が分解されるかゲル状になるか……何せワープだ、どんなことが起きてもおかしくはない。

　チェッカーさんのセクハラが原因でそんなグロい展開になったら目も当てられない。俺は必死に響きよう子この制裁行為を止め──ようとしていたら、想定していたものとはまったく別の方向から、大事故が発生した。













　響子が補給物資の詰まった袋を踏んづけて、中身を破裂させたのだ。

　ぶりゅっと嫌いやな音を立て、袋から液体が飛び散った。

　直後、密室の中で漂う、メープルシロップの甘ったるい香り。

「いいいいいやああああっ！　なにこれベタベタするっ！」

「アアァァァゥゥウチ────ッ!!」

「うぎゃあああああああああああ！　俺おれの《繊維体フアイバーボデイ》にシミがあああああああっ！」

　シロップでべとべとになった響子とチェッカーさんが発狂し、俺もたまらず叫び声をあげる。おまけにその惨事に追い打ちをかけるように、ワープ装置にも異変が生じた。

　ブゥーン……ギュイイ……ギュウイィィン……ギギギ……プツ……。

　俺たちの叫びと同調するように不穏な音を立て、装置の起動が止やんでしまったのだ。

　きっと、ワープが完了したのだろう。俺はそう期待して、チェッカーさんの顔を確認する。彼は急に真顔になって「あ」と口を開けたまま、硬直していた。

　これはまさか、本当にワープ事故が起こっ────────────────────





　　　　　　▽






　────目を覚ましたとき、俺は響子の股こ間かんを包んでいなかった。

　眼前の光景を眺め、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　俺は今、地平線の彼方かなたにまで続く、広大な花畑の中に佇たたずんでいた。

　赤、青、黄、白、黒──色とりどりの花々は身を寄せ合うように咲きほこり、その隙すき間まから地面が覗のぞくこともない。大地にモザイク柄の絨じゆう毯たんを敷き詰めたかのようだ。

　天を仰げばそこに空はなく、虹色に輝く星の海が渦うずを巻いている。その不思議な光景に圧倒されながら、地平線の向こうに目を向けた。

　かすかに地表から星海へと繋つながる、一本の筋が見えた。

　そこで俺はようやく今の状況の異常さに気づいた。

　……何もかもがおかしい。どうしてこんな場所にいるのか。そう考えると、頭が混乱した。一度、冷静になろう。そう思い、何気なく手を見つめる。

　──手？

　どうして手がある？　俺は、パンツなのに。

　しかしこの手はまぎれもなく、かつての自分、『姫ひめ川かわ礼れい二じ』のものだ。

　いや、手だけではない。足も胴も頭もある。おまけに全裸だ。

　元の人間の姿に戻っている。その事実に、俺は愕がく然ぜんとした。

　これは……夢なのか？　ならば、この不可思議な状況の全てに説明がつく。

　だが、そう思いきれない自分もいた。夢にしては現実感がありすぎるのだ。

「──あっ！　そうだ、ワープだワープ！　響きよう子こが暴れて……装置が変な音を…………」

　目を覚ます前の記憶を思い出し、背筋が凍った。あのときに事故が起こって、どこか別の場所に飛ばされたのかもしれない。

　慌てて、響子とチェッカーさんの姿を捜す。だが、二人の姿はどこにも見当たらない。俺おれはへなへなと膝ひざを折り、素っ裸のまま、花畑の中に倒れ込んだ。

　そもそもワープ事故だけでは、自分が元の姿に戻っていることの説明がつかない。そこまで考えたところで、最悪の可能性が頭に浮かんだ。

「俺は……死んだのか？」

　だとすると、ここは天国なのだろうか。そう考えると、そんな感じの風景にも見えた。

『──天国。そうとも言えるけど、そうではないとも言えるね』

　不意に、懐かしい声が聞こえてくる。これは、相棒の声だ。

「ちゃんと俺に分かるように喋しやべってくれ、ストライプ」

『何を言っているんだい。ストライプは、君だろ？』

　はっとして起き上がる。

　脳髄に直接、響く声。これは念話だ。そして今、俺に語りかけてきたのは──

「ストライプ！　ストライプなのかっ！」

『だから今は君が、ストライプだろ？　それは君も、よく知っているはずだよ』

「お前……ここにいるのか？　それとも……俺は、夢を見ているのか？」

『ひとまず落ち着きなよ。今、説明するから』

　そう諭されたので、大きく息を吐く。この状況でそうそう落ち着けるはずもないが、深呼吸を繰り返すうちに、少しだけ冷静になれた。

「ここはどこだ？　響子とチェッカーさんは……無事なのか？」

『大丈夫、二人とも無事さ。それと、ここに飛ばされてきたのは君だけだよ』

　かつての相棒はそう言ってから、俺の最初の質問に答えてくれた。

『ここは天国や楽園、あるいは精神世界──そう呼ばれる場所さ。夢の中とも言えなくはないかな。君は今、生身では立ち入ることのできない領域に、迷い込んでいるのさ』

　なんともＳＦチックな話だが……今の俺はそれで納得できてしまう。困ったものだ。

「俺はなんで、こんなところに……？」

『君、ワープしただろ？　そのはずみで、意識だけここに飛ばされてきちゃったんだ』

　やはり、ワープ事故だったのか。死んでいないだけマシだが、状況が深刻なことに変わりない。思わず顔をこわばらせる俺に、かつての相棒は優しく言った。

『ああ、心配はいらないよ。すぐに元の世界に戻れるから』

「へ？　そうなのか？　それなら助かるんだけど……」

『ワープが完了すれば、君の意識は自然と現実に戻る。たぶん、そう時間はかからないよ』

　それを聞いて安心した。ここがもし天国だとしても……自然と現実に戻るのなら、それは夢を見ているのと大差はない。目下の懸念が解消されたので、俺おれはほかのことを訊たずねた。

「お前……あのとき、消えたんじゃなかったのか？」

『そうだね。かつてストライプと呼ばれていたもののほとんどは、君の意識の渦うずに呑のみこまれた。でも、ほんのごく一部だけ、そうならずに外へ放出されたんだ』

「そのごく一部ってのが……」

『うん、それがぼくさ。君を《繊維体フアイバーボデイ》に移した際に弾はじかれたストライプの一部は、ここへ飛ばされてきた。ちょうど君が、ワープのはずみでここへ迷い込んだみたいにね』

「つまり、今のお前はストライプの幽霊ってわけか」

『ま、そういう解釈の仕方もあるね』

　パンツの幽霊というのもおかしな話だ。

　とはいえその存在を知ったことで、心に引っかかっていた謎なぞが一つ、解き明かされた。

「俺がパンツになってから、ずっと心に語りかけてくれたのは……お前だったんだな」

　返答はない。しばらく沈黙が続いたので、俺は不安になり、何度も相棒に呼びかけた。

「ストライプッ！　ストライプッ！」

『だから……今は君がストライプだって……ああ、ちょっと待って…………』

　声が返ってきたのでほっとする。だが、どうにも相棒の様子がおかしい。

「大丈夫か？　せっかく会えたってのに、もういなくなっちまうのか？」

『君は本当に心配性だなぁ……そうだね……今のぼくは不安定な存在だから……でも』

　そこでまた、声が途絶える。

　成仏してしまったのではないか──そんな不安に駆られ、俺は狼ろう狽ばいした。

　大切な相棒とまためぐり合えたというのに、これではあまりにもあっけない。俺はもっとあいつと話をしたい。触れ合いたい。そしてできることなら、もう一度──

「しまパンを穿はきたい」

　するとその切実な思いに応こたえるように、相棒の声が心に響いた。

『君は相変わらずだね……ちょっと待って……今、君がここにいるなら……もしかすると……ああ……そうか……そういうことか……全ては……あの…………』

　待てと言われたので、ひとまず花畑に腰を下ろし、大人しく様子を見ることにした。

　全裸で野外にいると、開放感があって気持ちがいいな……。

　なんてバカなことを考えつつ、しばらくぽけーっとしていたら、

「……お？　おおお？　おっほぅ！」

　いきなり下腹部に違和感を覚え、俺は思わず変な声を出してしまう。

「やあ、君に穿はかれるのも久しぶりだね」

　懐かしい声が、脳に直接ではなく、股こ間かんから響いてくる。

　俺おれはいつのまにか、しまパンを穿いていた。

「ストライプッ！」

「だから、ストライプは君だって」

　ややこしくなるから、それはもういい。俺がそう言うと、相棒は穏やかに笑った。

「どうだい、久しぶりにぼくを穿いた気分は？」

「あ、ああ……そうだな。最近は穿かれるばかりだったからな、悪くないぜ」

　そう言いながらも、あまりの出来事に脳がついていかない。

　もう二度と会えないと思っていた相棒が──今、俺の股間を包んでいるのだ。

　さすがと言うべきか、ゆるすぎず、きつすぎず、ぴっちりと身体からだにフィットしている。

　心まで優しく包まれるような最高の感触に、俺はたまらず感嘆の声を漏らした。

「……やっぱり、しまパンは最高だな。できればずっと、穿いていたい」

　本当に夢を見ているみたいだ。しかも、とびきり都合のいい夢を。

　花の絨じゆう毯たんが敷かれているから、生地が汚れる心配はなさそうだ。しまパン一丁で地べたに腰を下ろし、しばしの間、至福の時間を堪たん能のうした。

　そうして少し気持ちが落ち着いてきたところで、俺は再び相棒に訊たずねた。

「ここは不思議な場所だな。お前はあれからずっと、ここにいたのか？」

「そうだね。もうずいぶんと長い間、ここにいる気がする。ここは時の流れがゆるやかだから、今こうしてゆっくりしていても、現実では一秒も経たっていないはずだ」

「へえ……マジかよ。なんかすごいところにいるんだな、俺」

「君がここにいるということ自体、かなりとんでもないことだからね」

　立て続けにそう言われて、急に不安になった。

　俺は本当に現実に戻れるのか？　天国や夢のような場所とはいうが、そもそもこの空間はいったい何なのか？　冷静になったことで、今まで気にしていなかった不条理さが目につくようになる。結果、俺はパニックに陥りかけた。

「ほら、前を見てごらん。君にも、あれが見えるだろう？」

　前を見る。花畑の先、地平線の向こう。かすかに見える一本の筋。

　ここに来たときに見つけたそれは、大地から天へと伸びる──巨大な樹きのように見えた。

「あれは《生命の樹セフイラ》。今は君とこうしているけど、本来のぼくはあれに穿かれている」

「穿かれているって……はぁ？」

　思わず、絶句した。相棒はしまパンなのだから、穿かれているという言葉そのものに驚きはない。だがそれを差し引いても、今の発言は異様である。

　どこの世界にパンツを穿く樹があるのだ。しかも、あんなに大きな樹に。

「本来消えるはずだったぼくが今、君とこうして話しているのは、たぶん偶然じゃない。あの樹きの意志によるものさ」

　ますます、わけが分からなくなった。

　困惑する俺おれにかまわず、相棒は畳みかけるように妄言を吐き続ける。

「そもそも心とは、魂とは何だろう？　君だって、それについて考えたことはあるだろ？」

　俺はその言葉にうなずく。当然、ある。何せ今やこの身体パンツだ。考えないわけがない。

　今の自分の心はどこにあるのか？　ストライプと融合したという、かつては姫川礼二だった心は今、どうなっているのか？

　自分自身のことなのに、それが一番分からない。俺は率直にそう答えた。

「うん、そうだね。『己とは何か』──それは知的生命体が抱える命題さ。生きものは常にその疑問を求め彷徨さまよっている。自らの根源、心はどこから来て、そしてどこへ行くのか」

　……まあ、そうかもしれない。そしてそれを考えることは、この世界に自分が存在する意味──つまりは己の価値を求めることにほかならない。俺は相棒に言った。

「それはいいけどさ、その話があの樹とどう関係するんだよ」

「だからそれを今、話しているんじゃないか。あれはただの樹じゃない、いわば全ての心が還る場所なのさ」

　相棒は俺の問いにまた妄言を返す。

　さっきから思っていたけど、なんかこいつ変じゃないか……？　前はこんな哲学的というか中二病的発想というか、人を煙けむに巻くような話をするやつじゃなかったのに。

「最初の知的生命体はあの樹に生った実を食べて楽園から追放された。それが神話におけるアダムとイブ、そして知恵の実さ。知恵とはいわば魂や意識、心と呼ばれるものだ」

「お、おう……」

　邪魔しちゃ悪いのでツッコミは入れないことにした。

　相棒はずっと一人でこんな場所にいて、寂しかったのだ。多少はおかしくなっていても不思議はない。ならば……気のすむまでやらせてあげよう。

「聖書の中で、知恵を得たアダムとイブが最初にしたことはなんだい？」

「……は？　ああ、アソコを葉っぱで隠したんだっけか」

「そう、そしてそれがぼくたち、パンツの始まりだ」

　相棒は得意げにそう言った。だが、これにどう反応してやればいいのか。

「はあ」

「あのね、ぼくは今、大切な話をしているんだ。真面目まじめに聞きなよ」

　何な故ぜか怒られてしまう。理不尽に感じたが、一応、弁解はしておく。

「悪かった、ちゃんと聞くよ。……で、その葉っぱがなんだって？」

「その葉こそが《生命の樹セフイラ》の一葉なのさ」

　……やべぇ、マジで分からん。この話はいつまで続くんだ？

　長々と続く妄言にうんざりしていたところで、突然、股こ間かんに異変が生じた。

　俺おれに穿はかれている相棒──しまパンの輪郭が急にぼやけてきたのだ。

「ぼくたちは元々──あの樹きから────それが──君とこの世界──繋つながる道を──」

「おい──どうし──たんだ──？」

　どうしたことか、相棒だけでなく俺までおかしくなっていた。近いような遠いようなところから、お互いの声が途切れ途切れに響く。相棒は必死に何かを伝えようとしていた。

「現実で──君のワープが──あと──もう少しだけ───話を────」

「なん──だ──って────」

　もうすぐ、ワープが完了する。俺は現実に戻らなければいけないのだ。

　もっと話しておけばよかった。そんな後悔の波が押し寄せる。

　こいつとは……また会えるとも、限らないのだから。

「大丈夫────またいつか────そうだ──最後に一つだけ──」

　直後、視界が暗転した。

　その中で俺は、相棒の最後の言葉を聞いた。




「──宇宙の股間」




　……さすがに意味不明すぎるぞ、おい。





二章　パンツ、挨拶アイサツ







　メープルシロップの甘ったるい匂においが漂ってくる。

　どうやらワープは完了したらしい。俺おれはパンツに戻り、響きよう子この股こ間かんを包んでいた。

　響子たちは先に目覚めていたようで、すでに装置から抜け出していた。

　鉄てつ拳けん制裁の続きをしようと構えていた響子をなだめ、俺はチェッカーさんに聞いた。

「ワープに成功したんですか？」

「イエス。どうなることかと思ったが、無事、宇宙に到着したようだ」

　宇宙──その単語に、相棒の最後の言葉を連想した。

　あれは本当に起こった出来事なのだろうか。俺は夢を見ていただけではないのか。

　しかし考えたところで答えは出ない。俺は意識を外に戻す。

　響子が自分の旅行鞄かばんからタオルを出し、服についたシロップを拭ふいていた。

「本当にここは宇宙なの？」

　響子はそれを疑っているようだ。部屋の内装は装置に入ったときとまったく同じ、おまけに屋内とあって、宇宙にいる実感はない。たしかに本当にワープしたのか不安にもなる。

「信じられないというのなら、ついてきなさい」

　そう言われたので、荷物を昇降装置に載せて上へ向かう。するとそこは、最初に見た昭和風ドライブインとは、まるで様子が違っていた。

　汚れ一つない白い内壁と床。自販機やゲーム筐きよう体たいどころか、ものの類たぐいが一切ない。外に繋つながる銀色のドアと、その脇わきの壁に埋まる操作パネルだけが、部屋に色を与えていた。

　ここまで殺風景な部屋は初めて見た。白一色の空間はまるで巨大な豆腐である。

「たしかに……ワープしたみたいですね」

　俺の言葉に、チェッカーさんが満足げな表情を浮かべる。響子は横で呆ほうけていた。

「ここが宇宙だという証拠も見せよう」

　彼はそう言って懐からリモコンを出し、ドア側のパネルに向けた。

　すると周囲が暗転。そして──視界いっぱいに広がる星空。

「わぁ……」「……すごい」

　響子が感嘆の声を漏らし、俺もその光景に圧倒されていた。

　壁と床は、全方位モニターか何かだったのだろう。白から透明になり、周囲には外の景色──まぎれもない宇宙が広がっていた。星々は地球から眺めるものよりもずっと数が多く、星座に詳しくなくとも、これが太陽系が属しているのとは別の銀河だと分かる。

　響子が声を震わせながら「……プラネタリウムかも」と呟つぶやいた。しかしその直後、巨大な葉巻型の宇宙船が間近を横切っていき、その臨場感から、プラネタリウムでもＣＧでもないと、俺おれたちはすぐに理解した。

　……どれほど遠くに来てしまったのだろう。それを考えると少し怖くなる。

「さて、そろそろ目的地へ向かうとしよう。と言っても、ここと本部は繋つながっているから、ドアを開ければすぐそこなのだが」

　チェッカーさんがリモコンを操作すると、宇宙空間は白一色の景色に戻った。荷物は係りのものが運ぶからそのままでいい、そう言われたので、響きよう子こは手ぶらでドアへ向かう。

「本部はどんなところなの？」

　興奮冷めやらぬ様子の響子が、不安と期待の入り交じった声で訊たずねる。

「フフフ……キミたちのために素晴らしいサプライズを用意してあるよ」

　そう言われると、俄が然ぜん、期待が高まってくる。

『どんなところなのかな？』

『さっきよりすごいって言われると、想像もできないよな！』

　そんなふうに念話ではしゃぎながら、響子は本部へと続くドアをくぐった。







「お待ちしておりましたドスエ」

　本部へ足を踏み入れた俺たちを待ち受けていたのは、妙な片言で挨あい拶さつをする着物姿のおかみさんと、レトロモダンな装いの玄関だった。

『……うん？』

『なんだこれ……ここが《ＬＯＲＩ》の本部なのか？』

　今いる場所、それを一言で説明するなら──温泉旅館。

　玄関は床が大理石風の石造りで、前は受付、右手は待合室兼喫茶店。左手には奥へと続く通路と土産物屋があり、のぼりに書かれた文字によると『ＬＯＲＩまんじゅう』という、いかがわしい名称の和菓子が販売されているようだ。

「どうだ、すごいだろう。……驚いて声も出ないか。ハハハ」

　チェッカーさんは平然と旅館の中へ足を踏み入れていく。立ち尽くしていた響子も慌ててそれに倣ならった。待合室へと誘導され、響子が戸惑いながらもソファに腰を下ろすと、彼は「ここで少し待っていてくれ」と言い残し、その場を去っていった。一人残された響子は出されたお茶を飲み、ほっと息を吐く。そこでやっと、

『なんで……旅館？』

　と、ツッコミを入れた。それが俺に分かるわけもない。

　待っている間、響子は服をしきりに気にしていた。ワープ装置の中で浴びたシロップがベタベタするらしい。やがて戻ってきたチェッカーさんが、そんな彼女に向けて言った。

「待たせたな。服を用意させた。まずはそれに着替えよう」

「……どこで？」

　響きよう子こが怪け訝げんな表情を浮かべる。相手が相手なので警戒しているようだ。しかし、さすがのチェッカーさんも「ここで生着替えだ！」とは提案せず、両手を広げてこう言った。

「ここをどこだと思っている？　ついでに露天風呂を浴びてくるといい」

　……あ、こいつ、ここが旅館だと認めやがった。組織の本部はどこ行ったんだよ！







　おかみさんに案内されて風呂へ向かう。その途中で俺おれは、《ＬＯＲＩ》の本部はいったいどういう場所なのかを、チェッカーさんに尋ねた。

　いわく、この建物は宇宙空間に漂う巨大なコロニーなのだとか。今はとある宙域に留とどまっているが、本気を出せばこのコロニーごと超光速で移動することが出来るという。チェッカーさんはそんなことを得意げに語っていたが、話の規模が大きすぎてうまく想像することができない。響子も俺と同じだったのか、間抜け面でぽかんとしていた。

　今いるこの場所はコロニー内の《居住スペース》というフロアで、実際に組織活動の中心となっているのは、こことは別の《司令部》というフロアだという。

　コロニーには様々な施設があり、それらは一つのフロアとして独立し、互いに行き来できるよう通路で連結されている。そしてその施設群をまとめて本部と称するらしい。ちなみに《居住スペース》は複数存在し、旅館風なのはここだけだという。

　それはまあ、いいとして……何な故ぜ、旅館なのか。

「もちろん、キミたちを歓迎するためだよ」

「……どういうこと？」

　響子が首をかしげる。俺にもよく分からん。

「この《居住スペース》は造られたばかりでな、まだ定住者も、滞在中の賓客もいない。つまり、キミたちが最初の滞在者なのだ。というわけで……幹部会の粋な計らいにより、キミたちが快適に過ごせるようにと、フロア全体を改装したのだよ」

　改装と言っても大がかりな工事をしたわけではなく、旅館風の内装のほとんどは、元々あったものにホログラム映像を貼はり付けただけの疑似空間らしい。

　そう言われて注意深く観察してみるものの、レトロな黄色電灯で照らされた床板や砂壁の質感はあまりに現実的で、どこからどう見ても本物にしか見えなかった。しかし、

「あ、ほら……見て見てストライプ」

　と言った響子の腕は、廊下に飾られていた壺つぼの側面を貫通していた。

　なるほど。たしかにそうやってみれば、実体のない立体映像だとすぐに判別がつく。

「だから実際に新しく造ったのは、これから行く風呂場だけだな」

　と、チェッカーさんは種明かしをしてくれた。

「……それで旅館ですか」

「うむ、気に入っていただけたかな？」

　せっかくの宇宙滞在なのだからと、地球では味わえない景観を期待していたのに……それが旅館とは、興ざめもいいところである。

　とはいえ先方に悪気はなく、むしろ好意でそうしてくれたのだから、あまり無下にもできない。響きよう子こはといえば、呆あきれてものが言えないらしく、冷めた目で黙々と歩いていた。

　入口でチェッカーさんと別れ、響子は女湯へと向かった。

　服を脱いで浴場に行くと、響子はまず俺おれを手洗いした。愛いとしい妹の手に揉もまれて洗われるというのは、洗濯機の拷問とは違い、格別な気持ちよさがあった。

　しかし《繊維体フアイバーボデイ》からシロップのシミが消えると、俺はすぐに浴場から放り出されてしまった。身体からだを乾かしてこいということらしい。

　結局、それから一時間以上経たってから、響子は風呂からあがった。

　ここは温泉風ながら、実際は普通の風呂だったらしい。まあ宇宙だし、そりゃそうか。

　ただ奥に露天風呂があり、さきほどの全方位モニターによって、満天の星空の中でゆったり湯に浸つかる、なんて粋な体験ができたという。

「まあまあ、悪くなかったかな」

　と、響子はそれなりに満喫したようだ。

　用意された着替えは当然のように浴衣で、それをまとう響子はいつもと違う雰囲気を漂わせていた。風呂あがりのほんのりピンクに染まった頬ほお、髪の下から覗のぞく白いうなじ──俺は不覚にも、それにどきりとしてしまう。

　響子のくせに色気があるとは……浴衣効果、恐るべし。







　風呂を出たあとは待機していたおかみさんに案内され、滞在中に使う部屋へ通される。そこもやはり旅館風で、外は宇宙のはずなのに、窓から山の景色が一望できた。ホログラム映像だと分かっていても、これではついつい、温泉旅行に来た気分になってしまう。

　自室で少し休憩を取ってから、《司令部》に挨あい拶さつへ行く──カタコト喋しやべりでチェッカーさんの伝言を告げ、おかみさんは部屋から出ていった。あまりにもぎこちない動きなので、彼女はたぶん、生身の人間ではなくロボットなのだろう。

　用意されていたお茶を飲んで一息ついたところで、俺は響子に念話した。

『そういや、ずっと前に家族で行ったよな、温泉旅行』

『……行ったね』

　当時は二人とも小学生だっただろうか。あのとき帰りに寄ったグリーン牧場で響子が漏らし──一瞬、そう言いかけて、すんでのところで思いとどまる。羞しゆう恥ちに染まる響子は見たいが、それよりも命が惜しい。俺おれは別のことを言った。

『あのころは平和だったなぁ……』

『そうね、お兄ちゃんもパンツじゃなかったし』

　と、響きよう子こは笑う。いつのまにか呼び名が『お兄ちゃん』に戻っていた。

　そこで──俺は無性に切なくなった。昔のことを、思い出したからだろう。

　あのころの俺は毎日楽しく暮らしていた。でも、その日々は唐突に終わってしまった。自分が家族と血の繋つながりがないと、そう知ってしまったから。

　今なら分かる。家族みんなが俺を想おもい、そして悩んでいたのだと。

　きっと、かけがえのないものだった。見失ってはいけないものだった。

　それなのに俺は、向き合うこともせず、逃げ出してしまったのだ。

　ずっと現実のせいにしていた。知りたくもない事実が悪いと、そう思っていた。

　でも、本当に変えてしまったのは──終わらせてしまったのは、俺だった。

　……その感傷が伝わってしまったのだろうか。響子がふいに言った。

『元に戻ったらまた行こうよ、家族旅行。だからさ、これから二人で頑張ろ？』

『響子……』

　彼女の想いがじんわりと伝わってくる。それにまた、救われた気がした。

『わたしは別に、二人きりでもいいけど……』

『ああ。そうだな。絶対また、行こうな』

　頬ほおを赤らめ、そう言って励ましてくれる彼女を、俺はたまらなく愛いとしく想った。

　響子はいつだって、あの楽しかった日々を取り戻したいと願っている。

　もちろん、俺だってそうだ。

　だから逃げ出したなんて、終わらせたなんて、そんなふうに過去にしてはいけない。

　俺たちはあの日々を取り戻すために──こんな遠く宇宙にまで、来たのだから。







　三十分ほどしてから、チェッカーさんが迎えに来た。俺たちはいよいよ本当の意味での《ＬＯＲＩ》本部、《司令部》へと向かうのだ。

　まずは組織全体を指揮する事実上のトップ『本部司令官』のところへ挨あい拶さつに行くらしいが……それなのに、響子は浴衣のままでいいのだろうか。俺がそれを訊たずねたところ、

「ノープロブレム。貴重なジャパニーズガールの浴衣だ。むしろお喜びになられる」

　と返事がきて、響子ともども、別の意味で不安になった。

《居住スペース》から《司令部》へ繋がる通路はチューブ状の自動走路だった。透明な壁面から外に広がる宇宙の様子を眺めることができ、その感嘆すべきＳＦ的光景に俺と響子は大はしゃぎになった。

　通路の先、《司令部》もまたＳＦテイスト満載の空間だった。いたるところに流線型の奇妙な装置や操作パネルらしきものがあり、うかつに触れると何が起こるか分からない感じがして怖い。さらに《居住スペース》では見かけることのなかった、通行人の姿もあった。彼ら彼女らは共通して人型だが──耳がとがっている、鱗うろこで覆われている、肌が青いなどなど、どこか必ず、地球人とは異なる特徴が見受けられた。

　順応力の高い響きよう子ことはいえ、さすがにここまで来ると許容範囲を超えてしまう。彼女は緊張と興奮と恐怖がないまぜになったパニック状態に陥り、さきほどのおかみさんロボのようなぎこちない動きで、チェッカーさんの隣をぎくしゃく歩いていた。

　こうして一行は《司令部》の一角にある《本部司令官室》までやってきた。そこはほかと比べると内装が豪華で、いたるところに地球では見かけることのない不思議な模様のレリーフがちりばめられている。それが様々な色の光を放つことで、空間全体を華やかに彩っていた。……なんというか、いかにも偉い人の部屋の前といった趣である。

「本部司令官は、いったいどんな人なんですか？」

　部屋に入る前に訊たずねておく。響子はすでに頭から煙を吹きそうな状態だ。その心理状態を気遣うなら、ぶっつけ本番で会うより、前もってどんな人物か知っておいたほうがいい。

「うむ、アイゼン司令といってな、グレートかつクールな御お方かただ。何より我々に対する理解が深い。辺境の惑星である地球を《ＬＯＲＩ》の管轄圏にしたのも、カレの功績によるところが大きい。もし司令官がカレでなかったら……ワタシやキミたちは今、ここでこうしていることはなかったかもしれないな」

　チェッカーさんは容赦なく、響子にさらなるプレッシャーを与えた。

「司令官どのの見た目は最高にクールだ。宇宙でも稀け有うな金属生命体で、常にきらきらと輝いている。その姿に誰だれもが憧あこがれる──カレはまさしく本物の英雄ヒーローなのだよ」

　彼自身も憧れている一人のようで、アイゼン司令の説明にはやけに熱がこもっていた。そんな大それた人物とこれから会うかと思うと……マズイ。俺おれまで緊張してきた。

「──連れてまいりました」

　チェッカーさんが扉の前に行き声をかけると、「入りなさい」と返事がくる。彼は「失礼します」と中へ入り、響子も「……ます」と、緊張した面持ちであとに続く。

《本部司令官室》の中は、さきほどまで俺たちがいた旅館風の一室と同じ造りだった。

　……なんで？

「申しわけありません、お食事中でしたか」

　中の様子を確認すると、座敷にちゃぶ台があり、その上にカップラーメンが置いてあった。見たところ、お湯を注いで三分待ちな状態だ。部屋の外とのギャップがひどい。

「いやいや、かまわん。キミたちもリラックスしたまえ」

　部屋の奥からやけに渋い声の男性が出てきた。彼こそがアイゼン司令なのだろう。

　金属生命体。事前にそう聞いていても、彼の姿を目まの当たりにした俺おれと響きよう子こは、驚きのあまり言葉を失った。

　その見た目を一言で説明すると──全身銀タイツのおっさん。タイツは身体からだだけでなく顔まで覆っていて、逆三角形の大柄で筋骨隆々たる身体は、シルエットを強調するこの手のコスチュームによくマッチしていた。まさに宇宙の英雄、そのまんまの見た目だ。

　ただ……映画ならばともかく、実際にそんな相手と対たい峙じするのは、正直かなりキツイものがある。常にキラキラと眩まぶしくてうざったいし、純和風な座敷とのミスマッチ感が半端ない。そもそも全身銀タイツのマッチョというだけで、普通に怖い。

「私がアイゼンだ。よろしく」

　そう言ってピカピカパツパツのシルバーなおっさんが手を差し出してくる。

　響子は瞳ひとみの光彩を失ったまま、彼と握手を交わした。

「…………しく」

　響子はか細い声で挨あい拶さつを返したあと、そのまま硬直した。どうやら、アイゼン司令が握った手をなかなか離そうとしないらしい。

「あ、いや、すまない……初恋の人を思い出したものでな」

「…………ひぃぅ」

　相手が困っているのを察した彼は、妙に甘酸っぱい詫わびを入れてその手を離した。響子は恐怖のあまり、完全に腰が引けていた。













「ストライプ──いや、姫ひめ川かわ礼れい二じ君か。彼は今、君に穿はかれているのかね？」

「えっと……あ…………はい」

　チェッカーさんが「カレにもきちんと挨あい拶さつさせなさい」と、響きよう子こに「パンツを見せろ」と同義の要求を口にした。しかし、

「いや、レディに下着を見せろというのは酷だろう。そのままでかまわんよ」

　アイゼン司令は意外にも紳士的な対応をした。俺おれは浴衣の下に隠れたまま、挨拶する。

「よろしくおねがいします、アイゼン司令」

「よろしく、礼二君。それともストライプと呼ぶべきかね？」

「……今はストライプです」

　その返答に「なるほど」と静かにうなずき、彼はチェッカーさんと響子に座るよう促した。二人はあらかじめ用意されていた座布団に腰を下ろす。

「さて、まずはこれからの予定について、私から直接、君たちに説明しようと思うのだが」

　本題に入ったところで、響子は背筋を伸ばした。アイゼン司令は見た目こそ完全に変質者だが、その佇たたずまいには妙な迫力がある。

　座っているだけでこの威圧感プレツシヤー──さすがは組織のトップと言うべきか。

「麺が伸びちゃうから、食べながらでもいいかね？」

　そう言って、彼はカップラーメンをズルズルとすすり始めた。

　……いきなり、フランクすぎやしないか？　このおっさん。







「最初にやってもらうのは幹部会に向けた挨拶だ。これは通過儀礼的なものではあるが、一応、審査の一項目として行われる。そのあとは知能指数、反射神経、実戦形式での戦闘技能などなど……の測定審査を受けてもらう。それらの審査の結果を受けて、君の総合力を評価し、組織の活動を担う構成員として適当かどうかを判断する。何か質問は？」

　アイゼン司令は長々とした説明を、カップラーメンをすすりながら流りゆう暢ちようにやってのけた。しかし響子は、全身銀メッキのおっさんがあぐらをかいてカップラーメンを食う姿の異様さに圧倒され、ほとんど説明を聞けていないようだ。代わりに俺が質問する。

「……不合格になることもあるんですか？」

「審査なのでね。当然、その可能性はある。しかし君たちはすでに、我々も手を焼いたあの殺人パンツパンテイスト・キラー、ブラックウィドウを倒しているではないか」

「……はあ」

　そう言われても、ヤツを倒したときの記憶はあいまいなので、実感は乏しい。

「それに響子君は《至高の乙女ベスト・パンテイスト》だろう。不合格など、万に一つもあるまい」

　……なんだかよく分からないが、やたらと期待されている。

　しかし、事前情報なしの適性審査を受ける→その直前に不合格などありえないと太鼓判を押される→期待の根拠となる実績を達成したときの記憶がない、というプレッシャーのトリプルコンボが発生している。俺おれは戦せん慄りつし、響きよう子この顔面は蒼そう白はくになった。

「仮に不合格となれば、君たちは見習いからスタートだ。見習いで実績をあげれば再び《適性審査》を受けることができるが、そこでも駄目だと──」

　アイゼン司令は説明を止やめ、空になったカップラーメンの容器をバキバキ潰つぶしてごみ箱に突っ込んだ。……口で説明されるよりよっぽど怖い。

「そうなると当然、ストライプ君を元に戻す研究チーム、あれも中止だ。とはいえ、すでに巨額の資金を投入して準備を進めている。今さら後戻りはできんな。ハハハ」

　ラーメンをすするのと同じくらい気楽に恐ろしい事実を告げたあと、アイゼン司令は唐突に銀色の手をぬっと伸ばし、響子の頭をなでなでする。

　響子はびくっと震え、「くひっ！」と変な声を出した。

「大丈夫だ。君たちならきっとできる」

　親しん戚せきのおじさん並に無責任な励ましだが、俺は一応「……がんばります」と返す。響子はその間ずっと頭をなでられ、白目を剥むいていた。

「さて、そろそろ時間だ。幹部会への挨あい拶さつ、もとい、《対応能力測定》の準備を始めよう」

　彼はやっと響子の頭から手を離して立ち上がる。俺はそこでまた、質問を挟んだ。

「《対応能力測定》というのは、具体的に何をするんですか？」

「基本的には《ＬＯＲＩ》幹部会の方々に向けて、新規加入予定の構成員を紹介するだけの催しだよ。名目上、審査となってはいるがね」

「……それじゃ、自己紹介をするだけでいいの？」

　恐慌から復活した響子が明るい声でそう言った。元々愛想のいい彼女なら、お偉方が相手だろうと問題にはなるまい。むしろ気に入られて、ひいきしてもらえるかもしれない。

「自己紹介……ま、そうだな。ただ、さきほど説明したように、これは君の適応力および思考の柔軟性を測定する審査でもある」

　なんとなく、嫌いやな予感がした。

　響子も同じだったのか、「つまり……どういうこと？」と不安げな声を出していた。

　アイゼン司令は沈黙を守っていたチェッカーさんをあごでしゃくり、「あれを持ってきなさい」と命じた。チェッカーさんは「は」と短く敬礼して部屋の奥へと消え、再び戻ってきたときには、その腕に何かを抱えていた。あれは……服？

「この衣装で──」

　アイゼン司令の言葉に合わせて、チェッカーさんが抱えていたものを広げてみせる。

　それは青と白──俺と同じストライプ柄の、フリフリエプロンドレスだった。

「皆の前で一発芸を披露してもらおうっ！」

　銀色のおっさんとチェッカーさんが満面の笑みを浮かべる。

　響きよう子こは再び、白目を剥むいた。







「レディ───スッエンドジェントルメ──ンゥッ！　オウイエエエッ！」

　式典用の礼服に着替えたチェッカーさんが妙な雄たけびをあげると、間髪入れずに客席から「ウオオオオッ───ッ！」と、野太い野郎どもの歓声が返ってきた。

　響子のためのステージ。これがいわゆる《対応能力測定》だ。

　彼女はこれから熱狂的な観客が見守るステージに立ち、幹部会の方々がアドリブでリクエストする無む茶ちやぶりに応こたえるべく、芸を披露する。その内容の善よし悪あしで、突発的な事態に対する即時適応性、および、提示された問題に対してどう対処するかという思考の柔軟性を測定するのだ。

　……という口実で、新人の一発芸を餌えさに余興を楽しむ、わりかし陰湿な催しである。

　今はチェッカーさんが、響子がここに来るまでの経緯を紹介していた。それが終わればいよいよ俺おれたちの出番だ。

　フリフリドレスに着替えた響子は、舞台袖そででガタガタと震えていた。観客はここに来る前に通路ですれ違った異星人たちのようで、トカゲ人間やらタコ人間やらが一心にステージを見つめ、響子の登場を今か今かと待ち望んでいる。

　これはかなりハードな状況だ。響子は今にも卒倒しそうである。

『たぶん、心に大おお火傷やけどを負うと思うけど……頑張ろうぜ、響子！』

『やめてよほんとにいまそういうこというのっ！』

　しかし後戻りはできない。彼女もそれはよく分かっているようで、「やらない」とは一言も言わなかった。俺も手助けするが、この状況でパンツにできることなど限られている。可哀かわい想そうだが一人で乗り切ってもらうほかない。ファイトだ、響子！

　そう思いつつも、狼ろう狽ばいし涙ぐむ響子の姿に、俺は少し興奮していた。

『ストライプ、変なこと考えてない？』

『……いやべつに。それより響子、出番だぞっ！　おっほい！』

『ごまかさないでっ！　ていうかなんでそんなに嬉うれしそうなのよぉおっ！』

　観客の熱狂は最高潮に達していた。《至高の乙女ベスト・パンテイスト》とは、それほどすごい存在なのだろうか？　あるいは審査の一つだけに、彼らはみなサクラなのかもしれない。

「さあみなさん準備はオッケーですかぁっ？　それではあまねく宇宙の果てまで照らす我らが《ＬＯＲＩ》の超新星ッ！　《至高の乙女》姫ひめ川かわ響子とその相棒ストライプだああああああああああああああああアアアッ！」

　異様なテンションのチェッカーさんに紹介されて、響きよう子こはとててっとステージに上がる。その直後、大歓声が沸き起こった。

　──響子のアイドル伝説が今、はじまる。

　思わずそんなナレーションを付けたくなるが、そこから先は普通に自己紹介だった。

「どこから来たの？」「……えっと地球です」

「趣味は？」「運動です」

「スリーサイズを教えてください」「……内緒です」

　などなど、司会のチェッカーさんが矢継ぎ早に質問し、響子はそれにたどたどしく答えた。多様な姿の観客に、異様なテンションの司会に、異常な自分の現状に──彼女はなかば夢うつつの状態で応対していた。

　自己紹介が終わると、今度は『チャレンジボックス』と書かれた箱が登場。アイドルのイベントやラジオの公開録音とかでよくあるアレだ。この催し自体も大体そんな感じのノリである。

「さーてみなさんお待ちかねっ！　いよいよお題に挑戦してもらいます！　最初のお題は────どんっ！　65番！　65番のゲスト様っ！」

　箱から取り出されたのは65と書かれたボール。チェッカーさんはそれを掲げ、客席に呼びかける。すると、65のプレートを胸につけたアイゼン司令がぬっと立ち上がった。

「おお、私だ。いや、まいった。何も考えてなかったよ、ハハハ」

　……これ全部、仕込みじゃないか？　客の反応といい、大げさな司会といい、全体的に恐ろしく白々しい。だが、客席には本物の幹部会の方々も紛れているようだ。それらしい貫かん禄ろくの宇宙人のおっさんたちが、響子の一挙一動を楽しそうな表情で眺めている。こんな酔狂なイベントを企画する辺り、この組織は本当に大丈夫なのかと不安になる。

　まあそれはさておき、一発芸のお題はどんなものになるのだろう。あまり厳しい課題でないとよいのだが……響子は固唾かたずを呑のんで、客席のアイゼン司令を見つめていた。

「自分の長所を歌詞にしたＰＲソングを作ってもらい、それに合わせて創作ダンスを踊ってもらおうっ！」

『いやああああああああああああああああああああああああああっ！』

　大おお火傷やけど要素がふんだんに込められたお題に、響子が念話で悲鳴をあげた。




『……わたしはきょうこーひめかわーきょうこー……えー……あっ……あしがはやくてー……いつもげんきなー……えええ……うううー……えっ……えっぐ……えっぐ……うぅ』




　歌って踊り、最後は泣いていた響子は、今まで見た中で一番、輝いていた。













　あつあつおでんの早食い、モノマネ百連発、ポエム朗読──そのあとも響きよう子こは、様々なお題に挑戦した。しかしその話に触れると彼女の心が壊れてしまう。なので、ここではあえて描写しない。

　本日の予定を全て消化し、俺おれたちは今、自室でくつろいでいる。いまだ精神的ダメージが抜けきらない響子は、座敷のテーブルに突っ伏し、ぐでっとしていた。

「犬に噛かまれたと思って忘れようぜ、響子……」

「……うぅ」

　いつもは気持ちの切り替えが早い響子も、今回はさすがに堪こたえたようだ。なかなか元気が戻らない。奥の座敷に敷かれた布団にダイブして、しばらくもだえていたかと思えば、そのうち大人しくなった。……今はそっとしておこう。

　手持無ぶ沙さ汰たになった俺は、パンツの端で響子の旅行鞄かばんを漁あさり、スマホを引っ張り出す。もちろん宇宙まで電波が届くわけもないので、通話や一部のゲームはできない。それでも事前に電波通信する必要のないゲームを入れておいたので、暇潰つぶしに遊ぼう──としたら、なんと普通に電波が届いていた。しかもバリサンだ。

　どういうことだ、これは。

　宇宙なのに電波がとどく……？　いやいや、そんなわけあるか。

　ここって本当に宇宙なのか？　実は熱海あたみとか伊い香か保ほなんじゃないか？　旅館風の内装もほとんどホログラムらしいけど、最初に見せられた宇宙の景色だって……。

　そんなふうに考えはしたものの、結局、俺おれはあまり気にしないことにした。

　ここが宇宙だろうが伊い香か保ほだろうが、やるべきことに変わりはない。

　今、重要なのは──ここでパズ○ラができるということだ。

　そのあと俺はゲームに熱中し、いつのまにか起きてきた響きよう子こに「宇宙にまで来てゲーム？」と呆あきれられてしまった。さすがというべきか、彼女の精神は早くも回復したようだ。もはやいつもの調子で、夕食で出た懐石料理を元気にぱくぱく食べていた。

　……何な故ぜ、宇宙で出される夕食が懐石なのかについては、置いておくとして。




　さて、ここまでは本当に温泉旅行にでも来たかのように、俺たちは優雅で快適な環境を満喫していた。《対応能力測定》という名の一発芸披露はあったものの、まだ平和だった。

　しかし、やはりここは宇宙の秩序を守る組織《ＬＯＲＩ》の本部なのだ。彼らは決して、その極めて過酷な活動を、遊びでやっているわけではない。

　翌日から、俺たちはそのことを、身をもって知ることになる。





三章　パンツ、対立タイリツ







　──バキュームタウロス。宇宙に進出するだけの文明を持った惑星人ならば、誰だれもがその名を聞いただけで震え上がる。ヤツらはそういう生きものだ。

　全長十メートル以上、幼生体でもゆうに二メートルを超える。トカゲとカバを混ぜたような体型で、ぬめぬめとしたピンク色の分厚い表皮に包まれている。ゴムのように弾力に富むその身体からだは、大口径の砲弾にすら耐えるという。

　バキュームタウロス最大の武器は、その大きな筒状の吸引口だ。ヤツらは驚異的な肺活量によって獲物を掃除機のように吸引し、捕食する。襲われた生きものはそのまま体液を搾り取られ、ミイラのように干からびて死ぬ。

　その禍まが々まがしい生態はまさしくモンスター。宇宙史の黎れい明めい期き、惑星開拓者たちにもっとも被害を与えた宇宙生物は、このバキュームタウロスだという。ヤツらの群れに開拓団の人員をまるごとミイラにされたこともあったというのだから、恐ろしい。

　……で、その驚異的な宇宙恐竜について、長々と説明したのは何故かというと。

　それが今、目の前にいるのだ。

『しっかりするんだ！　相手はやる気満々だぞ！』

『無理よ無理無理無理ぃっ！　あんなの倒せるわけないよっ！』

　響きよう子こはバキュームタウロスを前にして、完全に恐慌状態に陥っていた。膝ひざはがくがくと震え、ライオンの檻おりに入れられたウサギのような表情を浮かべている。

　無理もない。相手は悪名高い獰どう猛もうな宇宙恐竜。見た目もまさにそれそのものといった感じである。響子はパンティストとして、幾度か実戦の経験があるものの、その相手といえばナメクジ変態宇宙人という小物と、殺人パンツだけだ。だから今、目と鼻の先にいるような、不気味で、巨大な、知能すら感じられない魔物が相手となると、強い弱いという以前に、見た目の恐ろしさに耐えられないのだろう。このままでは……マズイ！

「──んもおおんっっ！」

　二〇メートルほど離れた位置から、バキュームタウロスが涎よだれをまき散らし、異様なおたけびをあげた。こちらを威嚇するように巨きよ躯くをブルブルと震わせると、その動きに共振して、密閉された狭いステージ全体が軋きしむような音を立てる。

　俺おれたちは今、《戦闘技能測定》を受けている。

　そう、これは《適性審査》の一項目なのだ。本部に来てからすでに三日。それまでにいくつかの測定をこなしてきたが、実戦形式のこれが最大の山場といえる。

《戦闘技能測定》──たかが審査の一項目とはいえ、目の前の標的はまぎれもなく本物だ。この測定で命を落とす未熟な構成員もいると、前もってチェッカーさんに脅されている。

　しかし、だからといって逃げるわけにはいかない。

　俺たちはなんとしてでも、この測定で高い評価を得なければならないのだから。

「んもおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　バキュームタウロスが土煙をあげ、響子に向かって突進する。

　吸引口の攻撃範囲は約二メートル──その間合いに入ると、身体からだを吸引されてお陀だ仏ぶつだ。

　だというのに、響子の反応が遅い！

『響子っ！　相手が何だろうと……今、やるしかないっ！』

『……う、うん！』

　響子はスカートの中に手を伸ばし、俺を《伸縮チヤージ》させた。

　だが、久々の実戦で緊張していたのか、いつもよりパチンの動作が遅い。パンツエネルギーが彼女の身体に充じゆう填てんされたときには、敵はすぐそこまで迫っていた。

「んもぉおおおおおんっ！」

「────うぐっ！」

　バキュームタウロスが丸太のように太い口を振り回してくる。響子は身体の前で腕を交差し、すんでのところで回避。するとガードで硬直した隙すきを突き、敵は吸引動作に入った。

「んもおおおお────ふぉっ？」

　そこでバキュームタウロスは獲物の姿を見失う。響子が機転を利かせ、その足の間にスライディングで滑り込み、後方へ移動していたのだ。

　響きよう子こは膝ひざを折ってスライディングにブレーキをかけると、反動を利用し、敵に背を向けたまま跳躍。空中で身体からだをひねり、お得意の必殺回し蹴げりを浴びせた。

「くっ──！」

　だが、手ごたえはない。

　一度、体勢を立て直すために距離を取り、響子はそこでパンツをパチンした。

　全エネルギーを込めた渾こん身しんの一撃は、間違いなくバキュームタウロスの背中に命中した。しかしその衝撃のほとんどは分厚い表皮によって弾はじかれてしまったようだ。ヤツは蹴りを受けて地面に倒れ込んだものの、すぐに立ち上がり、何事もなかったかのように身体をブルブル震わせた。……なんだあの耐久力はっ！

『あんなの、倒せるわけないよっ！』

　響子は念話でそう叫んだ。俺おれも同じ気持ちだが、そうと言うわけにはいかない。

『きっと、どこかに弱点があるはずだ……』

　これは過酷な実戦ではなく、《戦闘技能測定》という名の審査なのだ。ならば、勝てなければおかしい。現にこの戦闘が開始される前、チェッカーさんにこう説明されている。

『バキュームタウロスは凶暴な生物だが、パンティストならば、誰だれでも倒せる相手だ』

　だからもし倒せないというのなら……それは相手が強いからではなく、こちらの戦い方が悪いのだ。

　俺は戦闘のアシストをすべく、己のパンツ感覚を響子の股こ間かんに集中させた。これぞパンティストの戦闘動作の一つ──《吸着フイツテイング》。

　この状態になると《所有者オーナー》の身体能力が低下する代わりに、一時的に意識の繋つながりが強化される。その作用によって、パンツ生命体の精神が平常時より研ぎ澄まされるのだ。

　感じる……見える……バキュームタウロスの全てが…………そうかっ！

『──響子っ！　目だ！　ヤツの目を狙ねらえっ！　そこが弱点だ！』

『分かった！』

　いくら全身がゴムのような表皮に覆われていようとも、目の構造はほかの生物と同じだろう。ならば無防備に露出している眼球を狙えば、効果的なダメージが与えられるはずだ。おまけに獲物を見つけやすくするためか、バキュームタウロスの瞳ひとみは異様に大きく発達している。まさに狙い目、といったところだ。

　幸いなことに敵はそれほど俊敏ではなく、その知能の低さゆえ、直線的に突進するしか能がない。厄やつ介かいな攻撃といえばあの吸引口くらいだが、それもパンティストの優れた能力をもってすれば、十分に対処可能である。

　対象を観察し、もっとも効果的な攻撃を加えなければ倒せない──なるほど、たしかに戦闘技能を測るには、うってつけの相手かもしれない。

　桃色の鈍獣が身体からだの重心を下げ、突進をしかけようと構える。敵との距離はわずか十数メートル。響きよう子こは自らを鼓舞するように激しくパンツをパチンした。

　敵が──迫る！

　猪ちよ突とつしてくる相手に正面からぶつかっていく──ように見せかけ、その間合いスレスレで横っ飛び。吸引口による横よこ薙なぎはむなしく空を切った。

　バキュームタウロスの右側面に着地した響子は、間髪入れずに地面を蹴けり、再び跳躍。その衝撃でステージの床に亀き裂れつが入る。彼女が空中でとび蹴りの体勢に入ったときになってようやく、バキュームタウロスがこちらを振り返った。

　遅い！　むしろ顔を向けたおかげで瞳ひとみを狙ねらいやすくなったぞ！

　だがそのとき、響子の身体がふわっと浮いた。急な減速によって目測を誤り、蹴りがわずかに瞳を外れてしまう。攻撃が浅い……これでは致命傷にならない！

　響子とバキュームタウロスの視線が交錯する。その瞳はこちらをあざ笑っているように見えた。敵は響子を吸引するのではなく、とっさに空気の玉を放出し、蹴りの勢いを減衰させたのだ。知能が低いと侮っていたが、意外と賢さかしいではないかっ！

　攻撃を外した響子は、敵の間合いから離脱するべく再び跳躍しようとした。しかしそこに吸引口が伸びる。バキュームタウロスに思いきり足払いされた響子は、バランスを崩して転倒してしまう。

「んもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっん!!」

「──いやああああっ！」

　強烈な風を感じて、響子が悲鳴をあげた。地面に四よつん這ばいになり必死に抵抗するが、バキュームタウロスの驚異的な吸引力の前では焼け石に水だ。

　ブラックホールのように巨大な口が、じりじりと彼女の身体を引き寄せていく。

　……マズイ！　このままでは吸い込まれるぞっ！

　しかしそのとき、突如として響子の背後から轟ごう音おんが鳴り響いた。

　何かが破壊された音──ステージの入口だ！

「どきなさいっ！」

「──え？」

　凛りんとした声とともに突風が吹きつける。

　響子はそれに弾はじき飛とばされて転がり、最後に尻しりを地面に思いきり打ちつけた。彼女は痛みのあまり「ぎゃんっ！」と悲鳴をあげていた。

　状況の変化についていけず、俺おれは混乱した。

　一瞬、誰だれかの声が聞こえたような……それにいったい、何がどうなったのか。ついさきほどまで激しい戦闘によって震えていた空間が──この謎なぞの突風が吹き荒れてから、まるで時が止まってしまったかのような静寂に包まれている。

　我に返った響きよう子こがゆっくりと起き上がる。すでに吸引は止やみ、バキュームタウロスは少し離れたところで硬直していた。やがて口から体液を噴き出し、巨きよ躯くがどっと地面に倒れ込む。その横っ腹、大口径の砲弾すら弾はじく表皮に、マンホールの蓋ふたほどの穴が開いていた。

「何……これ？」

　響子が戸惑ったような声を出す。彼女もこの状況を理解できていないようだ。

　レーザーガンでもぶっ放したのか──最初はそう思ったが、穴の周囲が焼け焦げていない。これはもっと単純な、標的の耐久力をものともしない、物理的な破壊だ。

　そこで俺おれは唐突に理解した。さきほど響子を弾はじき飛とばしたのは、突風ではなかったのだ。

　あまりの速さゆえに姿を捉とらえきれない、驚異的な高速移動。その加速から生み出される、爆発的な衝撃。それは突風を巻き起こすような、尋常ならざる攻撃だ。

　宇宙がいかに広くとも、そんな芸当が可能な存在は一つしかない。

　つまりこれをやったのは──パンティストだ！

　俺の推測を裏付けるように、倒れ込んだバキュームタウロスの後ろから、何者かが現れる。その人影は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす響子の前に立ち、彼女の姿を見下ろした。

　──少女。それもミリタリーロリータ風の衣装に身を包んだ、とびきりの美少女だ。

　響子が野に咲くたんぽぽなら、彼女は品種改良された薔ば薇らだろう。素朴な愛らしさではなく、洗練された美しさ。そんな印象を受ける。

　髪はまさしくプラチナブロンド、そう呼ぶべきしなやかな煌きらめきを放ち、豊かな胸元まで垂れていた。響子と同じく背は低いが、彼女と比べると断然スタイルがよい。足が長く、腰にくびれがあり、そして何より胸がしっかり育っている。

「……あ、あの……」

　響子が小さな声をあげる。助けてもらったお礼を言おうとしているのだ。いまだ戦闘の恐怖が抜けきれず、小刻みに震える響子に、少女は笑みを向けた。

　すげぇ！　笑顔まで完かん璧ぺきな美少女っ！

　しかもケモミミまで生やしているぞ！　サービス精神も旺盛だなんて、最高だな！

　……ん？　ケモミミ？

　俺は少女の頭にぴょこんと生えた、犬のような耳に気づく。どんなパンツを穿はいているのだろうとスカートのヒラヒラに気を取られて、ケモミミに気づかないとは……男として失格である。それによく見ると、尻尾しつぽまで生えているではないか。

　つまり、彼女は地球人ではなく──異星人のパンティストなのだ。

　恐慌から回復した響子が、命の恩人のもとへ歩み寄る。

　その間、少女は腰に手を当て、響子の姿をじっと見つめていた。

「助けてくれて……ありがとう」

　響子はお礼を述べて頭を下げた。そして少女に向けて、愛想笑いを浮かべる。

「ううん……それは別にいいのですけど」

　そう言って、少女も笑みを返した。

　思わず見み惚とれるほどの美しさだったが、俺おれは何な故ぜか、その笑みに違和感を抱いた。

　この娘……目が笑ってないような……。

　その直感は正しかったようだ。少女は急に笑うのを止やめ、響きよう子こに鼻先を近づける。

「クンクンクン……なんだか匂においますわ」

「……は？　はあああっ──？」

　少女がまた笑みを浮かべる。響子はその反応についていけず、困惑していた。

「これは、負け犬の匂いですの」

　少女はそう言い残し、自分が破壊したステージの入口から外へ出ていった。

　命の恩人に辛しん辣らつな捨て台詞ぜりふを浴びせられた響子は、しばらくその場で立ち尽くし、口をぱくぱくさせていた。……あの娘、見た目は綺き麗れいだけど、内面は相当ヤバいっぽいな。

　そうだ。昔からよく言うではないか。綺麗な薔ば薇らには棘とげがある──と。







　そのあとは大反省会だった。

　命こそ助かったものの……俺たちは《戦闘技能測定》においてバキュームタウロスを倒せなかっただけでなく、《ＬＯＲＩ》の構成員らしい謎なぞの少女に救助されるという、さんざんな結果に終わっていた。前半の動きのよさと、『相手の弱点を見抜く』という評価基準の一つを満たしたため、不合格にはならなかったものの、測定結果は最低ランクのＥ。当然、《至高の乙女ベスト・パンテイスト》としての期待に応こたえた内容とはいえない。

　結果を伝えたチェッカーさんも「君はまだ経験が足りないからな。次のファイトに期待しよう」とフォローしてくれたものの、その微妙な表情から、俺たちを取り巻く状況があまりよろしくないと伝わってしまう。

　それもそのはず、今回の《戦闘技能測定》だけでなく、そのほかの測定結果もあまり芳かんばしくなかったのだ。本部に来た当日にこなした《対応能力測定》こそ、満場一致のランクＡという好評価を得たものの、あれは余興としての側面が大きく、合格の成否にはあまり影響しないという。今までの測定の結果を要約すると、響子の身体能力の総合的な評価はＤ。

　これはパンティストとしてではなく、素すの状態での能力だ。

　運動神経ばつぐんとはいえ、それは普通の女子高生を基準としたものだ。構成員プロフエツシヨナル基準で見た場合、やはり評価は上がってこないようだ。

　これは響子の自尊心プライドを傷つけたらしく、結果が出た当日の彼女は荒れていた。

　次に俺、パンツ生命体の能力。これはＣ＋。

　平均よりはやや高めという評価。この微妙な感じがいかにも俺おれらしい。

　俺の独自性は『パンツ生命体と融合した知的生命体』という一部分に限り、それ以外の例外的な要素──特にパンツ能力において──はないという。といっても、パンツ生命体それ自体が非常に強力かつ特別な存在なので、あまり問題にはされないらしいが。

　……しかしこの評価、どうも引っかかる。この心のもやもやは、なんだろう？

　次、知能指数の総合評価。これは響きよう子こがＥで俺はＤ。

　響子は言わずもがな、俺もあまりよろしいとは言えない。

　最後に、俺と響子の繋つながりの強さ。

　これはパンティストだけが測定する、極めて例外的な評価項目だ。

《対応能力測定》を除けば、今まで受けた中ではこの測定の結果がもっともよく、評価は最高ランクに一歩及ばない、ランクＢ。

　それだけにパンティストとしての強さが評価の基準となり得る、今回の《戦闘技能測定》に期待がかかっていたわけだが……結果はさきほどの通りである。

　全ての評価をまとめると、Ｄ、Ｃ＋、Ｅ、Ｄ、Ｂ、Ｅ。お世辞にも審査の当確ラインとはいえず、むしろ不合格になる可能性のほうが高い。……このままでは本当にマズい。

　そう思った俺は、チェッカーさんに異議を申し立てた。俺たちはまだ経験が浅く、もう少し様子を見ればきっとよくなる──往生際悪く、そう主張したのだ。

「オーウ、それは承知している。キミたちの滞在期間にはまだ余裕がある。アイゼン司令や幹部会に、その点については掛け合ってみよう。ただ……」

「ただ？」

「実はさきほどの測定では、君たちの経験が未熟という点を憂慮して、本来用いるはずのバキュームタウロスでなく、それよりも能力が劣る幼生体を使用していたのだよ」

　すでに手心は加えられていた。

　その事実を告げられて、俺はもう何も言えなくなってしまった。

「それに……シャリアの件もある」

　響子が「シャリア？」と聞き返す。俺はそれが誰だれの名か、すぐに察した。

「キミたちを助けた、あのブロンドガールだ。ウィドウと戦ったあの事件のあと、ワタシが本部に戻ってきたころだったか……彼女がやってきて、《適性審査》に合格したのだ。それも、ダントツの成績で」

「やっぱり、あの娘こもパンティストなんですね？」

　だとすれば、チェッカーさんが彼女を引き合いに出すのもうなずける。響子とほぼ同年代、組織に加入したばかり、そしてパンティスト。これだけ共通点があれば、比較されて当然である。シャリアはあれだけすごいのに、姫ひめ川かわ響子のほうは……といった具合だろう。

　内心で焦燥感を募らせる俺に、チェッカーさんはさらに驚きの事実を告げた。

「いや、彼女はパンティストではない。極めて能力が高いだけの、生身の戦闘員だ」

　俺おれと響きよう子こは愕がく然ぜんとした。

　いわく、彼女──シャリア・ヨーク構成員は、パンティストではないという。優れた身体能力を持つものの、さきほどの戦闘時は非武装。つまり、生身で丸腰だったのだ。

「それなのに……あんなに強いの……？」

　響子が、今にも泣きそうな声を出していた。

　俺は言葉すら出なかった。

　あの美しい少女──シャリア・ヨークという、途方もなく高い壁を前にして。







　結局、その日は《戦闘技能測定》だけで終わった。

　ここのところはずっと忙しかったが、久々に自由な時間ができたのだ。

　それなのに、響子の表情は浮かない。今も何をするでもなく、テーブルの上に頬ほおを押しつけてぐでっとしている。身体からだだけでなく精神的にもだいぶ参っているようで、時折、思い出したかのようにため息を吐ついていた。

《適性審査》が本格的に始まってからというもの、俺たちは別々の行動を強しいられることが多くなっていた。そのため最近の響子は、とくに用事がなければ俺を脱ぎ、パンテイムされたパンツまたはノーパンで浴衣、という恰かつ好こうでいる。

　座布団の上に畳まれていた俺は、元気のない彼女を見かねて、声をかけた。

「風呂にでも入ってリフレッシュしてくれば？」

「……それもいいかもね」

　ずいぶんと投げやりなお返事だ。これはかなり重症である。

　やがて響子はのそのそと起き上がると、ノーパン浴衣のまま風呂へ向かった。

　そんなわけで、彼女がいない間、俺は部屋で留守番することになった。

　せっかく時間が空いたことだしパ○ドラでもしよう。最近は忙しくてあまりできなかったからな。そう考え、俺はいそいそとスマホを取り出す。

　だが、どうにも乗り切れない。このもやもやした感じはなんだろう……？

　ここに来てからというもの、たびたびそういう気分に襲われる。

　響子はあんなに頑張っているのに、俺は何もできない。それが悔しいのかもしれない。

　せめて、健気けなげな彼女に何かしてやれないものか。

　色々と考えたすえ、俺は響子のあとを追いかけて、風呂に行くことにした。しまパンをスポンジ代わりに使ってもらい、彼女の心と身体をリフレッシュさせるのだ。そう、自らの身体を愛するものに捧ささげるという、誠に高尚な奉仕活動である。

　もしかすると怒られるかもしれないが、それでも拷問という名のご褒美が貰もらえる。どう転んでも俺おれは得するのだから、これ以上の手段はあるまい。

　……あれ？　奉仕の心はどこへ行った？

　まあ、いいや。さっさと風呂を覗のぞきに行こう。そうしよう。







　周囲を警戒しながら、するりとのれんをくぐり、女湯の中に侵入する。

　普通ならば完全に犯罪行為だが、今の俺はパンツである。女性用下着が女湯にあるのはごく自然なことだろう。心の中でそう言い訳しつつ、響きよう子この姿を捜す。

　脱衣場にはいなかったので浴場へ向かう。すると姿を見つけるより先に、彼女の声が聞こえてきた。最初は鼻歌かと思ったが、そうでもなさそうだ。続けて別の誰だれかの声も聞こえてくる。……これは妙だ。この風呂は基本的に響子しか使っていないはずなのに。

　と言ってもこのフロアに俺たちしかいないからそうなっているだけで、別に貸切りと決まっているわけではない。珍しく別のフロアから人が来たのだろうか。

　どうやら、そうらしい。響子は浴場でもう一人の誰かと立ち話をしていた。音を立てぬよう注意しながら、その背後へ近づいていく。

「お風呂では泳がない。最低限のマナーでしょう？」

「……スミマセン」

　響子は説教をくらっていた。……何やってんだ、あいつ。

　元気がないと思って心配していたのに、風呂で泳ぐとか、はしゃぎすぎだろ。

　向かいにいるのは例の美少女シャリアらしい。特徴的な耳と尻尾しつぽですぐ判別できた。彼女は響子と同じくタオル一枚のあられもない姿で腕を組み、怒りに眉まゆをつり上げていた。

「こんなの常識ですわよ。まったく、どういう神経をしているのかしら……」

　シャリアは執しつ拗ように響子を責めたてていた。犬耳の異星人に日本の常識を語られた響子は、小さな身体からだをさらに縮ませて、怒りの嵐あらしに耐えている。

「あ、その……誰もいないと思って……」

「だから、何をやってもいいと？　ふん、いい気なものね」

「あ、いや……別にそういうわけじゃないですけど……」

「あーもう、子どもみたいに好き勝手やってくれちゃって……それでもみんな優しくしてくれるんだから、貴女あなたはいいわよねぇ！」

「うー……」

　そのあともシャリアの説教は続き、響子の表情は次第に険しくなる。たしかに悪いのは響子だが、それにしても怒りすぎ。風呂で泳いだのがよほど気に障ったのだろうか。

「そんなに怒らなくてもいいじゃないですかー！」

　案の定、響子はすぐにブチ切れた。腕を振り上げ、眼前のシャリアを威嚇する。

　それは当然、相手の怒りをさらに燃え上がらせた。

「なんですかその態度はっ！　私は貴女あなたの先輩なんですのよっ！」

「ずっと黙って聞いてましたー！　でも、いくらなんでも厳しすぎですー！」

「ちょっと！　反省する気はありますのっ？」

「あーはいはい。ごめんなさいー。もうしませんー。これでいいですよねー？」

「いいわけないでしょう！　もう我慢なりませんわっ！　そこにお座りなさいっ！」

　逆上したシャリアが響きよう子こに食ってかかり、二人の少女はお互いに突きとばし合った。バスタオルに包まれたシャリアの胸がぷるんと揺れ、響子の胸は微動だにしなかった。

　……そろそろ止めに入らねば。

　そう考えはするのだが、二人のキャットファイトがエロすぎてつい躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　もう少し、もう少しだけ！　この光景を楽しませてっ！

「ふん！　貧相な見かけによらず、力はそれなりにありますのね」

「ちょっと！　誰だれが貧相ですって！」

「別に胸の話はしていませんわっ！」

「はああ？　自分は大きいからって偉そうにしないでっ！」

「オホホホ！　たしか貴女みたいなのを『ペチャパイ』って言うのでしたっけ？」

「むがああああああああああっ！」

　これはひどい。恐ろしく低次元な戦いがくり広げられている。

　風呂場の決闘はどんどんエスカレートしていく。シャリアが響子の鼻に指をつっこめば、響子はシャリアの髪を引っぱりはじめる。その辺りでさすがに見ていられなくなった。

「──やめるんだ！　二人とも！」

　二人の喧けん嘩かを仲裁しようと、俺おれは物陰から颯さつ爽そうと飛び出した。だがそれがいけなかったようだ。取っ組み合っていた二人はいきなり現れた謎なぞの飛行物体（パンツ）に意表を突かれ、大きくバランスを崩した。揃そろって足を滑らせ、前のめりの姿勢で宙に浮く──危ない！

「ふぎゃっ！」「ぐへっ！」

　俺はとっさに響子と床の間に滑り込み、彼女の背中を浮力で支える。なんとか間に合ったようで、響子は倒れこんだものの、身体からだをどこかに打ちつけた様子はない。バスタオルがはだけて普段は見えないところが露出しているが……そこはまあ、ご愛あい嬌きよう。

「響子、大丈夫か？」

「う、うん……ありがと」

「ふう、ヒヤッとさせやがって……」

　安心したところで対たい面めんを見ると、シャリアが仁王立ちでこちらを見下ろしていた。

　あちらは倒れる直前で体勢を立て直したらしい。あれだけバランスを崩しても転倒しないとは……恐るべき身体能力である。

「君も気をつけようぜ」

　依然として険しい表情を浮かべているシャリアに向けて言い放つ。いきなり現れて二人を驚かせた俺おれが一番悪いような気もするが、それは棚に上げておく。

　しばし待つが、彼女からの返事はない。

「そりゃ、響きよう子こが悪いのかもしれないけどさ、あんなふうに怒鳴りつけるだけじゃ、何も伝わらないよ。もう少し優しく言ってやっても、よかったんじゃないか？」

　なるべく刺激しないよう、相手をたしなめる。

　だが、依然として返事はない。シャリアはただ、こちらをじっと見つめていた。

「あの、できれば……返事をしてくれないかな？」

「……」

　おいおい、なんだよ。やりづらいな……。

　響子とはあんなにベラベラやりあっていたのに、俺が出てきたらだんまりかよ……。

　少し意地になって返事を待つ。響子も空気を読んで、大人しく成り行きを見守っていた。

　そしてついにシャリアが沈黙を破った。しかしその言葉は予想外のものだった。

「……ふんっ！　私のことは助けてくださらないのねっ！」

　シャリアは腹立たしげに鼻を鳴らすと、そのまま浴場を出て行ってしまった。去っていく彼女の背中は、怒りの苛か烈れつさとは対照的に、やけに小さく見えた。

　……何な故ぜいきなりあんな言葉を吐いたのか、その心情がよく分からず、俺は困惑していた。響子もそれは同じだったか、やがて小さくこう呟つぶやいた。

「なんなのよ、あれ……」

　その声は、俺たちしかいなくなった浴場で、やけに寂しく響いた。







　そのあと響子から「ていうかなんでストライプがここにいるのよっ！」とツッコミが入り、風呂から放り出されてしまう。仕方がないので、俺は大人しく外で待つことにした。

　しばらくして響子も風呂から出てきたが、その表情はいまだ曇り空。とてもじゃないが、元気になったようには見えない。

　ほぼ初しよ対たい面めんのシャリアに説教され、その上、喧けん嘩かまでしたのだ。これでは風呂でリフレッシュするどころか、余計にもやもやが溜たまっただけ。まさに踏んだり蹴けったりである。

　合流したあとはそのまま部屋に戻るつもりでいたが、どうもまだそんな気分になれない。そこで俺は、響子にこんな提案した。

「なあ、この辺りを少し散策してみないか？」

「え？　別にいいけど……でも迷ったりしたら危ないんじゃない？」

「大丈夫だ。俺のパンツ方向感覚を信じろ」

「うわぁ……それ、すごく不安なんだけど……」

　嫌いやそうな顔でそう言いつつも、響きよう子この声はどこか嬉うれしそうだ。淀よどんでいた瞳ひとみも、心なしか光が戻ってきたように見える。よし、この調子で元気を取り戻してもらおう！

　そうして《居住フロア》の通路を歩くこと数十分。

　響子が突然、隣で浮遊していた俺おれをつかんだ。

　恐る恐る彼女を見ると、その瞳は淀みに淀みきっていた。

「ストライプ、正直に言って？」

「おう、なんだその……スマン……迷った……」

　おかしい……こんなはずではなかったのに……。響子は変わり映えのない旅館風の通路を延々歩き続けて、相当げんなりしているようだ。全体的に雰囲気が重い。

「大丈夫、大丈夫だ。この道には見覚えがある……気がする！」

「……本当？」

　もちろん大おお嘘うそである。というより見覚えがあると言えば、どの道も見覚えがある。似たような道ばかりだから、今こうして迷っているのだし。

　とはいえ、そんな言い訳をしたところで納得はしてもらえないだろう。響子の疑念に満ちた視線に耐えきれず、俺はまた嘘をついてしまった。

「ほら、この先の曲がり角……あそこを曲がれば、ちゃんと部屋に帰れるから！」

「もう、嘘だったら許さないからねっ！」

　響子はそう言うと俺を手から放し、小さな背中を揺らしながら先へ進んでいく。その背中を追いながら、俺は心の底から後悔し、そして神に祈った。

　神よ！　響子の怒りを鎮めたまへ！

　その祈りが天に通じたのか──曲がり角を曲がると、数十メートルほど先に光が見えた。響子は駆け足でそこへ向かい、俺も慌ててそのあとを追いかける。

「わあ……きれい……」

　旅館風の通路を抜けてその場所へたどり着くと、響子は足を止め、感嘆の声を漏らした。俺も思いがけない光景に出くわして、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。

　そこは大きく開けたテラスだった。

　半円上の広く取られたスペースは不思議な質感の白い床で、その上にはベンチが置かれていた。そして向かいには満天の星空──宇宙空間が悠然と広がっていた。

　響子が「すごい！　すごいよストライプ！」と大はしゃぎする横で、俺は周囲をくまなく調べはじめる。ふむ、どうやらベンチの先は光を透過する壁に遮られているようだ。つまり正確に言えばここはテラスではなく、室内のちょっとした休憩スペースらしい。

　……まあ、そりゃそうか。壁で密閉されてなかったら、俺たちはそのまま宇宙空間に放り出されてしまうわけだし。そんなふうに納得したところで、俺はテラスの入口側の壁に埋め込まれたパネルを発見。それにはご丁寧に日本語で『緊急連絡用』と書かれていた。

「よし、これを使えばとりあえず部屋には帰れるな……よかった……」

　連絡を入れる前に少し休憩しよう。安心した俺おれはベンチの上にぽてっと降りる。すると響きよう子こも隣に腰を下ろし、脱ぎ捨てられたパンツのようなだらしない姿の俺を見て、呆あきれたように言った。

「本当にもう、頼りないんだから」

「……まあほら、あれだよ。星がきれいだし、それでいいじゃないか」

　響子が苦笑いを浮かべる。そしてしばらくの間、黙って星空を眺めた。

　彼女の数歩先に広がる星空は、地球で見るものとはまるで違い、名も知らぬ星々が互いの存在を確認しあうように、今も瞬またたき続けている。

　最初に本部へ来たときにも見た、この宇宙。言葉を失うほど美しい、この光景。

　しかしあのとき抱いた感動はどこへ消えうせたのか──見慣れない星々の瞬きを見ていると、言いようのない空むなしさが募ってくる。

　俺は感傷的な気分のまま、隣にいる響子のことを考える。

　……彼女は今、どんな気持ちでいるのだろう。

　ここに来てからというもの、響子は理不尽な扱いばかり受けている。シャリアの妙に険悪な態度にしても、不相応に厳しい《適性審査》にしてもそうだ。

　元々、ただの女子高生。それ以上でも、それ以下でもないはずなのに。宇宙の秩序を守る組織の構成員なんて、その辺の特撮ヒーローにやらせておけばいい。彼女があんなふうに貶おとしめられ、命を懸けてまで、やる必要はないのだ。

　だけど、響子は《至高の乙女ベスト・パンテイスト》として覚かく醒せいしたから──俺のせいで。

　そして、俺を元の人間に戻すと決めたから──当然、俺のために。

　だから今もここでこうして、周囲から受ける理不尽や不条理と戦っている。

　響子は泣き言を言わない。文句も言わない。あんなに泣き虫でワガママな響子が、愚痴一つ吐かずに、ひたすらに頑張っている。俺だって、できるかぎりのことはやっているつもりだ。彼女と同じように必死に努力している。それなのに……結果がついてこない。

「ごめん、響子」

　気がついたときには、そう呟つぶやいていた。響子は星を見るのをやめ、顔をこちらに向ける。

「……なんで謝るの、お兄ちゃん」

「あ、いや、だって……本当は、お前がこんなに頑張る必要なんて……」

　響子を見る。彼女は今、どんな表情で俺を見ているのだろうか。

　しょうがないなと笑っているのか、頼りない兄に呆れているのか、それとも──。

「ごめんじゃないわよっ！　バカッ！」

　……めちゃくちゃ怒っていた。

　響きよう子こは俺おれの《繊維体フアイバーボデイ》を乱暴につかむと、思いきり強くねじった。

「うぎゃああ！　いきなり何すんだっ！　だってそうじゃないか、お前は俺のために──」

「あのね！　わたしがお兄ちゃんのために、こんな頑張ってると思ってんの？」

「……え？　俺のためじゃない？　いや、そんなわけないだろ。だってほら……その……」

「わたしはね、わたしのために頑張ってるの！」

　は？　なんだそりゃ。

　俺が唖あ然ぜんとしていると、響子はふっと息を吐き、いつもの調子に戻って言った。

「わたしはお兄ちゃんと、その、パンツじゃなくて……。元に戻ったお兄ちゃんといっしょにいたいから、頑張っているの。それにね、もしお兄ちゃんがパンツのままでいたいって言い張っても、わたしは無理やりにでも、お兄ちゃんを元に戻すよ？」

「お、おう……」

「だからさ……謝らないでよ。お願いだからさ、いっしょに頑張ろ？」

　そう言われて、俺は己の愚かさを痛感した。

　響子が俺を元に戻したいと願う、その理由。それを俺は誤解していた。

　いや、違う。彼女は最初からそう言っていた。それを望んでいたのだ。

　はたして俺は、その願いに対して真しん摯しに向き合ってきただろうか……？

「前にも言ったでしょ？　いっしょにまた旅行に行きたいって。ううん、それだけじゃないよ。今もそう……いっしょに散歩するなら手を繋つないでほしいし、こうやって宇宙を眺めるなら、もっとほら、ロマンチックな感じでっていうか……その……」

　響子は頬ほおを染め、そう言った。いつものように率直な言葉で、自分の気持ちを口にする。

　兄を人間に戻してあげたいという使命感ではなく、ただ純粋に元の姿の兄に会いたいという願い。本当に単純で、ゆえに途方もなく強い願い。だからこそ、彼女は頑張れた。

　考えてみれば当たり前のことだ。響子は俺を──パンツではない俺を求めている。

「……ごめん、響子」

「だからごめんじゃないでしょっ！」

「いや、そうでなくて、ただのごめんじゃなくて、謝ろうとしてごめんみたいな感じで……悪かったよ、俺、もっとちゃんとするべきだった……」

　自分の気持ちをうまく言葉にできない。

　響子は《繊維体》の両端をつまんで、そんな俺をじっと見つめていた。

　たぶん、穿はけば繋がる。言葉にしなくても、通じる。

　でも今は、言葉にしたい。そうやって、きちんと覚悟を決める。

　そうだ。俺に足りないのはそれ──覚悟だ。

「ぶっちゃけ、パンツでいるのも嫌いじゃないんだ。大切な相棒ストライプがくれたものだしさ……。でも、決めた。俺、元に戻るよ。お前がそう言うからじゃない、俺がそうしたいから、そうするんだ」

「……お兄ちゃん」

　ああ。俺おれはお兄ちゃんで、そしてパンツだ。でも──それだけじゃない。

「それでさ、元に戻ったら……まずはお前にさ、その、お兄ちゃんとしてじゃなくて……パンツとしてでもなくて……ほら……人間として……な？」

　しどろもどろになりながら、俺は自分の気持ちを伝えようとする。

　響きよう子こは頬ほおを染めたまま、何かを期待するようなまなざしを向けていた。その瞳ひとみに宿る熱さを恐れて、逃げ出したのはいつだっけ。まるで遠い昔のように思える。

　でも、今は分かる。お前の気持ち。穿はいていなくても分かる。

　だから俺は、一人の男として……

「お前の股こ間かんに寄生したい」

「はああああ？　そこは抱きしめたいとか言うところでしょっ！」

　……怒ど涛とうの勢いでツッコミが入った。最高の口説き文句だと思ったのに。

　完全にブチ切れた響子は、俺をねじ切らん勢いで引っ張りはじめる。その残酷な仕打ちによって俺が意識を朦もう朧ろうとさせる中、響子はまだ気が晴れないのか、何やらブツクサ呟つぶやいた。

「最後の最後で茶ちや化かすなんて……もうほんとお兄ちゃんて、意気地がないんだから……」

　ううむ、そこまでバレてたとは……。

　本当にごめんな、響子。元の姿に戻ったときは、ちゃんとするから……。







　心機一転、俺が決意を固めていたころ。《ＬＯＲＩ》側でも色々な動きがあったようだ。しかしそのときの俺はそれについてよく知らなかったし、あとで詳しく述べるから置いておくとして──今、俺たちに関係する事柄は二つ。

　一つ。しばらく様子を見てほしいという要望はすんなり通った。合格の可否は保留にされ、研修期間を設ける運びとなり、そのあとで再び、《適性審査》を受けることになった。

　そしてもう一つ。前述の研修期間について。これには俺たちとは別の、もう一人の少女が抱える問題が関係してくる。その少女とはずばり──シャリアである。

　傍はたから見ていると、美少女だしスタイルがいいし恐ろしく強いしで、まるで完かん璧ぺき超人だ。しかし、そんな彼女にも欠点はある。しかも、かなり致命的なやつが。

　それは外見からでは判別できない内面、つまり人格の問題だ。響子に対する態度からも察せられるように、彼女は傲ごう慢まんで口が悪い。そのため、チームでの組織活動において、たびたび揉もめ事ごとを起こしていたらしい。

　それなら単独行動させればいい、という意見もあるが、上官の命令すら無視しがちだというのだから手に負えない。まさに宝の持ち腐れ。スペックばかり高くても、扱いきれない機材はスクラップも同然だ。せめてもう少し協調性があれば……。

　というわけで、彼女にも研修期間を設ける運びとなった。そう──響きよう子ことともに。

　響子はシャリアから戦闘の技術を学ぶ。シャリアは響子と訓練をともにし、他人と協調する術すべを学ぶ。お互い歳としも近いことだし、仲良く切せつ磋さ琢たく磨まさせよう。そんなプランである。

　響子が研修期間後の《適性審査》に合格できなければ、連帯責任でシャリアも不合格。その場合はお互い、構成員見習いとして底辺からスタート。そんな条件をつけ、シャリアの怠慢を予防している辺り、幹部会も抜け目がない。

　いかにもおっさんが好きそうな体育会系の育成計画だが、一応の合理性はある。

　はたしてこの荒療治、うまくいくのかどうか。







「なんでシャリアがこんな負け犬と……」

「ふんっ！　犬はあんたのほうでしょっ！」

「なんですって！　このペチャパイ！」

「ちょっと！　今、なんて言った？　なんて、言ったぁ？　この妖怪犬女！」

　……これはアカン。俺おれはそう思った。

　研修期間中、監督役を務めるらしいチェッカーさんも、そんな表情をしていた。

「じゃれ合うのもいいが、もう少し訓練に集中してはくれまいか」

　さきほどまでは罵ののしりあいながらも真面目まじめに訓練していたのだが、今はそれすら怪しくなっている。見かねたチェッカーさんが二人を注意するのだが、

「チッ」「ふんっ」

　と、こんなときだけは仲良く、教官に反抗的な態度を見せるのだ。

　シャリアに協調性を学ばせるどころか、響子にまで彼女の協調性のなさが伝染してしまっている。これでは完全に逆効果だ。

　その上、教官役のチェッカーさんも指導に向いてないというか、ロリコンの変態なので、性的にストライクな二人には強く出られないようだ。

　……なんて思って見ていたら、彼の顔が急に険しくなった。

「プリティガールたちよ。いつまでもそんな態度でいると、ワタシの我慢も限界が来るぞ。指導と称し、口では言えないプレイを強制するかもしれないが……いいかね？」

　その脅しは効果てきめんだった。二人は急に沈黙して、訓練に集中しはじめる。

　何気にチェッカーさんはパンティストとしてかなり優秀らしく、いかにシャリアが強いといえど、戦闘では敵かなわないという。俺の印象だと、ウィドウ戦で寝たきりになっていた役立たずなのだが……まあ、それはいいとして。

　俺おれは今、響きよう子こに穿はかれていない。チェッカーさんの隣に浮きながら、二人が訓練している様子を眺めている。つまり響子は生身の状態で、訓練に参加しているわけだ。

　何な故ぜそうしているのかというと──訓練を始める前、チェッカーさんに言われたのだ。

「響子クンは、パンティストの力に依存しすぎている」

「依存……ですか？」

　思いがけない言葉に思わず聞き返す。隣で聞いていた響子もきょとんとしていた。

　いわく、前に俺が指導した『対パンティスト用の特訓』──あれがいけなかったらしい。

「たしかにあのときは最善の手だったかもしれない。だが、それは付け焼刃的な指導でしかない。パンティストの能力を最大限に利用するというのはいい。だが、響子クンの体術レベルは素人も同然だ。あれでは攻撃に無駄が多すぎる」

「えと、それってつまり……わたしは力に振り回されてるってこと？」

「イエス。今のキミに必要なのは、パンティストの力ではない。キミ自身の力だ。まずは己の身体からだをうまく扱うための術を、学ぶべきなのだ」

　そんなわけで響子は体術の基本を学ぶことになった。今はシャリアと並んでラジオ体操めいた反復運動を続けている。

　あれで武道の型を覚えるらしいが、いかにも響子が嫌いやがりそうな地味な訓練だ。しかし彼女はそれに不満の声をあげることもなく、真面目まじめに励んでいた。

　問題があるとすればシャリアのほうだろう。響子の見本として同じ訓練に励んでいるが、動きに覇気がなく、いかにもやる気がなさそうだ。その上、彼女は響子と関かかわるのを完全に拒否している。訓練をはじめたばかりのころ、響子が気を使って話しかけたのだが、それに対する彼女の反応はあまりに険悪だった。

「あの、シャリアさん……その」

「近寄らないでくださいます？　負け犬の匂においが伝う染つったら大変ですもの」

「えっと、そんなこと言わないで、いっしょに──」

「へらへらした締まりのない顔をこちらに向けないでください。イライラしますわ」

「はああ？　何それっ！　イライラするのはこっちのほうよっ！」

　と、こんな具合である。

　当然、響子はその高慢な態度に耐えかね、怒りを爆発させた。そうなったらもう仲良くするどころの話ではない。二人は面と向かって罵ののしりあうまでに、関係をこじらせていた。

　今は注意されたばかりなので、二人は真面目に訓練しているように見える。

　しかし時折、チェッカーさんの目を盗み、お互いにかかとを踏んだり背中を叩たたいたりと、陰湿な攻防をくり広げていた。

　この調子ではまた喧けん嘩かがはじまってしまう……そう思って見ていたら、

「痛っ！　今わざと踏んだでしょっ！」

「オホホッ！　小さくて見えませんの……って、尻尾しつぽを引っぱらないでくださいましっ！」

「むがああああああああああっ！」

「ガアアアアウウウゥウ！」

　エキサイトしすぎた結果、二人の少女は完全に野生化していた。

　その姿を眺めながら、チェッカーさんが頭を抱え、俺おれは先行きの暗さに不安を募らせる。

　……はてさて、どうしたものか。にっちもさっちもいかないとは、このことである。







　結局、その日の訓練の成果を一言にすると──前途多難。そんな感じで終わった。二人は最後までいがみ合ったまま。切せつ磋さ琢たく磨まどころか、傷をつけあう間柄になっていた。

　シャリアとやりあった結果、響きよう子この手足には訓練ではつくはずのない生傷が出来ていた。自室に戻ってからパンツ細胞でその傷を再生させつつ、聞いてみる。

「……シャリアと仲良くなれそうか？」

「無理っ！」

　即答である。愛想だけが取り柄の響子にしては珍しい。

　だが、気持ちは分かる。あの高慢ちきな態度は、傍はたで見ていた俺ですらイライラした。パンツの端で引っぱたいて矯正してやるか……なんて考えるが、さすがにそうはいくまい。

「ふむ、困ったな。お前の気持ちも分かるけど」

「うん、このままじゃいけないよね……」

　響子は続けて、「なんでわたし、あんなに嫌われてるのかな」と呟つぶやいた。

　たしかにそれは少し気になる。協調性がないにしても、あの態度はいささか度が過ぎている。それにシャリアは響子に対してだけ、とくに険悪なように見えた。

　響子の何が気に入らないのか──それさえ分かれば、まだやりようもあるのだが。

「俺たちはあの娘こをよく知らない。あっちだってそうだろ。だから、もうちょっとだけ頑張ってみようぜ。今は嫌われていても、お互いをよく知れば、仲良くなれるかもしれない」

　我ながら中途半端な励ましだと思ったが、それでも響子は元気にうなずいてくれた。

「……そうね。わたし、頑張ってみる！」

「おう、その意気だ」

　そのあと、響子は夕食の時間まで休むと言って、奥の座敷で横になった。きっと訓練で疲れているのだろう。俺は彼女に気を使い、静かに部屋を出ることにした。

　こうして外に出かけた俺は、思いもよらないかたちで、二人の問題を解決させるための糸口を手に入れる。しかもそれは、向こうからやってきたのである。







　旅館風の通路を、浮遊しながら進んでいく。この前は迷いもしたが、最近ではこうやって気ままに散策する程度には《居住スペース》の地理を把握している。といっても他のフロアに行くとなると、まだ不安はあるのだが。

　さて、今日は少し行動範囲を広げてみるか……なんて考えていたところで、ふいに誰だれかの視線を感じた。とっさに周囲に意識を傾けると、背後に気配がした。

「──誰だ！」

「ウヒョッ！　なんですかっ……！」

　背後にいたのは作業着姿の男性だった。帽子をかぶっているため、顔はよく見えない。

「今、俺おれのこと見てただろ！」

「そりゃ見ますよ！　パンツが宙を浮いてたら……っ！」

「へ？　あ、まあ……そりゃそうか」

　ごもっともな言葉を返され、俺は思わず納得してしまう。

　最近は誰も気にしないので、自分が奇抜な存在であることを忘れていた。

「ていうかなんでパンツが浮いてるんですか！　喋しやべるんですか！　ヒョッ！」

　作業着の男性はそう言いながら、逃げるようにしてその場を去っていった。ぎこちない動きを見るかぎり、相当怯おびえていたようだ。変なしゃっくりまで出してるし。

　視線の主はただの整備員だったらしい。

　まあ立体ホログラムなんてものがあるわけだし、このフロアのシステムをメンテナンスする作業員も存在するのだろう。いきなり因縁をつけるなんて……悪いことをしたかなぁ。

　まあいいか、どうせ野郎だし。俺は気を取り直して散策を続ける。

　そしてそのまま道なりに進むこと数分。今度は通路に何か落ちているのに気付いた。

　ふむ、さきほどの作業員の落しものだろうか？　いや、彼は俺が進んだ方向とは逆に去っていった気がする。ひとまず宙に浮くのを止やめ、そのすぐそばに降りて確認してみる。

　それは一冊の雑誌だった。

　表紙には犬耳のビキニガールのピンナップがでかでかと載せられていた。

　こ、これは……っ！

　えろい本だ！　しかも地球のものではない、宇宙のえろい本だぞっ！

　元人間とはいえ今の俺はパンツである。だからスペースエロ雑誌に性的な興味はない。しかし知的好奇心はあったので、中身がどんなものか確認してみようとする。

　ところが、ページをめくろうとパンツの端を引っかけたそのとき──エロ雑誌が突然、後方へ跳躍した。まさかこいつ……エロ雑誌生命体かっ！

　雑誌はそのまま通路の曲がり角に姿を消した。慌ててあとを追いかける。

　そのときの俺はエロ雑誌発見に浮かれていて、状況の不自然さに気が回っていなかった。

　何かがおかしい──そう気づいたときには、曲がり角に隠れていた何者かにひょいと《繊維体フアイバーボデイ》の端をつままれていた。

　エロ雑誌を餌えさにパンツフィッシングを成功させたその人物は、にっと笑みを浮かべた。

　見み惚とれるほど、完かん璧ぺきな笑顔。

　犬耳を生やした性悪お嬢様──シャリアである。







「俺おれを監禁して……どうするつもりだっ！」

「監禁……？　まあ、そうとも言うのかしら。貴方あなたはパンツですけど」

　俺は今、洗濯バサミに挟まれて、彼女の部屋の天井に吊つるされている。

「でも、大人しくしていてくださるなら、危害を加えるつもりはないですわ」

「えっ……？　拷問とかしないの……？」

　しばしの沈黙が流れる。拷問されると期待していた俺は戸惑っていたし、彼女もそんな俺の反応に戸惑っていた。

　やがてコホンと咳せきをして、沈黙を破ったのはシャリアだった。そんな仕草にまで気品があるのだから、美人というのは得である。

「シャリアは貴方に興味があるの。というより、仲良くなりたいの」

「ほう」

　いきなりそう言われて、どきっとした。正直、悪い気はしない。

　それにこの口ぶり、さきほどの視線の主の正体は、実は彼女だったのかもしれない。

　とはいえ、なんとなく不穏な気配を感じた俺は、少し警戒しつつこう返した。

「だったら、まずは響きよう子こと仲良くしてくれないか？　そのほうが俺としては嬉うれしい」

「それはできませんわ」

　シャリアはそう言って、露骨に顔を歪ゆがめる。……そんなに嫌わなくていいのに。

　俺ですらショックを受けるのだから、訓練のときの響子の気持ちは推して知るべしだ。怒り半分悲しみ半分といった気分のまま、俺は「なんでだよ」と問うた。

「……あの女はシャリアの敵ですの」

「そんなわけない。少なくとも響子はそんなふうに思っていないぞ。君と仲良くなろうと、努力している。それなのに、あんな態度を取る君のほうがよっぽど──」

　──響子の敵だ。そう言いそうになって、思いとどまる。俺が彼女にそんな言葉を向けてどうする。響子はそう思っていないはずだし、俺だって、そうでないほうが嬉しい。

「仲良くなろうと努力している──ですって？　そんなの願い下げですわ」

　シャリアは端正な顔を歪め、そう言った。その反応を見ながら思案する。

　……もしかすると、この手のタイプにとって、上から一方的に仲良くなれと言われるほど、腹の立つことはないかもしれない。だとすれば、協調性を養えという上層部の命令は完全に裏目に出ていると言えた。

「うわべだけのお付き合いはいりません。善意の押し売りはやめてくださいまし」

「あのなぁ、うわべだけかどうかなんて分からないじゃないか。上から言われたこともきっかけの一つかもしれないけど、響きよう子こは本当に君と友達になりたいと思って……」

「お友達……？　はっ！　それならなおさらお断りですわ。シャリアにお友達なんて必要ありませんの。ずっと一人でやってこれたのですから。それなのにどうして、あんなへらへらして、大した覚悟もない、ちんちくりんなんかと……」

　シャリアはそうやって、ブツクサと不満をぶちまける。それで俺おれは、彼女が響子を嫌う理由について知ることができた。つまりはこういうことだ。

　シャリアは《適性審査》を優秀な成績で合格し、構成員となった。同じ審査をやったから分かる。いかに才能があろうとも、並外れた努力なしには決して乗り越えられない──あれはそういう類たぐいのものだ。彼女がどれほど努力してきたか、それを俺たちは知らない。

　だというのに、大して努力していない響子が《至高の乙女ベスト・パンテイスト》というだけで、ちゃっかり自分と同じ位置に並んでいる。当然、シャリアとしては面白くないだろう。

　その上、響子の《適性審査》の成績は最底辺。それでも研修期間と再審査という特別な措置がとられ、どういうわけか、それにシャリアまで巻き込まれてしまう。おまけに響子が不合格になれば、連帯責任で彼女も不合格。そうなれば、今までの努力は水の泡……。

　俺は響子の現状を理不尽だと嘆いたが、シャリアのほうがよっぽど理不尽な扱いを受けている。

　だが、そうなった原因の一つに、彼女自身の協調性のなさがある。

　自分の問題は棚に上げ、今も改善しようとはせず、ただ不満をぶちまける──そんな彼女に対して、俺は同情しようとは思わない。

　不満をぶちまけてすっきりしたのか、シャリアは再び、完かん璧ぺきな笑顔を向ける。

　そして俺にこんな提案をした。

「貴方あなた、シャリアのパンツになりません？」

「はあ？　それはつまり、俺が響子から君に移って──」

「ええ。それでシャリアがパンティストになりますの」

　ずいぶんと過激なお誘いである。まさか、俺を穿はきたいと言い出す女が現れるとは。

「……君は本当に、それでいいのか？　俺が股こ間かんに寄生することになるんだぞ？」

「構いません。それで強くなれるというのなら、喜んでこの身を捧ささげる──その覚悟はできています。貴方にとっても、決して悪いお話ではないでしょう？」

　彼女の提案はぶっとんでいるようで、わりと合理的だ。

　響子は《至高の乙女》ではあるものの、その能力はいまだ未熟、これから伸びるかどうかも分からない。一方のシャリアは非常に優秀で、その卓越した戦闘能力にパンティストの肉体強化が加われば、相当な使い手になるのは間違いない。

　実のところ、響きよう子この肉体はパンツ細胞抜きに維持できるほど回復している。《所有者オーナー》を変更するという手段についても、多少の能力低下は免れないものの、不可能ではない。

　何より、響子がパンティストでなくなれば、《ＬＯＲＩ》の構成員として活動する必要はなくなる。俺おれとシャリアが組むことになったとしても、組織は俺を元に戻すために協力してくれるだろう。響子の身の安全だって、保障してくれるはずだ。

　少なくとも、響子が任務で命を落とす危険はなくなる──それが俺にとって、シャリアに鞍くら替がえする一番の利点だった。

「たしかに悪い話じゃないな。響子より君のほうがずっと強いし」

「そうです。シャリアはあの女より、ずっと優れていますの。容姿も、力も、それに覚悟だって……あんな、いつもへらへらしている女に、負けるつもりはありません」

　シャリアはそう言って、響子を鼻で笑う。だから、俺はこう言ってやった。

「でも、俺は君のパンツにならない」

「……え？」

「お断りだって、そう言ってるんだ。俺は絶対、君のパンツにはならないぞっ！」

　断固とした口調で断ったので、シャリアは相当、面くらったようだ。

「どうしてですのっ！　シャリアのほうがずっと優秀なのに……っ！」

「君は綺き麗れいだし、すごく強いよ。でも、そういうことじゃないんだ」

　まるで理解できない──そんな顔で、シャリアは俺を見つめていた。

　そう、パンツとしての俺を。

「俺に身体からだを捧ささげる……そう言ってくれた君の気持ちは嬉うれしいし、その覚悟だってすごいと思う。でも、俺は響子のパンツだ。だから、君のものにはならない」

「そんなに……あの女のほうがいいって言うの……？」

　シャリアの完かん璧ぺきな顔が歪ゆがんでいく。断られてショックを受けているようだ。

　だけど、俺の気は晴れない。思っていた以上に、憤っていたらしい。

　響子を侮辱されて──歩み寄ろうとした、彼女のひたむきな努力を否定されて。

「シャリア、君が欲しいのは『俺』じゃない。パンティストという『力』だ」

「そ、それは……」

「でも、響子はそうじゃない。あいつは『俺』を求めてくれる。お兄ちゃんじゃなくてパンツになっても……それでも、あいつはそばにいてくれた。俺だって同じだ。響子がどうなっても、パンツになっても、仮にバキュームタウロスになったとしても──俺は絶対、あいつのそばにいる！」

「何よそれっ！　ふざけないでくださいっ！　貴方あなたはシャリアのパンツになるのっ！」

　激げき昂こうしたシャリアはハサミを手に取り、天井に吊つるされたままの俺に向けた。

　なんて短絡的で直接的で、幼稚な脅しだろう。俺おれは再び、断固とした口調で言った。

「そんなものを持ち出したって絶対に屈しないぞっ！　君は可愛かわいいけど、心の中は真っ黒に汚れているよっ！　そんな女の子のパンツになるなんて、絶対にごめんだ。君を《所有者オーナー》に選ぶくらいなら、ハサミで切り刻まれて、雑巾になったほうがマシだっ！」

　身の危険は感じていたが、それでも止まらなかった。内に溜たまっていた憤りの全てを罵ば倒とうに変えて、ハサミを構えるシャリアに浴びせてやる。

「ほらどうした！　やれるもんならやってみろっ！　この性悪ぼっち犬女っ！」

「…………」

　……あれ？　シャリアが黙り込んだので、俺は急に不安になった。勢い余って挑発しすぎたか、彼女は怒りのあまり肩を震わせている。わりと洒落しやれにならない拷問が始まりそうな気配を感じて、俺は戦せん慄りつした。だが、

「……ふぇぇ」

　シャリアの瞳ひとみから、じわ～っと涙がにじみ出てきた。

　まさかこいつ……怒ってるんじゃなくて……。

「あ、いや、その……どうした？」

「シャリア、性格悪くないもん……」

「お、おう……」

「なのに……なんでダメなの……？」

「だから、俺は響きよう子このパンツなので……」

「……うぅ───っ」

　泣いてる！　こいつ、泣いてるぞっ！

　いきなりなんだっていうんだっ！

　これって、俺が泣かしたことになるのか？　待て待て、別にそんな気は……。

「おいおい、バカバカ、泣くヤツがあるかっ！」

「シャリアはバカじゃない───っ！」

「あ……ごめん、ごめん。そうだね……君はバカじゃない。とても優秀だ、うん」

「……うぅ……うっぐぅ……えっぐぅ……」

　やべー、すげー泣いている。しかもなんか、幼児化までしている。

　女の子を泣かしたことに罪悪感を抱き、俺は号泣するシャリアをあやし続けた。

　そうか、彼女は協調性がないだけではない。

　たぶん、メンタルも弱いのだ。

　なるほど。たしかにそれでは、いくら優秀といえど、実戦で役に立つわけがない。

「言いすぎたよ。ごめん……」

「…………」

　しばらくしてようやく泣き止やんだシャリアは、俺おれの拘束を解いてくれたものの、そっぽを向いたまま、こちらを見ようともしない。

　これは困ったことになったぞ……。洗濯バサミから解放されたとはいえ、彼女に監禁されているという状況に変わりはない。部屋の内装はホテルのスイートルームのようで、そのことからここが俺たちの滞在しているフロアとは別の《居住スペース》だと推測できる。仮に自力で抜け出せたとしても、迷わず帰れる自信がない。

　それにこのまま彼女を放って出ていくというのも後味が悪い。やはりここは彼女自身の手で解放してもらい、元いた場所に帰してもらうべきだろう。

「俺もちょっと気が立っていたんだ。響きよう子このこと、悪く言われてさ。でも、あんなにきつく言うつもりはなかった。それは本当に反省している。ごめん……」

「……そんなに、あの女が大切なんですの？」

　シャリアはそう聞いてきたものの、いまだそっぽを向いたままで、その表情はうかがえない。ただ声の震えは止まっているので、多少は立ち直ってきているようだ。

「俺にとって、響子は何よりも大切な存在だ。《所有者オーナー》うんぬん以前に、妹だしね」

「……妹？　貴方あなたはパンツなのに？」

　俺の話に興味を惹ひかれたのか、シャリアがこちらを見る。

「そうだよ。響子は俺の妹だ。でも、パンツじゃない。俺だってそうだ。今はパンツだけど、本当はパンツじゃない。響きよう子こと同じ、地球人なんだ」













「貴方あなたの話……よく分かりませんわ」

　シャリアが首をかしげる。俺おれは「パンツになった地球人の話、聞きたい？」と聞いてみた。すると、彼女はこくこくとうなずいた。その瞳ひとみは好奇心できらきらと輝き、頭に生えた耳もピンと立っている。今の彼女は小さな子どものようだ。

　これこそが彼女の本当の姿なのだ。俺はようやくそれを理解した。

　たぶん、幼いのだ。身体からだではなく、心が。

「それじゃ、話してあげるよ。まずはそうだな、昔の俺のことから────」

　自分の過去を語りはじめる俺を、シャリアがじっと見つめる。

　彼女もようやく、パンツではなく、『俺』を見てくれたようだ。







「とまあ、そんなわけで、俺はパンツになったのさ」

「……そうでしたの」

　俺の境遇に、シャリアは心底、驚いているようだ。まあ、無理もないか。

「これで俺たちの関係がどんなものか分かっただろ？　響子だって別に、ただへらへらしているわけじゃない、しっかりと覚悟を決めてるんだ。表に出してないだけでね」

「……はい」

　シャリアはやけに素直になっていた。一応、反省はできるらしい。犬のような耳を垂らしてしょんぼりする姿は、まさに叱しかられた子どもである。

「君を悪く言ったのは謝るし、もう二度としないと誓う。そのかわり、君も響子をあまり悪く言わないでくれ。だって、俺たちはまだ知り合ったばかりじゃないか。相手をよく知りもしないで、否定し合うなんて悲しいだろ？　まずはお互い、歩み寄ろうぜ」

　シャリアがまじまじと俺を見つめる。何か言いたいことがおありのようで。

「貴方のおっしゃることは分かります……でも……」

「でも？」

「…………どうすればいいのか……分かりませんの」

　ううむ、分からないときたか。こいつはかなりの難敵だ。

「まさか、今まで友達とか作ったことがない？」

　そこまで言うとシャリアは急に顔を歪ゆがめた。アカン、早くもまた泣きそうだ。

「ああ、待て待て。今のナシ。俺が悪かった。君はぼっちじゃない」

　慌ててフォローするが、逆にそれがトドメの一言になったらしい。シャリアはわっと泣き出してしまう。……こいつ、マジでメンタルが弱いぞっ！

「うぅ……シャリアは一人でも……大丈夫……大丈夫……大丈夫だし……」

　シャリアはぐずりながら、自分にそう言い聞かせていた。

　そうやって立ち直るつもりなのだろうか。

　だが、そんなやり方を続けているから、余計に孤立してしまうのではないか。

　なまじ優秀で、ほかにできることがありすぎるから──たまにできないことがあると、それは自分ではなく別の何かが悪いのだと、そう決めつけてしまう。

　彼女が抱える問題の根底はそこにある気がした。そうやって生きてきたのだろう。それでも生きていけるだけの力があったのだろう。でも……。

「今の君は全然、大丈夫そうには見えない」

「うー……」

　あえて反論しないということは、その自覚があるからだ。

　ぼっち、友達がいない──その手の単語に過剰反応することからも分かる。

　彼女は他人を否定しながら、本当は誰だれよりも他人を求めている。

「まずは響きよう子こと向き合ってみないか？　俺おれとこうして話せるなら、同じ要領でやれば……」

「それは貴方あなたがパンツだから……」

「そんなの関係ないだろ。響子とだって、ほかのやつとだって同じだ。まあ俺のときみたいに過激なやり方だと、ちょっと厳しいかもしれないが──」

「じゃあ無理ですわ」

　うへ、こんなときだけ即答かよ。お前の歩み寄りの手段は、拉ら致ち監禁しかないのか。

　思わずそんなツッコミを入れそうになるが、俺はすぐ考えを改めた。

　そうだ。シャリアはさっき言っていたではないか。どうすればいいのか分からない、と。

「なるほどなるほど。シャリア、君のことはよーく分かった。君は綺き麗れいで、すごく優秀だ。でも、実はすごーく弱いね。響子よりもずっと弱い」

「そんなことないですわっ！　シャリアは強いですのっ！　《適性審査》だって──」

「俺が言っているのは戦闘の話じゃない、内面のことだ。君は心が弱い。すぐ泣くし、すぐ諦あきらめるし、今もそうやってうじうじしている。それがいい証拠だ。本当は君だって自覚してるんだろ？　自分のダメなところを認められないのも、心が弱いからだよ」

　それを聞いてシャリアは押し黙る。また泣かれるかもしれない。だけど、構うものか。

「本当は友達が欲しいんだろ？　まずはそれを認めろよ」

「そんなことないっ……シャリアは一人でも……」

「ほら、またそうやって泣く。見ていれば分かる。全然、大丈夫じゃない。君は一人じゃまるでダメだ。寂しいんだろ？　いやなんだろ？　でも、どうすればいいのか、分からないんだろ？　自分でさっき、そう言っていたじゃないか」

　シャリアの嗚お咽えつが聞こえる。それでも容赦はしないと決めていた。

　まずは認めさせる。自分の抱える問題にきちんと向き合わせる。

　荒療治だが、こうするべきだ。現実から目を背けていたら、いつかきっと後悔する。

　俺はそれを、よく知っているから──。

「シャリア。俺おれと友達になろう。君のパンツにはなれないけど、でも、友達にはなれると思うんだ。それとも……パンツのお友達なんて、嫌いやかい？」

　シャリアはブンブンとかぶりを振った。

　彼女は今、『俺』を求めている。

　ならば、応こたえよう。

　彼女に必要なのはきっかけだ。勇気を出して前へ踏み出すための、きっかけ。

　だったら、俺がそのきっかけに、なればいい。

「じゃあ、今日から俺たちは友達だ」

「友達……貴方あなたが……シャリアの……」

「貴方じゃない、ストライプだ。そう呼んでくれ」

「ストライプ……」

「そうだよ、よろしくね。シャリア」

　その言葉に応えるように、シャリアは飛びかかってきた。パンツの俺を抱え、拾われた子犬みたいに、きゃんきゃんと泣きはじめる。

《繊維体フアイバーボデイ》は濡ぬれてしまったが……たまにはハンカチ代わりになるのも、悪くはない。







　翌日。響きよう子ことシャリアは揃そろって訓練に参加した。教官は昨日と同じくチェッカーさんが務め、俺は少し離れたところから、その様子を眺めている。

　今日は中国系武術の指導とのことで、二人は教官の指示に従い、太たい極きよく拳けんめいた動きを繰り返している。訓練をはじめる前から今にいたるまで二人の間に会話はなく、チェッカーさんの指導と、それに応じる「はい」「はい」という声だけが訓練場に響いていた。

　訓練の様子を傍で眺めながら、俺は気が気ではなかった。昨日は響子が心配でハラハラしながら見ていたが、今日にかぎってはシャリアの心配をしている。

　みな誤解しているが、彼女は別に高慢な性格というではない。むしろ根は素直なほうだ。今も響子を拒絶しているのではなく、ただ、話しかける勇気がないだけなのだ。

　そうやってまごついているうちに自己嫌悪に陥り、そんな情けない自分をごまかすためについ暴言を吐いてしまう──それが相手に高慢な態度を取る、本当の理由なのだ。

　要するにシャリアは協調性がないのではなく、相手とうまくコミュニケーションが取れないだけ。誰だれかと仲良くする方法を、知らないだけなのだ。

　昨日、彼女の悩みを聞いた俺は、その助けとなるべく色々とレクチャーしてやった。

　いわゆる──『他人と仲良くなる方法』について。

　まずは響きよう子こと向き合うことを目標に、俺おれが教えた方法を訓練の際に実践する……そういう手はずになっているのだが、いまだシャリアは動く素振りを見せない。

　困ったことに響子のほうも少し萎い縮しゆくしているというか、昨日あれだけ露骨に毛嫌いされてショックだったのか、シャリアに対して積極的に絡んでいこうとしない。二人は仲良くなるタイミングを逸し、完全に関係をこじらせていた。

　俺がそんな悲嘆に暮れかけていたところで、シャリアがついに動いた。己の悩みを克服すべく──勇気を出して、響子に話しかけたのだ。

「……そこ、手の動きが違いますわ、こうですのよ、こう」

　シャリアは響子の間違いを指摘しているようだ。腕を上下させ、今やっている戦闘の型の手本を見せた。たしかに響子の動きは、彼女のものと比べると肘ひじが下がっていた。

　響子もそれを理解してか、「こ……こうね」と、手本を参考に型を反復する。

　シャリアはステップ１──《自分から話しかけてみる》を見事にこなしたのだ。

　俺はチェッカーさんに目配せする。彼も心得ているらしく、小さくうなずいてみせた。

　そのあとはシャリアが響子の指導をするようになり、おかげで自然と二人の会話は増え、淡々としていた訓練は少しずつにぎやかになっていった。よし、この調子でいけば……。

「だから、そうじゃないですって。どうしてできないのかしら」

「え……あ、うん……」

　げ、いきなり暗雲が立ち込めてきた。

　本人は悪気なしだろうが、あの言い方では棘とげがある。現に響子の反応は芳かんばしくない。

　俺は《繊維体フアイバーボデイ》を動かし、シャリアにだけ伝わるように指示を出す。

　──ステップ２、《会話中は笑顔で優しく》だ！

　どうやら指示は伝わったようだ。シャリアがはっとしたような表情を浮かべる。

　よし、ここをうまくやれば、響子の印象だって変わるはずだ。

　シャリアは響子に向けて、にっこりと笑ってみせた。

「……ひっ」

　その笑顔を見て響子が引きつったような声を出した。

　シャリアの表情は『優しく』を意識しすぎたせいか、いつもの完かん璧ぺきな笑顔にはほど遠く、不自然なほど口が吊つり上っていた。なんて……ベタな子っ！

「まったく、先が思いやられますわ。こんな簡単な型ですのに」

　追い打ちをかけるように皮肉が飛び出す。それを聞いた響子の肩がぴくっと震え、

「ちょっと……今の、感じ悪いんだけど」

　案の定、不満げな声を出した。これはアカン。

「シャリアは親切に教えてあげていますのよ？」

「何それ、自分はできるからって先輩面しないでよっ！」

「そんなつもりないですわ。いちいち突っかからないでくださいまし」

「む───っ！」

「何ですの、その顔はっ！」

　シャリアに悪気はないようだが、露骨な変顔と口調の刺とげ々とげしさのせいで煽あおっているように見える。それに響きよう子こが過敏に反応し、機嫌がどんどん悪くなっていく。俺おれは慌てて指示を送る。──ステップ３《相手の機嫌が悪くなったら、とりあえず褒めろ》だ！

「貴女あなたはスジが悪いわけではありません。むしろ、いいほうです」

「ふぇ？」

　響子が虚を突かれたように口を開けた。

　よしよし、相手は単純だからな。適当におだててやれば、どうとでもなるぞっ！

「大切なのはリズムです。呼吸と身体からだの動きを合わせてテンポよく、こう」

「こ、こう？」

　シャリアの動きを響子が真ま似ねる。並んで同じ動きをしていると、武術の訓練というより、ダンスのレッスンのように見える。実際、シャリアはこう言っていた。

「ダンスと同じですの。リズムさえつかめば、自然と身体が動いていきますわ」

「だ、ダンス……？」

「ええ。貴女はダンスが得意なのでしょう？」

　……ん？　ちょい待て。ダンスが得意ってどこ情報だ？　運動神経がいいから器用にこなすとは思うが、響子はダンスなんてやったことはないはずだぞ？

「本部に来たときに披露したでしょう、武術の型を、あのダンスだと思ってやれば──」

　その言葉を聞いて、響子が硬直した。俺もそれで思いだした。

　──初日にやった一発芸の自作ソング＆ダンス。シャリアはあれを見ていたのだ。

　どうやらそれで、響子の得意技がダンスだと勘違いしたらしい。

　だが……あれは響子にとって、出来たばかりの黒歴史である。

「わたしはきょうこーひめかわーきょうこーあしがはやくてー」

　ご丁寧に響子ソングを口ずさみつつ、シャリアはリズムに合わせて武術の型を反復してみせた。その滑こつ稽けいさにチェッカーさんがこらえきれず、ぶふっと噴き出していた。

　待て待て、笑うな笑うな！　シャリアは真剣なんだぞ！

　本人は真面目まじめに教えてるつもりなんだ！　やり方を致命的に間違えてるだけでっ！

「…………」

　響子が沈黙している。シャリアが地雷を踏んだのは明らかだった。

「ほら、やってごらんなさい。はい、さん、きょうこーきょうこー」

「むがああああああああああああああああああっ！」

「ちょっといきなり何ですの！　シャリアは真面目に教えてるのにっ！」

　響きよう子こがシャリアにつかみかかり、そのまま取っ組み合いの喧けん嘩かがはじまった。今や二人は二匹の子犬のように、お互いをひっかき引っぱり、噛かみつき合っている。

　チェッカーさんが「オーゥ、また荒れてしまったか」と嘆き、俺おれも「……これは相当、時間がかかりそうだな」と、途方に暮れた。

　シャリア──君はなんて、不器用な女の子だろう。





四章　パンツ、鋼鉄コウテツ







　それからまた数日が経過した。訓練は続き、研修期間は半分を折り返したところだが、今のままでは、二人とも上層部の期待に応こたえることはできないだろう。

　とはいえ、何も成果がなかったわけではない。少しずつ、本当に少しずつだが、二人は変化している。お互いに影響され、よりよい方向に向かってはいるのだ。

「今日はシャリアと喧嘩するなよ？」

「……」

　訓練に出向く前、俺は響子に釘くぎを刺した。しかし、返事はない。

　シャリアの指導は常に的確だったし、分かりやすくなるよう工夫されていた。上層部の求める水準にはいまだ達していないものの、響子の戦闘能力は驚くほど向上している。それが彼女の指導のおかげであると、響子自身もよく分かっているはずなのに。

「シャリアは言い方が悪いだけで、けっこう丁寧に教えてくれているじゃないか」

「でも……なんか、むかつくの」

　響子にしては珍しい陰口だが、それが本音なのだろう。

　実際、シャリアは訓練のたびに響子の地雷を踏んでいた。しかも悪気一切なしで、だ。

「そりゃお前が怒るのも無理ないけどさ、シャリアにだって何か事情が……ほら、素直になれないだけとかさ……そんな感じで、根はいい子だったりするかもしれないぞ？」

　そこで響きよう子こがギョロリと俺おれを睨にらみつける。げ、なんか怖い……。

「ストライプ、なんでそんなシャリアさんの肩を持つの？」

「あ、その、べ、別にそういうわけじゃないデスケド……」

「急に慌てるし……」

「い、いや、慌ててないぞ！」

「あ、シャリアさんて美人だから……ふーん、そういうことね」

　何をどう察したのか、響子はそう言ってぷくーっと頬ほおを膨らませた。ヤキモチを焼くその姿は愛らしいが、この状態で何か言うとやぶへびになる。俺は黙秘を貫くことにした。

「ほら、そろそろ行かないとだろっ！」

「なんか怪しいけど……まあいいや。今日こそ、あの人をぶちのめしちゃる！」

　響子はそう言って立ち上がると部屋を出た。その瞳ひとみは不屈の闘志に燃えていた。

　シャリアに対する負けん気が、訓練に打ち込む原動力になっているのだから……本当に困ったものだ。







　響子が宙を舞い、シャリアに蹴けりを浴びせる。一連の動作は以前と比べると劇的によくなっており、美しさすら感じられるほど洗練されていた。

　しかしシャリアはより華麗な体捌さばきで蹴りを受け流し、そのまま腹へ掌しよう底てい──衝撃で響子は宙へ舞い戻るように吹き飛んだ。

　地面へ落下する直前、響子は受け身を取り、すかさず立ち上がった。戦闘の構えを取り直し、シャリアを睨みつける。そして、腹立たしげに言った。

「……今、手加減したでしょ」

「怪け我がをしたら可哀かわい想そうかと思いまして」

　シャリアが鼻で笑う。たぶん本当に相手を気遣っての行動だろうが、この状況では完全に舐なめプレイ。負けん気の強い響子への煽あおり効果はばつぐんだ。

「余裕かましていられるのも、今のうちだけよっ！」

「悔しいのなら、シャリアを本気にさせてごらんなさいっ！」

　二人はそうやって煽り合い、激しく身体からだをぶつけていく。

　……ふむ、見ようによってはこれも仲がよいと言えるのではないか。

　女の子同士というより、熱血野郎の青春ドラマみたいだが。







「全然、違いますわ」

「……そうか」

　その日の訓練のあと、シャリアに会い「今のままでも案外イケてるんじゃね？」と言ってみたところ、即座に否定されてしまった。

　かつては響きよう子こを敵視していた彼女も、俺おれからレクチャーを受けているうちにその気が出たらしく、今は「どうしたらキョーコと仲良くなれるのでしょう……」と、真剣に悩み始めている。自発的にそう思うようになったのだから、これはいい兆候だ。ただ彼女の問題は、それが実際の行動に伴わないところである。

　本人から聞いたところによると、シャリアの年齢は響子の一つ上で十七歳。故郷の星を失った移民一族の生まれで、この世に生を受けてからこのかた、同世代の子どもと接した経験はなし。ただ、歳としの離れた妹が数人いる。

　宇宙移民というのは不当な差別を受けやすく、過酷な環境での生活を強しいられることが多い。シャリアの一族も例外ではなく、《ＬＯＲＩ》に拾われるまでは相当ひどい境遇にあったようだ。それゆえ、彼女は誰だれよりも優秀かつ、強くあろうとした。

「私の家族は《ＬＯＲＩ》の支援活動によって救われました。寒さに凍えることもなく、飢えることもなく、略奪者に怯おびえることもない……そんな夢のような環境を与えてくださった皆様に恩返しをしたい。そう考え、私は組織の一員になろうと決意したのです」

　そう語った彼女の瞳ひとみには、熱く強い決意の光が宿っていた。

　しかし全ての決意が正しい道へ進むとはかぎらない。むしろその想おもいが強すぎるゆえに周りが見えなくなり、進むべき道を見誤ることだってあるのだ。

　彼女はどこで道を間違えたのか──組織の一員となるべく努力する中で、自らを強く見せるために相手を否定し、その上で己の優秀さを誇示する、そんな術を覚えてしまった。

「念願の審査に合格して、夢が叶かなったはずなのに……いつのまにか私は孤立していて……何もかもうまくいかなくて……でも、どうすればいいのかも分からなくて……」

　やがてシャリアは自らの間違いに気づいたが、そのときにはほかのやり方を忘れていた。

　他人とどう接すればいいのか──それが分からなくなってしまったのだという。

　そんな彼女が今、変わろうとしている。

　俺としてもその手助けをしてやりたいのだが、さすが筋金入りのぼっちというべきか、態度は高慢だわ、言葉に棘とげがあるわ、空気は読めないわ、地雷は踏むわ、その上パニックに陥って墓穴を掘るわで、なかなか思うようにいかない。

「俺とはこうやって普通に話せるのになぁ」

「やっぱり、パンツだからでしょうか」

「あのなあ、俺だって一応は地球人なんだぞ。それも、お前が苦手な男だ。頼むから、俺が元の姿に戻ったら話しかけられなくなるとか、やめてくれよ。本気でへこむから」

　ちなみに一番苦手なのはチェッカーさんらしい。気持ち悪いとも言っていた。

「……スト様なら大丈夫ですの」

　シャリアはそう言って頬ほおを染め、俺おれをじっと見つめる。……スト様てなんだそれ。まさかのジョジョネタかと一瞬思ったが、異星人の彼女がそれを知るはずもないか。

「やめろ！　白馬の王子様を見るような目をするなっ！　こちとらパンツなんだぞ！」

「クンクンクン……スト様……いい匂においですの」

「バカっ！　嗅かぐな！　シャリア！　ステイステイ！」

　迫ってくるシャリアの頭をパンツの端で抑え込む。彼女の一族には、親愛の情を示すために相手の匂いを嗅ぐという習性があるらしい。普通の地球人相手ならまだマシだが、今の俺は響きよう子このパンツだ。それをシャリアがクンクン嗅ぐのは……色んな意味でヤバい。

「……それもなんとかしないとな」

「……はい」

　見かけに反して、本当に難儀な娘さんである。

　こんなでも知能指数の評価はＳだというのだから、この世は不条理なことが多すぎる。

「まあ、響子と仲良くやれているとは言い難いけど、訓練自体はいい方向に進んでいるんじゃないか？　響子もだいぶ強くなったみたいだし」

「ええ、キョーコがあんなに頑張るとは思いませんでした。信じられない早さで上達しています。そろそろ、シャリアも本気を出さないといけません」

「それを本人に向かって言えればいいんだけどなぁ……」

「うぅー……」

　そう簡単にはいかないのは分かる。シャリアが抱える問題の根は深い。俺と普通に話しているのだって、その境遇から考えれば、大した進歩なのである。

　しかしだからといって、時間をかけて克服させる、というわけにもいかない。俺がここにいられるのは、響子の夏休みの間だけだからだ。それまでになんとかして他人とうまくやっていく方法を教えなければ──シャリアはまた一人ぼっちになってしまう。

　やれやれ。俺に与えられた課題もなかなか難しい。

　何かきっかけさえあれば、あとはうまくいきそうなんだけど。







　機が熟せばというか、地道に努力していれば、自然と転機はやってくるものだ。

　その日、響子はいつものように訓練へ向かう準備をしていた。俺はそれを待ちつつ、時間つぶしにパズ○ラをやっていた。この光景も今や恒例のものとなり、響子もいちいち「またゲーム？」などとは言ってこない。まあ、呆あきれてはいるようだが。

　ただその日はいつもと違い、そこで突然スマホが着信を知らせた。

　俺おれは慌ててゲームを中断し、電話に出る。

『──もしもし？』

『ストライプ君かね？　私だ』

　そう言われても誰だれだか分からない。俺をストライプと呼ぶ人間は、響きよう子こか《ＬＯＲＩ》関係の人物だけである。しかし電話の向こうから聞こえてくる声は、チェッカーさんでも、その相棒タンのものでもなかった。となると残るは──

『……もしかして、アイゼン司令？』

『よしよし、パパの声をよく覚えていてくれたね』

　誰がパパやねん……とは、あえてツッコミを入れない。

　彼もチェッカーさん同様、相手をするのが面倒くさいタイプなのだ。

『えっと、チェッカーさんから番号を聞いたんですか？』

『彼に聞くまでもない。君にスマートフォンを与えよと通達したのは私だからね。ちなみにそれは特注品で、市販品よりスペックが高い。大事に扱いたまえ』

　なるほど。宇宙にいても電波が繋つながるのは、そのためか。

　……いやいや、特注品にもほどがある。どんだけハイスペックなんだよ。

　実はかなり高価なのではないかとドキドキしつつ、俺はスマホで会話を続ける。

『何か御用ですか？　もしあれでしたら、響子と代わりますけど……』

『いや、結構。君に用があるのだ』

　それは珍しい。ここでの俺は、響子のおまけに等しい扱いを受けているのに。

『一人で私のところまで来てくれ。使いを寄こさずとも、問題はないね？』

『ええ、場所は覚えていますから、大丈夫ですけど……』

　自分の名前が聞こえたからか、響子が近くに寄ってくる。俺はパンツの端をひらひらして、先に訓練場に行っていろと伝えた。彼女はうなずき、そのまま部屋を出ていった。

『それで……俺にだけって、どんなご用件なんです？』

　自分だけお偉方に呼び出されるというのは、正直ぞっとしない。

　俺の不安げな声で察したか、アイゼン司令はそこで「ハハハッ」と愉快そうに笑う。

『大丈夫、そこまで恐縮せずともよい。響子君には研修に専念してもらいたいだけのことだ。今回のは、いささか刺激が強い案件なのでね』

『というと？』

『ブラックウィドウ──その名を覚えているな？』

　……むろん、忘れるわけがない。

　今、ヤツの名が出るということは、アイゼン司令の言う要件とは、それと関かかわりのあるものなのだろうか。俺が『ええ』と応こたえると、彼は急に真剣な声を出した。

『ヤツの所属していた組織──それについて、いくつか話しておきたいことがある』







《本部司令官室》に行くと、アイゼン司令は遅めの朝食を取っているところだった。座敷であぐらをかいて食事をする全身ギラギラのおっさんというのは、かなり異様である。

「よく来たな、ストライプ君。そこに座りたまえ」

　パンツに座れというのもおかしな話だが、俺おれは用意された座布団の上に着地する。以前はカップラーメンだったが、今日のメニューはあのクソ不ま味ずそうな宇宙食らしい。アイゼン司令は何な故ぜかそれを箸はしで食べていた。

「ここのメシは本当に我慢ならん。地球のはあんなにウマイというのに……」

「はあ……」

　ちなみに本部がやけに日本趣味なのは、彼の趣向によるところが大きいらしい。周囲への影響力がありすぎて、対たい面めんするのがちょっと怖い人である。

「まあ、いい。どうせこれからメシがマズくなる話をするのだからな」

　面と向かってそう言われるとそら恐ろしいが、お叱しかりのお呼び出しではないことは承知している。彼は「楽しくない話はさっさと済ませよう」と言い、座敷のテレビをつけた。

　──いきなりモニターに映し出される、女性用下着を身に着けたおっさん。

　思わず、絶句した。画面上の男は拷問を受けたあとのようで、顔には無数の生傷が刻まれ、まぶたや頬ほおは赤く腫れ上がっていた。しかしそれよりも目を引くのが、彼の身に着けている女性用下着の上下だ。パンツは水玉模様で可愛かわいらしく、ブラは赤のタータンチェックでド派手なもの。仮に変態だとしても、妙にちぐはぐなセレクトなのが気になる。

　……ん？　タータンチェックの赤ブラジャー？

　そのブラには見覚えがあった。あれはチェッカーさんの相棒、タンだ。

「もしかして、こいつが……ウィドウの仲間……？」

「そうだ。君たちがここに来る前、チェッカー君が捕えていたのだ」

　どうやらプラジャー生命体の能力によって、ウィドウの仲間は拘束されているようだ。なるほど。タンの姿が見えなかったのはこのためか。

　俺はチェッカーさんたちが真面目まじめに仕事をこなしていたことに驚きつつ、訊たずねる。

「じゃあ、この水玉パンツは……」

　アイゼン司令は静かにうなずく。やはり、パンツ生命体。それもウィドウと同じ闇の理念に染まったパンツなのだ。俺が言葉を続けようとしたとき、画面上の男が唐突に声を張り上げた。それはまるで、過激派組織の犯行声明のようだった。

『我々は《リバース》。旧時代のパンティストたちよ、心して聞けっ！』

《リバース》──それがウィドウの所属していた、裏組織の名前なのだろうか。

　男が主張する大義名分は、かつてヤツが言っていたものとまったく同じだった。

『パンツはただ穿はかれるだけの存在ではない。本来ならば、より高尚な生物である我らが、知的生命体を穿くべきなのだ。己を顧みよ。そして理解するのだ。宿主を《所有者オーナー》などと呼び、無償の愛を謳うたうその姿が、いかに愚かであることを』

　やはり醜い。かつてのウィドウと同じように。同じパンツ生命体であるはずなのに、彼らには理解できないのだろうか。心の繋つながりが、いかに尊いものかを。

『我らこそが真のパンティストである。宿主の意識を完全に支配し、真なる《所有者》となった我らこそ──』

　そんな主張をつらつらと続ける男の瞳ひとみは虚うつろだ。彼はどうやら、水玉パンツに操られているらしい。

　真のパンティスト……？　ありえない。この姿のどこが高尚な生物か。彼らは心の繋がりを否定し、自らをただの寄生虫にまで貶おとしめた、愚かなパンツの集団だ。

　俺おれはその主張を聞きながら、言いようのない怒りを覚え、そしてふと深い悲しみに包まれた。もしかしたら彼らもまた、やり方が分からなくなっただけなのかもしれない。

　そう──かつてのシャリアと同じように。

　男の主張が終わると、ふいに聞き覚えのある声が響いた。チェッカーさんだ。画面には映っていないが、その場にいるらしい。というより男に尋問しているのが彼なのだろう。

『キサマらの目的はなんだ。何な故ぜ、この宇宙の秩序を乱そうとする』

『……秩序だと？　それはお前たちが作り上げた欺ぎ瞞まんだ！　本来の秩序とは、強者が弱者を穿くという、絶対的な摂理のみ！　それ以外の全ては混こん沌とん！　そうあるべきなのだ！』

『善良な人間を支配しておきながら、よくもそんなことが言えるなっ！』

『所しよ詮せんはただの知的生命体であるお前に、あの御方の教えが理解できるわけもないか！　愚かなり！　愚かなり！　愚かなり！　ファファファッ！』

　男は虚ろな目を輝かせて、狂ったように笑っていた。

　その異様な姿を前にしながらも、チェッカーさんは淡々と尋問を続けていく。

『あの御お方かたとはなんだ？　お前たちのボスは何者だっ！』

『愚かなものよ、お前は気づくこともないだろう。すでに混沌はあらゆる場所に潜んでいる！　所詮、宇宙の秩序など、あの御方が作り上げた幻想でしかないのだっ！』

『なんだと……それはどういう意味だっ！』

『我々は今この瞬間も、宇宙の全てを包んでいる……それはお前たちとて例外ではない！　ゆえにあの御方は宇宙の股──ファッ！　ファゥウアバアアアアッ!!』

　そこで突然、男が口から泡を吹き、ぐりんと白目を剥むいた。

　これは《所有者》の禁断症状──その末期症状だ！

『おっ、おい……っ！　シーット……！』

　チェッカーさんの呟つぶやきとともに映像は終了した。そして、しばしの静寂が訪れる。

「男はその後、拒否反応で死亡。彼に寄生していたパンツも自らの人格を喪失させた」

　やがてアイゼン司令がそんな補足を加え、「君はどう思う？」と訊たずねてきた。

「彼がウィドウの仲間なのは間違いないです。ヤツと同じ主張をしていました。《リバース》──それが俺おれの、いや、俺たちの敵ですか？」

「そうだ、我々は長らく《リバース》と戦ってきた。宇宙にはびこる犯罪や戦争の数々、その裏でヤツらは暗躍していた。君と《至高の乙女ベスト・パンテイスト》──姫ひめ川かわ響きよう子こ君を狙ねらったブラックウィドウは、その集団に属する犯罪者だ。ヤツは君たちの手で倒されたが……」

　俺は生唾を呑のみこむ。嫌いやな予感がした。心のどこかで、それを恐れていたから。

「だからといってその脅威が過ぎ去ったわけではない。響子君が《至高の乙女》であることはすでにヤツらに知られている。つまり君たちは今も《リバース》に狙われているのだ」

　……やはり、そうなのか。

　敵はウィドウだけではない。その陰に、もっと恐ろしい存在が潜んでいたのだ。

「むろん、我々は君たちを守るために全力を尽くす。実のところ、本部に呼んだ理由の一つはそれだ。ここにいれば、ひとまずは安全だからね」

　アイゼン司令はそう言ってから、俺が愕がく然ぜんとするような言葉を吐いた。

「ただ……今のままでは、君たちを地球に帰すわけにはいかんな。あまりにも危険すぎる」

「そ、そんな、約束と違うじゃないですか！」

　慌ててそう言ったものの、響子の安全を優先するなら、それが最善の策だと気づく。

　彼らの理屈は正しい。だが……響子の行く末を憂いて、俺は呆ぼう然ぜんとした。

「落ち着きたまえ。あくまで、『今のままでは』というだけの話だ。君たちはすでに我々の保護下に入っている。いかに《リバース》といえど、表立って手出しはできんよ。ただ、問題は暗殺──裏から刺客を放たれた場合だ。響子君にはある程度、自力でそれに対処できるだけの力をつけてもらわなければなるまい。でなければ一生、ここで、このままだ」

「……ということは、響子が強くなりさえすれば」

「地球には帰す。元々、そういう約束だからな」

「なんだ、よかった……」

　それを聞いて安あん堵どする。しかしこうなっては、なんとしてでも《適性審査》に合格しなければなるまい。俺を元に戻すためどころか、響子の人生までかかっているのだから。

「我々としては、ここで暮らしてもらったほうが楽なのだが……そうもいくまい。君たちには君たちの、生きかたというものがあるのだから」

　彼の本音なのだろう。そう信じられるだけの力が、その声には宿っていた。

　かつてチェッカーさんは言っていた。《至高の乙女》には、銀河規模で力の均衡を崩す可能性があると。響子が本当にそんな存在だとしたら、宇宙の秩序を守る組織としては自分たちのところで囲っておきたいはずだ。そうするだけの大義名分と権力が、彼らにはある。

　なのに、彼らは俺おれたちの意志を尊重してくれた。そのことに感謝するとともに、俺は一抹の恥ずかしさを覚えた。理不尽に思えた厳しい《適性審査》。あれも結局、俺たちのためだったのだ。彼らは自らの都合を譲歩し、その上で最大限の助力までしてくれている……。

「ストライプ君。親というのは、子どもを自分の手の届くところに置きたがる。しかしそれでは、真に成長させてやることはできない。ときには子どもの力を──その可能性を信じ、送りだしてやらねばならないのだ。この私が言える言葉ではないかもしれないが……」

　アイゼン司令は熱のこもった視線を俺に向けた。彼が何な故ぜ、いきなりそんなふうに言ったのかは分からない。だけど、それでも伝わるものはあった。

「我々に君たちを信じさせてくれ。そのためにやるべきことは、すでに示してある」

「はい。《適性審査》には必ず合格してみせます。響きよう子こと──いっしょに」

　彼はうなずき、それから意外なことを言った。

「ああ、そうだ。言い忘れていた。構成員になるための審査とは言ったが、無事に合格したとしても、君たちが組織の活動に参加する必要はないからね」

「え？」

「地球に戻って、自分の身の回りにだけ気をつけてくれればいい。定期連絡だけはしてもらうことになるが……とりあえず我々から君たちに与える任務は、それだけだ」

「……本当にそれだけでいいんですか？　ほら、組織のために悪人と戦ったりとか──」

「ふむ。大人があえて、子どもを前線に送るとでも？」

　たしかにそれは正論だ。しかし覚悟していただけに拍子抜けでもあった。

「宇宙の平和のことは我々に任せて、君たちは自分のことに専念しなさい」

「は、はあ……そうします」

　アイゼン司令から詳しく話を聞き、《ＬＯＲＩ》が思っていたよりも真っ当な組織だったことに、俺は驚いていた。彼らはただの変態集団ではなかったのだ。悪の犯罪組織《リバース》に狙ねらわれていると判明し、それは今も変わっていないのに──俺は不思議と落ち着いていた。たぶんアイゼン司令が、俺たちを信じたいと言ってくれたからだろう。

《適性審査》を受けるのはまだ先だ。そこで結果を出したわけでもない。《リバース》との戦いだって、実際のところ、どうなるか分からない。でも、《ＬＯＲＩ》の方々──大人が俺たちを認めてくれ、そして陰ながら見守ってくれている。それを知ったから、きっと大丈夫だと、そう安心することができたのだ。

「あの、ありがとうございます……その、色々と」

「礼など必要ない。我々は感謝されるためにやっているのではないだからね」

　彼は座布団に座るしまパン──『俺』に向けて目を細めた。

「全ての知的生命体が持つ、正当な権利を守る。《League of Right Intelligence賢者同盟》は、そのために存在しているのだから」

　誰だれのためでもない。自分のために、宇宙の平和を守る。

　力強くそう宣言する彼は、なるほど、たしかに本物の英雄なのだった。







　──君に見せたいものがある。ついてきなさい。アイゼン司令にそう言われたので、俺おれは今、彼の隣を浮遊しながら、見知らぬ通路を進んでいる。本部には《居住スペース》などのほかに《研究施設》と呼ばれるフロアが存在し、その一つにこれから向かうという。

「あの、見せたいものっていうのは……？」

「この先の《研究施設》は、いったい何を研究していると思う？」

　逆に問い返されたので、俺は考える。答えはすぐに分かった。

「俺を元に戻す方法……？」

「うむ。まだ準備中だが、それでもどんな場所か、見ておきたいだろうと思ってね」

　その心遣いには改めて恐縮する。どうしてここまでしてくれるのだろうか……そう聞くべきか迷い、結局、俺は感謝の気持ちだけを伝えた。

「ありがとうございます」

　アイゼン司令は無言で笑みを返した。礼などいらん。たぶん、そういうことだろう。

　しばらく道なりに進むと、アイゼン司令がふいに足を止めた。そこには銀色のドアがあり、横に操作パネルが埋められていた。彼はドアと同じ色の手を伸ばしパネルを操作する。

「ここはほかより警備が厳重でね、ドアを開けるだけでも面倒なのだ」

　その言葉のあと、ドアの上部から赤い光の線が照射され、壁から機械式アームが伸びて彼の身体からだをまさぐるなど、様々なチェックらしきものが行われた。

　それが終わると今度は、パネルのモニター上に何かの図が浮かび上がる。黒地に白抜きの、五×六の格子状の枠線。彼が指で押すと、枠の中に玉が現れた。

　赤、青、白の玉。その色と配置が、ロック解除のパスワードになっているようだ。

　それを見ていた俺が、「……なんだか、パ○ドラっぽいなぁ」と呟つぶやくと、アイゼン司令から「我々の世代だと、ロッ○マンのパスワードだがね」と返ってきた。

　レトロゲーの知識まであるとは……どんだけ日本好きなんだよ。実は銀タイツを着ただけの、ただのおっさんなんじゃないか？　この人。

　厳重なチェックを終えてドアをくぐると、その先はまさしく研究所ラボと呼ぶべき空間だった。白テーブルにガラスケース、試験管や顕微鏡らしきもの。室内の様子はどこか理科の実験室を思わせる。ここが俺を元に戻すための研究所なのだろうか……？

　アイゼン司令に問うと、その一部ではあるが、見せたいものはここにはないという。

「もう少しだけ歩く。目的地に着くまでに一つ、話をしようか。あまり楽しいものではないし、かなりのショックを受けるかもしれないが……それでも構わんかね？」

「そう聞かれたら嫌いやだとは言えませんよ。気になりますから」

「ハハッ。そうかもしれんな。では、パパの話を心して聞くがよい」

　彼はツッコミを入れてほしそうな顔をこちらに向ける。当然、俺おれはそれを無視した。

「……さきほど説明したように、ここは君を元に戻す方法を探るために造られた施設だ。ここではその目的を果たすために、多方面の知識を結集し、様々な方向からアプローチがなされる予定だ。蘇そ生せい術、細胞の人工培養、遺伝子操作──本当に色々だな」

　それだけの人材や設備を集めるのに、どれだけの資金がかかるのだろうか。それも俺個人のためだけに。恐ろしくて、とてもじゃないが聞けやしない。

　恐縮する俺を見つつ、彼はそこで無慈悲な宣告をした。

「仮にそれだけの努力を払ったとしても、君が元に戻れる可能性はほとんどない」

「え……？」

「ショックだろうな。だが、それがもっとも現実的な可能性だ。何な故ぜなら、君はすでに死んでいるのだから」

　……本当にショックだった。前から知っていた。望みは薄いと理解していた。そのはずなのに──面と向かって告げられると、心が張り裂けそうになる。

　パンツとして今ここに存在する。そのこと自体がすでに奇跡なのだ。その上、死んだはずの肉体が蘇生し、パンツから元の姿に戻る。そんなことは不可能だと、アイゼン司令は言っているのだ。

　さきほどまで真しん摯しに対応してもらっていたから、なおさらショックだった。

　彼は嘘うそをつかない。ごまかしもしない。最大限の努力をすると、約束までしてくれた。

　だからこそ、その言葉はまぎれもない『事実』なのだと、分かってしまう。

「君の肉体は冷凍保存されていたために状態が良かった。しかし、それはあくまで死体としての話だ。我々の医療技術をもってすれば、地球では不可能な処置も施せるだろう。だが、ほとんどの臓器はすでに活動を停止している。パンツ生命体の治癒能力ですら、再生不能だったとなると──」

「死んだものは生き返らない……そういうことですか……」

　途方に暮れた。人間の姿に戻ると約束したのに。響きよう子こはそれを信じて、今も身の丈以上に努力しているのに──突きつけられた現実は無情で、揺るぎようのないものだった。

「蘇生が無理だとしても、別の方法はある。他者の臓器を移植したり、君の細胞からクローン培養したりするといった、生物工学バイオテクスを用いる方法。あるいは、君の肉体の一部を人工臓器──つまり、機械に置き換える方法などだ。ただ、どの方法も、技術的な問題はもちろん、生命の根源に関かかわる倫理的な問題を孕はらんでいる」

　彼の言葉は多様な知識で満たされていた。本当に全霊をかけて、俺おれを元に戻すための方法を、模索してくれているのだろう。それが分かるだけ、余計に辛かった。

「なんにせよ、君を元に戻す上で一番の問題はその心だ。器を蘇よみがえらせることに成功しても、そこに君の意識がなければ意味がない。君がパンツであるかぎり、君は人間にはなれない。その理屈は分かるな？」

「……はい」

「パンツである君から、意識だけを人体に移す。その手段については見当もつかん。そもそもがパンツ生命体という超常の存在によって行われた、奇跡の産物なのだからね」

「それじゃ、俺を元に戻す方法は……ないってことですか？」

「悲観するのはまだ早い。一度、君の身に奇跡は起こった。それがもう一度起こらぬと誰だれが言える？　何度も言うがね、我々は出来うるかぎりの努力をするつもりだ。まだ何も始めていないのに、君のほうが先に諦あきらめてどうするのだ」

　存外に悲痛な声を出した俺を、アイゼン司令はそう言って励ました。

　そうだ。努力してもダメかもしれないなんて、最初から分かっていたことじゃないか。それでも信じる、あがき続けると──響きよう子こと二人で、決めたのだ。

「私は何も君を傷つけようとして、こんな話をしたのではない。今はまだ分からぬというだけだ。君はパンツになった。しかしその心は今も変わらず、ここに存在する。ならば恐れることはない。自分の心を信じ続けろ。そうすればきっと、いつか道は開けるだろう」

「はい……」

　アイゼン司令の励ましにそう応こたえたとき、俺の中でふと、ある疑問が浮かんだ。

　パンツになったとき、俺は相棒と魂を融合させた。しかしこの人格は前と変わらず『姫ひめ川かわ礼れい二じ』のものである。意識の主従関係、それが生じたために、かつてストライプと呼ばれた人格は霧散し、今も俺の中で眠っている。

　では、姫川礼二とストライプの違いはなんだろう。

　人間とパンツ生命体というだけでなく、もっと根源に関かかわる何か──主従関係を生じさせるような、魂の違いがあるとでもいうのだろうか……？

　しかしいくら考えても答えは出ない。俺は黙ってアイゼン司令のあとをついていく。

　そうしてしばらく歩いたのち、彼は再びドアの前で足を止めた。さきほどと同じく厳重なチェックを済ませ、ドアをくぐる。

　その先は、さきほどまでいた場所とはまた様子が違っていた。前までが理科の実験室なら、ここはさながら車の修理工場だろう。コンクリートの床、金属製の無骨な柱、大型の機械部品の数々。同じ《研究施設》でも、ここは機械を専門に扱っているのだろうか。

　前を歩く彼に訊たずねると、やはりここはロボット関連の研究をしているフロアだという。しかし何な故ぜ、そんなところに俺を連れてきたのか。

「……見せたいものってのは、ここにあるんですか？」

「そうだ。これから見せるのは、さきほどはあえて言わなかった、もう一つの可能性だ。といっても……それは本当の意味で、君を元に戻す方法とは言えないのだがね」

　よく分からなかったが、ひとまずあとについていく。そうしてついにフロアの最奥にたどり着いた。そこには二つの大きなカプセル状の装置が並んでいた。左のカプセルは布をかぶせて隠されているが、右はそのままで、前面の透明板から内部の様子が確認できる。

　カプセルの中に入っているのは──俺おれだ！　かつての俺の肉体だ！

「見てのとおり、片方は君の身体からだだ。状態を維持するため、特殊な保存液に浸してある」

「もう一つはなんですか？　もしかしてこれが──」

「ああ、君に見せたかったものだ。しかしその前に、さきほど言った可能性について説明しておこう。それはいわば一つの妥協案、いや、代替案と言うべきものだ」

「代替案？」

「うむ。そしてその方法を我々に提示したのは、君自身だ」

「え？　俺？」

「チェッカー君にレポートを提出しただろう。あれはなかなか興味深いものだったよ」

　そういえば……チェッカーさんがやたら欲しがったので、例の《パンテイム研究メモ》に、応用編を加筆して渡した覚えがある。パンツに細胞を移植することでそれを媒介し、通信や遠隔操作を可能とする『パンテイム』──その特殊能力を応用した二つの発明。

《パンテイム偵察機》、そして《みさこ十四歳改》についてのレポートだ。

「とくに《みさこ十四歳改》のパンツを利用した駆動システム、あれには驚かされた」

「ああ、でも、あれって動かすのがけっこう難しくて……」

　あのシステムは構造上、右手を動かすだけでも複雑な指令を送る必要がある。それがあまりに億おつ劫くうだったので、今はほとんど使っていない。

「レポートにもそう書いてあったな。だが、そこに高度な機械技術が加わるとどうなる？」

「……え？」

「おかみさんロボは、君もよく目にしているだろう。あれらは全て、ここで作られたものだ。作業用アンドロイドは我々の文明にとって、もっとも重要な労働力だ」

　おかみさんロボの姿を思い浮かべる。あれは、人間そっくりの作業用ロボットだ。

　俺を元に戻すための研究──その代替案──パンツ駆動システムの理論──おかみさんロボの技術──それらの要素が全て集まったとき、俺は一つの答えを得た。

「それじゃ俺に見せたいものって……まさか《みさこ十四歳改》の……っ！」

「パンツ駆動システムというアイディアに、アンドロイドの機械技術を取り入れてみた。それにより操作は簡略化され、パンツ生命体を動力源かつ操縦者とした、汎用性ロボットの開発に成功した」

　アイゼン司令が満面の笑みを浮かべる。

　代替案──彼が見せようとしていたのは、まさしく俺おれの元の身体からだ、その代替品なのだ。

「それがこの、パンツロイドだっ！」

　アイゼン司令はそう言い放ち、隠されていたカプセルの布を勢いよく剥はいだ。

　活動を停止した姫ひめ川かわ礼れい二じの肉体。その横に並んでいたのは──それを参考にして作られたという、人間そっくりのロボットだった。

「これがパンツロイド……！　色んな意味で……すごいっ！」

「第一号機の外観は君に似せて作らせた。この方法では元に戻したと言えないが……目的を果たすまでの仮ボディとしては、そう悪いものではないだろう？」

　カプセル内のパンツロイドは肌が全て露出していたが、間近で確認しても継ぎ目などはない。事前に言われなければ、これが機械だとは夢にも思わなかっただろう。

「一応、遠隔操作もできる。といっても簡単な動きしかできないがね。そもそもこれは搭乗する際の利便性を考慮した機能だ。このように」

　アイゼン司令は装置の脇わきに備え付けられていたリモコンを操作した。するとカプセルが開き、パンツロイドは自動で外に出ると、その場にしゃがみ込んだ。

「搭乗の際は《繊維体フアイバーボデイ》を頭にかぶせてくれ。電子頭脳が搭載されている都合上、操縦はそこで行う仕様となっている。本当は股こ間かん部に操作系統を置きたかったのだが、駆動系との関係でスペースがなくてな。試験運用を担当したタンは、頭のほうがむしろ動かしやすいと言っていたが──」

「あ、あの……」

「操作方法は簡単だ。心で念じるだけでいい。多少のタイムラグはあるが、それで動く。注意すべきは加減が難しいことだが、それは使いながら慣れていけばいい。言ってもらえれば関節の調整も可能だ。このパンツロイドは君専用として作られたのだ。自由に──」

「あー、あー、アイゼン司令！　分かりました分かりました。それはいいんですけど……」

「ん？　何かね？　ほうほう、早く操縦してみたいと。もちろん構わんとも。さあ！」

　このおっさんは技術系上がりなのか、ロボットの説明にやたら熱が入っている。

　たしかに俺専用機なんてものを見せられたら操縦したくてウズウズするのだが、それよりも先に確認しておきたいことがあった。

「あの、パンツロイド自体は素晴らしいものです。でも一つ気になることがあるというか……作ってもらっておきながら、こんなことを申し上げるのは大変恐縮なんですが……」

　アイゼン司令は怪け訝げんそうな表情を浮かべ、「ほう、何かね？」と聞いてきた。

「顔の出来が……ちょっとやばいっていうか……」

「……ああ、顔か。そこは少し、歪ゆがんでしまった」

　パンツロイドは顔の出来がやばかった。

　全体的には精巧な作りで、ほとんど人間と区別がつかないのだが、唯一、顔だけが大きく歪ゆがんでいるのだ。やたらとせり上がった後頭部、前に出っ張った額──俺おれに似せたとはいうが、ここまで輪郭が歪んでいると、その面影はまったくない。

　なまじ人間そっくりに作ったせいで、見た目は完全にフランケンな怪物である。

「ほかはいいんですよ。頑張らなくていいところまで、よく出来ています」

「うむ。目立たないところもしっかり作ったからな。乳輪や大事なアレも──」

「なのにどうして、一番目立つ顔だけヤバい感じなんですかっ！」

「正直に言えば私も少しヤバいと思っていた。だが、これは仕方がないことなのだよ」

「……というと？」

「こうしないと、電子頭脳が置けなくなる」

「…………」

　アイゼン司令いわく、パンツロイドにはパンツ生命体の思念を感知する特殊な電子頭脳が搭載されており、それが当初の想定以上に大型化したため、頭部から少しはみ出してしまったのだという。その結果、かなりヤバめの顔が出来上がったというわけだ。

「顔の出来など些さ末まつなことだ。さあ、早くこれに搭乗したまえ」

「いや……さすがにこれは……どうかなぁ……」

　と言いつつも、目の前のおっさんがやたらノリノリなので、俺はそれ以上深く考えず、パンツロイドの頭にかぶさってみる。……ふむ。これはパンツ生命体の本能的所作《狩りダイブ》に近い。俺おれは知的生命体の意識に侵入する感覚で、電子頭脳に接続した。













「お」

　とりあえず『右手を動かせ』と念じてみたら、本当にその通りに動いた。

　アイゼン司令が得意げな顔で「成功だな」と呟つぶやく。

「すごい……本当に人間に戻ったみたいだ……」

　多少おぼつかない感じはするものの、許容できる範囲内だ。顔はともかく性能そのものは素晴らしい。人間に戻ったような感覚を味わい、俺は素直に感動した。

「パンツをかぶれば、顔の歪ゆがみもさほど目立つまい」

「いや、けっこう角ばってますけど……でも、遠目なら分からないかもしれませんね」

　手渡された手鏡で自分の姿を確認。それからひとしきり動いてみる。

　関節はほとんど問題ない。ただ、顔が無表情なのが少し気になる。

　アイゼン司令に聞いてみると、表情の操作もできるようだ。俺は『笑え』と念じる。

「──どっはああっ！　なんだその顔はっ！　脅かさないでくれっ！」

「あれ……？　失敗しましたか？」

　どうやら微妙なさじ加減が必要で、うっかりすると大げさな表情になってしまうようだ。手鏡で確認しながら何度か挑戦し、やっと自然な笑顔を作ることが出来た。

「試作段階だからな。頭の歪みも含め、何度かテストをしながら改良を加えていく」

「でも、顔以外の性能は本当にすごいですよ。元の姿に戻れたみたいで感動しました」

「似ていないからと騒ぐほど、大層な顔でもあるまいしな。ハハハ」

　……このおっさん、さらっと毒を吐きやがる。

「あらかたの動きは試してみましたけど、次はどうしたらいいですか？」

「そうだな。最初だからあまり長く稼働させないほうがいいとは思うが、三十分程度なら問題ないだろう。試運転がてら、響きよう子こ君にも見せてきたらどうかね？」

「そうですね。機械の身体からだとはいえ、これならきっと、響子も喜んでくれると思います」

　アイゼン司令はここでほかにやることがあるらしく、俺が帰ってくるまで待つという。彼はにこやかに手を振って送り出してくれた。

　──では行こう、響子のところへ。こうして全裸で頭にパンツをかぶったロボットになった俺は、響子のいる訓練場へと向かった。







　いくら体つきがお兄ちゃんそっくりとはいえ、そんな異様な姿で目の前に現れたら、普通はビビる。しかしそのときの俺は浮かれていたため、そこまで考えが及ばなかった。

　本日の訓練は自習のようだ。訓練場にチェッカーさんの姿はなく、響子とシャリアだけで組手をしていた。俺おれは二人に声をかける。

「ほら見てくれよこの姿っ！　響きよう子こぉ！　今、お兄ちゃんが抱きしめてやるからなっ！」

　その声でこちらに気づいた響子とシャリアは、武術の構えを取ったまま硬直した。

　俺が元の姿に戻ったのを見て、驚きのあまり声が出ないらしい。

　のんきにそう勘違いした俺は、二人にありったけの笑顔を向ける。

　しかし操作が不慣れだったため、気づかぬうちに表情を作るのに失敗してしまった。

　結果、俺は全裸でパンツを頭にかぶってアへ顔をキメている怪人になった。

「いやああああああああああああああああ──っ！」

　堰せきを切ったように、響子が悲鳴をあげる。

　己の異様さに無む頓とん着ちやくだった俺は、その反応に戸惑った。

「どうしたどうした、なんでお兄ちゃんをそんな目で見るんだっ！」

　両手を広げて響子に近づこうとする。操縦者の戸惑いによって操作が若干乱れ、パンツロイドはぎこちない動きで歩を進めた。その動きは完全にゾンビだった。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「おいおい、そんなに照れるなよ！　ほら……ちょっと頭が角ばってるけど、お兄ちゃん、人間に戻ったんだっ！　ほうら、おいでおいで……可愛かわいい響子」

「ひぎゃああああああああああっ！　ゾンビいやあああああああっ！」

「いや、これはゾンビじゃなくてロボットだけど……とりあえず落ち着こうぜ、響子」

「いやぁ……来ないでぇ……丸出しで迫ってくるぅ…………」

　響子が怯おびえている。ゾンビではないと言っているのに、話をまるで聞こうとしない。まあ実際に肌で触れてみれば、これがロボットだとすぐ分かるだろう。そう考えた俺は、響子を抱きしめようと、その細い肩に手を伸ばす。

　だが──一瞬にして、彼女の姿が視界から消えてしまう。突然の出来事に驚きよう愕がくし、俺は周囲をきょろきょろと見回した。響子は十メートルほど離れた位置にいた。

　いや、響子だけではない。さきほどまでいっしょに固まっていたはずのシャリアもいる。彼女はまるで姫を守る騎士のように、響子を腕に抱えていた。

「キョーコ、大丈夫ですのっ？」

「え……？　あ……うん……なんとか……」

　シャリアは初めて面と向かって、響子の名を呼んだ。その声はか細く震えていたが、奥底には響子を力づけようという、強い意志が込められていた。

「あいつはキョーコを狙ねらっています。きっと《至高の乙女ベスト・パンテイスト》の力が目当てなのでしょう」

「わたしを狙う……敵？」

　シャリアは響子を抱えたまま、こわばった表情でうなずく。その身体からだはいまだ小刻みに震えているが、頭の耳と尻尾しつぽだけは、なけなしの勇気を振り絞るようにピンと立っていた。

　数メートル離れた位置にいる俺おれを警戒しながら、シャリアは響きよう子こを地面に下ろした。

「ここはシャリアに任せて、キョーコは早く逃げてくださいまし」

「ちょっと何よそれっ！　わたしは足手まといってことっ！」

「よくごらんなさい。あの異様な姿……ただごとではありません」

　彼女はそう言ってこちらを指差す。あからさまに敵視されて、俺はショックを受けた。

「あれはスペースバンパイア。非常に危険な宇宙怪物ですわ」

「スペースバンパイア……？」

「ええ。服を着ない人型の宇宙生命体なんてものは、ヤツらくらいですの」

　……なんだか、ひどい誤解を受けているような。このままにしておくと、本当にマズイことになりそうだ。早いところ、このパンツロイドが俺だと気づいてもらわなければ。

　俺は響子とシャリアを刺激しないよう、できるだけゆっくりと歩み寄る。だが、そうすると余計にゾンビっぽくなってしまう。案の定、二人はさらに警戒を強めた。

「気を付けてください！　スペースバンパイアは生命エネルギーを吸い取ってきますの！　今のキョーコは生身ですっ！　攻撃を食らったら……ひとたまりもありませんわっ！」

「で、でも、それはシャリアさんも同じじゃっ……」

「大丈夫ですのっ！　シャリアは貴女あなたに心配されるほど、か弱くはなくってよ！」

　そう言いながらも、シャリアの足は震えていた。響子もその言葉がただの強がりだと察したのだろう。目に涙を溜ためながら、大きくかぶりを振った。

「やっぱり……置いていけないよっ！」

「キョーコ……」

「わたしだって戦えるもんっ！　スペースバンパイアが狙ねらっているのなら……わたしがおとりになるっ！　その隙すきに……シャリアさんが攻撃すればっ！」

「そんな……無む茶ちやですのっ！　一度でも捕まってしまえば、そこで終わりですのよっ？」

「大丈夫。わたし強くなったよ？　それにシャリアさんのこと、信じてるから……」

「信じる……シャリアを……？」

　これはどうしたものか。戸惑う俺をよそに二人はやたらと盛り上がっていた。この雰囲気に水を差すのはためらわれるが、早く誤解を解かないとマジでヤバいことになりそうだ。

　しかし間の悪いことに、そのタイミングでパンツロイドの操縦がおぼつかなくなる。二人に気づいてもらおうと「おいおい、よく見てくれよ。俺はお兄ちゃんだよ」と言おうとしても、口から出るのは「ウォオ……ヨゥクァレロオオオ……オレニイチャデゥワァアア………ァアアア」となってしまう。これではゾンビと誤解されても文句は言えない。

　最後の手段として、俺はパンツロイドからの離脱を試みる。

　──できない！　出っ張った額が引っかかって、頭から脱げられない！

　マズい！　このままだと二人に攻撃されてしまう！

「マズィズオオオオ……ゴノマァダドォオオ……フリイイニゴゲクサレテウウウ……」

「見てください！　様子がおかしいですわっ！　それに頭にかぶっているアレは……」

「ス、ストライプ！　ストライプじゃない！　どうしてあんなところにっ……！」

　よかった！　やっと気づいてもらえた！　そうだ！　俺おれだよ！

「ヨゴォオタア……ヤッギズアアア……ザオウダアアア……オォオオオレロオオオ！」

「もしや──スペースバンパイアに操られているのかもしれませんわっ！」

「それじゃ早く助けないと……っ！」

　ちげえよ！　俺が操ってるんだよ！　待て待てなんだその構えは！　やめろやめ──。

「シゲエエエオレロオオオオマデムナァデエエエゾデェエエアヤアアアアア────」

「隙すきだらけの今ならいけますわ！　キョーコ、いっしょに攻撃ですのっ！」

「任せて！　今助けるからね、ストライプっ！」

　次の瞬間、響きよう子ことシャリアが同時に宙を舞った。

　訓練を見学していたときに何度も見たあの攻撃が──俺に迫る！

　パンツを頭から剥はぎ取ろうとするのを止め、慌てて防御する。しかし今の乱れた操縦では間に合わない。右からシャリア、左から響子、ほぼ同時に繰り出された必殺のとび蹴げりは、パンツロイドの頭部を左右から挟むように衝突し、その勢いで首をねじ切った。

　これまた息ぴったりに、同じタイミングで地面へ着地するシャリアと響子。パンツをかぶった頭部は激しく回転しながら舞い上がり、訓練場の天井に激突して爆発四散した。

　そして──しまパンだけがひらひらと舞い降りる。

　響子とシャリアが、天井から舞い降りる俺を受け止めようと、駆け寄ってきた。

「スト様！」「ストライプ！」

「……大丈夫だよ」

　俺が応こたえると、二人はほっとしたのか、揃そろって顔をほころばせた。

　その無邪気な表情の先に、首を消し飛ばされた哀れなロボットの姿が見える。

　短い夢だった……。結局、俺はまた、パンツに逆戻りか……。

「お前らには……言いたいことがいっぱいあるんだが……」

「「？」」

　響子とシャリアが不思議そうに顔を見合わせる。

　その仕草を見ていると、「……まあ、いいか」とも思えてきた。機械の身体からだは失ってしまったが、代わりに得たものがあったようだ。今の二人には心の隔たりが微み塵じんも感じられず、まるでかつての俺と相棒ストライプのように、息がぴったりだった。

「ま、なんだ、その……見事な連携だったよ」

　二人にそう言ってから、いまだ煙を吹き続けるロボットの残ざん骸がいに、心の中で礼を言う。

　ありがとう。

　そしてさようなら。パンツロイド。





五章　パンツ、特別トクベツ







　響きよう子この動きは見違えるようだった。武道の型を習得しただけで、ここまで変わるものだろうか。動作に無駄がなくなったことで、パンツエネルギーは拡散されることなく体内を駆け巡っていく。そして蹴けり出した足が標的と接触した瞬間──爆発的な衝撃を生んだ。

　標的は勢いよく吹っ飛び、そのまま戦闘用ステージの内壁と激突。轟ごう音おんとともに、戦闘は開始一分経たたずに終了した。

　響子は蹴りの姿勢を保ったまま、「ふぅー」と息を吐つく。その姿はけっこう様になっていて、俺おれは不覚にもときめいてしまった。

『やるじゃないか、響子。かなりかっこよかったぜ、今の』

『わたしも……自分でびっくりしてる』

　響子はそう言いながら、自分が倒した相手を見据える。

　──バキュームタウロス。それも幼生体ではなく、成体の。かつて脅威そのものだった宇宙怪物は、ただの蹴り一撃だけで、ぶよぶよした巨きよ躯くを内壁へめり込ませ失神していた。

『ちょっと、可哀かわい想そうかも』

『まあな。でも、あれだけやっとけば大丈夫だろ』

　そこでステージの入口が開く。俺おれの言葉を裏付けるように、チェッカーさんとシャリアが大喜びでこちらへ駆け寄ってきた。実際、俺たちは《戦闘技能測定》において最高評価以上のＳランクを叩たたきだし、その評価によって《適性審査》を見事、合格した。

　ここまでの道のりは大変だったが……これでやっと、響きよう子こも一息つけるだろう。







　パンツロイドの犠牲によって心の距離を縮めた響子とシャリアは、よりいっそう熱心に訓練に励むようになり、お互いに切せつ磋さ琢たく磨まし合った。その甲斐あって響子は審査に合格し、同時にシャリアも研修訓練に合格した。二人は見事、幹部会の期待に応こたえたのである。

　こうしてやるべきことは全て終わったものの、滞在期間はまだ数日残っている。その間、俺たちはゆっくりと羽を休めることになった。合格のお祝いや宇宙観光といった催しなども企画されているらしい。なんにせよ、よかったよかった。

「……で、今日も響子と風呂だったのか？　お前ら最近、本当に仲がいいな」

「スト様は仲間外れで、寂しいんですの？」

　シャリアはコロコロと笑う。今の彼女も見違えるようだ。己の問題と向き合い、響子と絆きずなを深めたことで、吹っ切れたのかもしれない。その表情はだいぶ柔らかくなっていた。

　最近はこうやって二人きりで話す機会も減ってしまったが……たぶん、それでいいのだろう。その分、響子やほかの人と言葉を交わすようになったのだから。

「正直言うと、ちょっとな。俺もいっしょに入ってスポンジ代わりにされたい」

「そんなことをしたら、またキョーコに放り出されますわよ」

　シャリアはふわふわ浮いていた俺をつまみ、ゴムの部分をびよんびよんして遊びはじめる。彼女の一族には、目の前に動くものがあるといじりたくなる習性があるらしい。

「シャリアは別にかまいませんけど……」

「……え？　マジでいいの？」

　彼女がぽつりとそう呟つぶやいたので、俺は驚きよう愕がくした。

　この際だ、もっとエロい要求をしてみよう──などと邪よこしまな計画を立てていたら、

「でも、キョーコが怒るからダメですの」

「お、おう……まあ、そうだな。やめとこう……」

　仲良くなったとはいえ、さすがに泡プレイを要求するのはマズいか。もうちょっとライトな方向で要求しよう。そうしよう。

「今日はキョーコにお願いして、スト様が地球人だったころのお姿を見せてもらいました。その、お写真？　というもので」

「ああ、そういえば、あいつもそんなこと言ってたっけなぁ」

　女の子二人に話のネタにされるというのは、嬉うれしい半面、少し恥ずかしかった。

「……元の姿の俺おれを見て、幻滅したとか言うのはやめてくれよ」

「ウフフ、実は少しだけ」

「……」

「ああっ！　冗談ですのっ！　そんなに落ち込まないでスト様！」

「まあ、お前もそんな冗談が言えるようになったんだと、喜んでおくさ」

　そう答えると、シャリアはまたコロコロと笑った。

「スト様は特別ですの。どんな姿でも……」

「とかなんとか言って、元に戻った俺を見て首をねじ切ろうとするなよ？」

「ああ……あれは、その……」

　パンツロイドになった俺に対する二人の反応は、わりとトラウマになっている。

「でも、スト様だって悪いですの。いきなりあんな姿で出てこられたら、誰だれだって誤解しますわ。せめてズボンだけでも穿はいていてくだされば……」

「お、おう……あのときは俺もどうかしていた……つい、久々の感覚に浮かれて……」

　実際、事後処理もそんな感じで手打ちとなった。よく確認せずパンツロイドを破壊した二人にも非はあるが──それ以上に、下半身を露出して訓練場にやってきた俺の女性に対する配慮の欠如と、それを止めなかったアイゼン司令の監督不行き届きとして、パンツロイド破壊事件は幕を閉じた。結局、今回の件でとばっちりを受けたのはアイゼン司令で、彼は破壊されたパンツロイドを見て、わりとガチでへこんでいた。

「いつか、元に戻れるといいなぁ……」

「シャリアも、そうなることを願っておきますの」

　そうだな。人間に戻ったら、まずは響きよう子こを抱きしめよう。あと、シャリアにも……

「元に戻ったら、俺に何かしてほしいこと、あるか？」

「うー、そうですねぇ」

　泡プレイ的なものを期待しての質問だったが、彼女のお願いは存外に可愛かわいらしく、

「頭を撫なでてくださいまし。それで十分ですの」

「へえ。それだったら今でもやってやるぞ。ほうれほうれ」

　俺はパンツの端を器用に使って、シャリアの頭をくしゃくしゃと撫でてやる。うつむいて頬ほおを染め、犬耳をぴくぴく震わせている彼女の姿は、なんとも愛らしかった。

　だが、しばらくそうしていると、彼女は俺をつかみ、こう言った。

「……ちょっと違う感じですの。パンツだと」

「ふぅむ。やっぱり、手で撫でないとだめか」

　シャリアはこくんとうなずく。たしかに自分でもシュールな光景だとは思っていた。

　……手で撫でないとダメか。響子も前に似たようなことを言っていたしな。

　やはり俺は、なんとしてでも元の姿に戻らければならないのだろう。

　だが、頭を撫なでられているときのシャリアは……なんというか、すごく可愛かわいかったので、俺おれはもうちょっと、彼女に構ってやりたかった。

　今のうちにやれることはやっておきたい。そんな気持ちもある。

　滞在期間は残り少なく、次にここに来るのはいつになるか分からない。当然、シャリアに会うのもずっと先になる。あるいは、二度と会えないかもしれない。

　本来あるべき俺たちの距離は──地球と宇宙の間ほどに遠い。

「それじゃ、今の俺にしてもらいたいことはないか？　響きよう子こが合格できたのもお前の指導のおかげだし、それでなくても、すげー頑張っていたもんな。なんかほら、その」

「ご褒美をいただける……ですの？」

「うむ」

　面と向かって聞き返されると、むずがゆい。自分で言っておきながら、少し押しつけがましい気もした。特別だと言われて、つい調子に乗ってしまったのかもしれない。

　だが、シャリアの求めるご褒美はやはり特別なものだった。そう──俺にとっても。

「穿はかせてくださいまし」

「え？」

　不意を突かれてきょとんとした。そのあと、要求の意味を理解して戸惑った。

「あ、いや、その……ほら、俺って……」

「分かっています、スト様はキョーコのパンツですの。でも、それはパンティストとしてでしょう？　そうでないときのスト様は……ただのパンツだから……」

　寄生ではなく、ただのパンツとして穿きたい。

　たぶん、その行為自体に意味はない。だが、シャリアにとっては意味があるのだろう。

　俺にとっても、響子以外の女の子に穿かれるなんて大事件だ。

　響子だって、もしかしたら怒るかもしれない。

　俺は迷った。そうするべきかどうかを。

　何でもすると言っておきながら──その行為の先にある意味を恐れたのだ。

「いいよ。俺はパンツだからな。寄生しなくていいなら、やってやる」

「……スト様」

　シャリアは俺をつまみ、《繊維体フアイバーボデイ》に足を通した。響子とは違う太さのふとももの上を滑り、彼女を優しく包み込む。そうしてしばらく、お互い無言で過ごした。

　ある意味、響子に対する裏切りだった。だけど、そうするべきだと思った。

　たぶん、シャリアに穿かれるのはこれが最初で最後だ。一度きりの、特別な行為。

　それは、決別の行為でもあった。シャリアと俺。お互いの中にある、この淡い感情。

　それは特別で──だからこそ、決別しなければならない。

　俺が俺であるために。シャリアが前に進むために。

「泣くなよ、シャリア」

「別に……泣いていませんの」

　寄生しなくても、心は通じる。俺おれたちはよく分かっていた。

　別れのときが、近いことを。




　自室に戻ってから、俺は響きよう子この顔を見るなり《繊維体フアイバーボデイ》を畳み込んで土下座した。パンツとして穿はかれたら、心は繋つながる。そのとき俺がやましさを感じていたなら、即座に理由は看破されるだろう。だったら早めに白状しておいたほうがいい。

　それに俺は、シャリアに対してだけでなく、響子に対しても誠実でありたい。

「そう」

　響子はその一言だけを返した。実質、浮気に近い行為──それを白状したあとで、この反応はかなり怖い。観念した俺は、洗濯バサミ千個吊づり、二十四時間耐久洗濯機、ダブル掃除機吸引などなど、響子が執行する拷問のフルコースを受ける覚悟を決めた。

　しかし彼女がしたのは、俺をひょいとつまんで穿いただけだった。

「……あ……その……響子……いや、その」

　響子のどす黒い感情が伝わってくる。だがそれは次第に収束し、霧散していった。

「分かったから、いい」

　その言葉だけで、許されてしまった。

　たぶん、響子の嫉しつ妬とが俺に伝わったように──俺の思いも、彼女に伝わったのだ。

「でも、今回だけだからね」

「おう。もとよりそのつもりだ。俺は、お前のパンツだからな」

　響子がため息を吐つく。調子いいんだから、とでも思っているのだろうか。

　俺はもう一度心の中で、寛大な彼女に手を合わせておく。







　不思議なことにそんな出来事があったあと、響子とシャリアはさらに仲良くなった。もしかすると俺の知らない間に、二人は腹を割って話をしたのかもしれない。

　今日も彼女たちに付き添って、カラオケに卓球にプールにと遊びまくったあとだ。しかしここは宇宙だというのに、レジャー全般が地球と同じなのはなんでだろう？

　まあそれはさておき、その日の夕方、自室に戻ってから、俺は響子に聞いた。

「明日の予定は？」

「シャリアさんと宇宙観光」

「へえ、いよいよか」

「うん、シャリアさんが案内してくれるって。なんか楽しみだね。本部の外へ出るの」

「この中だと、宇宙にいるって感じがしないからな……」

「たしかにね」

　そう言って響きよう子こは笑う。しかしその表情はどこか寂しそうだ。宇宙観光はここでの暮らしの最後を飾る催しだ。審査に合格してから毎日楽しく過ごしてきたが──その日々はもうすぐ終わり、俺おれたちは地球へと帰らねばならない。

「響子の夏休みも、これで終わりか」

「うん。色々あったけど……まあ、悪くはなかったかな」

　それに同意しようとすると、彼女は続けてこう言った。

「ストライプはどうだった？　あ、聞くまでもないか。可愛かわいいシャリアさんと会えたしね」

「お前、けっこう根に持つなぁ……」

「冗談にしてあげてるんだから、感謝してよね」

　そう言いつつも、声に棘とげがあるのが怖い。

　響子だけならまだいいのだが、シャリアがいるときはこれに彼女も加わり、「キョーコ、スト様を常に穿はいてないのはどうかと思いますの。目を離した隙すきに誰だれに穿かれるか分かりませんものね」なんて、冗談ともガチ修羅場ともつかない発言をするのだから手に負えない。その上、揃そろって俺を見てウフフと意味深な笑顔を向けるのだ。

　二人の考えていることがよく分からない。とくに、響子の気持ちが。穿かれているときの感触からはドス黒い情念を感じず、むしろシャリアを認めている節さえある。なので、本気で修羅場っているわけではないと思うのだが……。

「ストライプ？」

「……ああ、うん。で、観光だっけか。楽しみだな」

「楽しもうね、最後だもん」

「せっかく宇こ宙こまで来たんだもんな。どうせなら普通はできない体験をしようぜ」

「もう、だいぶしてるけどね」

「ああ、でも、やっておいて損はない。楽しいことならな」

　響子が黙ってうなずき、眩まぶしいばかりの笑みを浮かべた。

　これまで悲しい出来事も、打ちのめされたことも、いっぱいあった。

　でも最後にこうして笑えるなら、それだけで十分だ。

　彼女の笑顔に見み惚とれながら、俺はしみじみとそう思った。







「──キョーコ！　スト様ぁ！」

　多種多様な異星人でごった返す駅の中。犬耳の少女が手を振りながら、よく響く声を張り上げている。響子は異星人の姿にいまだ慣れず、びくつきながら人ごみをかき分けてシャリアのもとへ向かう。俺おれはそんな響きよう子この頭上をふよふよと浮いていた。

「おう、シャリア」

「今日はよろしくお願いします、シャリアさん」

「こちらこそよろしくお願いしますの。今日は存分に楽しんでもらいますから！」

　元気に尻尾しつぽをフリフリ、いかにもはしゃいじゃっているその姿に、ツンツンしていたころの面影はない。一度吹っ切れると、人はここまで変わるのか。そのきっかけの一つを与えた俺でさえ、思わず感嘆してしまうほどの変へん貌ぼうぶりである。

「ではではー、キョーコ、スト様。シャリアにしっかりついてきてくださいませ。ここは現地人でも迷うと評判の、宇宙駅スペース・ステーシヨンですからっ！」

「う、うん」「お、おう……」

　こんな異星人ばかりのわけわからん場所で迷ったら、どこまで行ってしまうか分かったものではない。俺は響子の手て鞄かばんの上に乗り、響子はシャリアの手をぎゅっと握りしめ、絶対はぐれないようにとびくびくしながら、シャリアの引率に従って歩く。

　宇宙駅はただうしろをついて行くだけでも、複雑な構造だと分かった。自動走路式の道を行ったり来たり、エスカレーター的な階段を上り下りし、やっと目的の改札口らしきところに出た。シャリアが「ここから宇宙船で目的地へ向かいますの」と言ったので、響子がほっと息を吐く。ここから先はもう、迷う心配をしなくてもよさそうだ。

「ふう……まったく、新宿駅も真っ青の不可解さだぜ」

「ほんとにね」

　地球ローカルなネタが分からないのか、シャリアが不思議そうな顔をしていた。

　そのままそこで待つこと数分、流線型の宇宙船が発着場に姿を現した。３Ｄ映画以上の迫力満点な光景に感動するのもつかのま、俺たちは駅員さんに誘導され、他の異星人とともに船へと乗り込む。ところが船内はＳＦチックな外見と比べると驚くほど普通で、電車とさほど変わらない内装に俺はがっかりしていた。しかし響子は素直に感動しているのか、高揚感いっぱいの表情を浮かべながら、先に座ったシャリアの隣に腰を下ろす。

　船が離陸するまで待つ間、シャリアが他の搭乗客を気にしながら、小声でこう言った。

「あ、そうですわ……途中、寄り道したい場所があるのですが、構いませんか？」

「わたしはいいよ。ストライプも別に大丈夫だよね」

「お前らに任せる。そもそも俺は目的地もどこか知らん」

「決まりですわね。ウフフ」

　シャリアはそこで、やけに嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

　何がそんなに愉快なのか。その理由は、次の一言でなんとなく分かった。

「──それでは、シャリアの家族をご紹介いたしますわ」

　その言葉ととも船内アナウンスが響き渡り、宇宙船は搭乗客の身体からだをわずかに揺らしながら、満天の星空めがけて離陸していった。







　シャリアの家族が住む家は、《ＬＯＲＩ》の宇宙移民支援活動の一環として建設された宇宙コロニーの中にある。

　その構造は《ＬＯＲＩ》本部とそう変わりない。ただ本部と比べるとかなり規模が小さく、少し野や暮ぼったい内装は都会の安マンションを思わせた。その上《居住スペース》の一つ一つは、あきらかに許容人数オーバーと分かるほど、多くの異星人でごった返していた。

「……おお、なんかすげー狭い。よくこんなところで暮らせるよなぁ」

「それでも昔に住んでいた場所に比べたら、ここは天国ですの」

　シャリアがぽつりと呟つぶやいたので、俺おれは不用意な発言を反省した。響きよう子こに『まったく、もう』と念話で呆あきれられてしまう。……いや、マジですまん。

　しばし歩いたのち、通路沿いに並ぶ扉の一つを前にしてシャリアは歩を止める。

「ここがシャリアの家族が暮らす部屋ですの」

　そう言ってシャリアは脇わきに設置されたパネルを操作し、インターフォンを鳴らす。すると中からガチャリと音が響き、彼女によく似た犬耳の少女が顔を出した。

「──シャリア姉ちゃんっ！」

「ただいまですの。お元気でいましたか？」

「うんっ！」

　少女はシャリアと見つめ合い、にっと笑みを浮かべた。

　間違いなくシャリアの妹だろう。見たところ六歳くらい、容姿はそのまんまシャリアを縮めた感じ。ぜひともランドセルを背負わせて戯れたいと思うほど、愛らしい少女である。

　そんな犬耳姉妹の微笑ほほえましい光景を眺めながら、響子は顔をほころばせていた。

「あれれ？　もしかしてキョーコ？　すごいっ！　キョーコだ！」

　響子に気づいたシャリアの妹が、大きな声を出して大興奮。

「え……？」と、響子はその反応に戸惑っていた。なんだかやけに人気である。

「キョーコ！　キョーコ！　可愛かわいいっ！」

「あ、うん……ありがと？」

「シャリアたちは中に入ります。あなたはほかの子に声をかけてきてくださいな」

「分かったの！」

　シャリア妹は元気に返事をして、そのまま勢いよく外へ駆け出していった。

「あの子はお留守番していたみたいです。ひとまず中へどうぞ」

「あ、うん……じゃあ……」「……おう」

　お邪魔します──そう言って、狭苦しい部屋の中へと入っていく。




　シャリアの家族は九人。母、祖母、そして妹が七人。父は幼いころに亡くなっている。そのためかつては母が、今はシャリアも加わり、コロニーの外で出稼ぎをして家計を支えているという。放浪生活を長く続けていたためか、シャリアと家族の絆きずなは相当強いようだ。しかしそれゆえ彼女は、家族以外の人間を必要以上に警戒する──いわゆる内弁慶になってしまったというのだから、皮肉なものである。

「狭いところですが、どうぞゆっくりしてくださいな」

「あ、はい」「どうも」

　そう言って俺おれたちを迎えてくれたのは、シャリアの祖母だ。あまり家にいない母親に代わり、今は祖母である彼女が、幼い妹たちの面倒を見ているという。

「シャリア、元気にしていたかい？」

「ええ、ばあやも……お元気そうで何よりですの」

「あなたはシャリアのお友達？」

「あっ！　はい！　響きよう子こといいます」

「響子ちゃんね、いい名前だわ。この子はちょっと素直じゃなくて申し訳ないのだけど、どうか見捨てないでやってくださいね」

「ば、ばあや！　キョーコに変なこと言わないでくださいまし！」

「……あははは」

　二人のやり取りに響子が困ったような笑いを浮かべていた。そこで俺も「響子のパンツ、ストライプです」と挨あい拶さつすると、ばあやは「おやまぁ」と少し困惑していた。

　そのあとはしばらく、卓を囲んで取り留めのない会話を交わした。

　やがて最初に見たシャリアの妹が、外に出ていたほかの妹たちを引き連れて戻ってきた。

　総勢七人の幼女──もれなくシャリアの縮小版。年も同じくらいで、並んでいても見分けがつかないほどよく似ている。姉であるシャリアですら名前を間違えるというのだから、彼女らの面倒を毎日見ているばあやは、さぞ大変なことだろう。

　妹たちはどかどかと部屋に入ってくるなり、ただいまの大合唱を披露した。そして順番にシャリアへ抱きついていく。それが終わると今度は、一斉に響子のところへ群がった。

「キョーコ、キョーコ、キョーコ！」「本物のキョーコだ！」「すごい！」

「え、ええええ？　はい、わたしは響子ですけど……」

「こら、おやめなさい、あなたたちっ！」

　七人の幼女にもむくちゃにされる響子は、小人たちに囲まれた白雪姫のようだ。

　シャリアが慌てて妹たちをなだめようとするが、思うようにいかない。姉といえど、このいたずら小人たちの制御は難しいらしい。やがてばあやが頃合いを見計らったように、

「ほら、お客様が困っているでしょう？　こういうときはどうするのでしたっけ？」

　と一声かけた。すると妹たちは兵士のように整列し、右から順に挨あい拶さつをはじめる。

　アリア、カリア、マリア、メリア、フィリア、リリア、サリア──次々に名乗っていくが、姿がそっくりな上に名前も似ているので、どれが誰だれかまでは覚えられない。

「わたしは姫ひめ川かわ響きよう子こ。シャリアさんの……お友達です」

　響子は姿勢を正し、礼儀よく挨拶を返した。『お友達』という単語に反応してシャリアの耳がぴくっと動く。たぶん照れているのだろう。彼女の感情の機微は、耳や尻尾しつぽを見ているとよく分かる。俺おれも響子に倣ならい、ふわっと宙に浮いて、小さな妖よう精せいたちに挨拶する。

「パンツのストライプだ。よろしくな、ガキども」

　シャリアの妹たちは俺を見て、しばし呆ぼう然ぜんとした。

「パンツだ……」「浮いてる」

「さすがキョーコのパンツ！」「すごい！」

「フッハハハ！　そうだ、俺がパンツ様だ！　いつも響子の股こ間かんを──」

　調子に乗っていたら、響子の手が伸びてきた。

「おい、なんだよ。いきなり端をつかむな」

「小ちっちゃい子の前で変なこと言わないでよっ！」

「俺がパンツなのは事実だ！　ほらほら、幼女たち。今は白パンでもいいけど、大きくなったらしまパンを愛用するんだぞ。しまパンはいいぞ。男はみんな俺みたいにキュートなしまパンが大好物だか──ぐえ」

　言葉の途中で思いっきりねじられた。痛みはないものの、響子の表情を確認すると、わりとマジで怒っていた。あ、これちょっとヤバイかも……。

　しかし後悔したときにはもう遅く、そのやり取りを見ていた妹たちがどっと笑いだした。響子の顔は耳まで真っ赤に染めあがり、恥をかいた怒りは全て俺にぶつけられた。

「──ぎゃあああああ！　待て待てそんな引っ張るとさすがに千切れるっ！　おおおうっ！　なんかやべえぞぉおっ！　ちょっとマジかよ俺こんなに伸びるのかよっおお！」

「なんでいつも変なこと言うのよ！　わたしをからかって遊んでるでしょっ！」

　実際、そのとおりである。だけどな、お前もそうやって反応するから、ドツボにハマるんだぜ？　現にほら、ここにいるみんな、俺たちの漫才で大爆笑じゃないか。

　……なんて言ってみたら、響子はさらに逆上し、俺を部屋の床に叩たたきつけた。







　そのあとしばらくバタバタしていたが、今はそれも落ち着き──響子とシャリア、向かいにばあやが座って、三人はまったりとお喋しやべりしている。

　その間、俺は宙に浮きながら、七人の妹たちの子守りをしていた。

「へえ、キョーコさんは地球という惑ほ星しから来なさったのですか」

「はい」

「ずいぶん、遠いところなのでしょう？　あなたも大変でしたのねぇ」

「いえいえ。おかげでシャリアさんと知り合えましたし、ここまで来て本当によかったと思っています。ね？　シャリアさん」

「…………は、はいですの」

　持ち前の愛あい嬌きようを発揮し、早くもばあやと親しげに話す響きよう子こ。その横で借りてきた猫のようにはにかみ、言葉を濁すシャリア。これではどちらがお客様か、分かったものではない。

「些さ末まつなものですが、どうぞお食べになって」

　ばあやはそう言って、響子にテーブルの上にあるお菓子を勧めた。マフィンや甘食に似た、ふっくらとしたパンのようなものだ。

　響子はそのうちの一つをほおばると、「おいひいれす」と感想を言った。その様子を無言で窺うかがいながら、シャリアもお菓子に手を伸ばす。そこでばあやがくすりと笑った。

「シャリアは昔からこれが好きでねぇ。ほらほら、あなたも久々に帰ってきたんだから、たんとお食べ」

「ば、ばあや……あまりそういうことは言わないでくださいましっ！」

「いやいや、だってねぇ。あなたがお友達を連れてきたのなんて、はじめてだから」

「あはは、シャリアさんらしいね」

「ちょっとそれ、どういう意味ですのっ！」

　……なんだか、あちらも楽しそうである。

　しかし俺おれはその語らいに交わらず、幼女たちの子守りに専念していた。

　彼女らの背丈でもぎりぎり届く高さで浮遊し、時折あえて隙すきを見せ、相手を誘う。そして向こうが手を伸ばしてきたところで、ひょいとかわすのだ。

　そうやって捕まらないようにする遊び──名付けて『パンツ鬼』である。

　彼女らにとって、俺は恰かつ好こうの遊び道具。そして俺もまた、合法的に幼女と戯れることができる。その関係の、なんと素晴らしいことか。

「ほうらウェンディたち。ピーターパンを捕まえてごらん。もしそれができたなら、君たちのネバーランドをぼくが優しく包んであげるよ。ラララーラーラッラーラー♪」

　幼女たち相手にふざけていたら、響子がこちらを一睨にらみしてきた。あの様子なら、あとで拷問をいただけるかもしれない。……それを期待するのも、どうかとは思うが。

「あ、そーだ！　キョーコキョーコ！」

　一番落ち着きのなさそうな子が、おしゃべり中の響子の元へ駆け寄り、そのひざ元へ滑り込む。響子は彼女の愛らしい行動に顔をほころばせながら、

「えーと、お名前は？」

「マリア！」

「マリアちゃんね、なあに？」

「踊って！」

「……え？」

「キョーコのダンス見たい！　あれみたいにやって！　キョーコダンス」

「ええええええ？　あれってなに？　キョーコダンスってなに……？」

「ええ？　知らないの？　キョーコなのに？　踊ったのに？　なんで？」

　……よく分からない会話が発生している。響きよう子ことマリアは顔を見合わせ、お互いの頭上に疑問符を浮かべていた。ほかの妹たちもパンツ鬼をほっぽりだして、響子のところへ集まっていくので、俺おれもそちらへ向かうことにした。

「会報誌ありますわよね？」

　唯一、会話の内容を理解していたらしいシャリアが言うと、ばあやが奥の部屋から何かを持ってきた。たぶんあれが会報誌なのだろう。見た目はＤＶＤのパッケージに似ていた。シャリアは会報誌をパカッと開きつつ、何な故ぜか申しわけなさそうな表情を浮かべて言った。

「きっと、これが原因ですわ」

「原因？　ていうか……会報誌って何？」

「《ＬＯＲＩ》が発行している会報誌ですの。傘さん下かの企業、支援団体、それからこのコロニーのように組織の支援を受けている自治体に配られます。主に《ＬＯＲＩ》の活動内容に関する注意事項や、組織活動に貢献した方の特集記事が載せられていて──」

「ええと、つまり回覧板的なもの？」

　響子は会報誌の見た目からそう連想したのだろう。しかしシャリアは回覧板がどんなものか分からず、ぽかんとしていた。「それと似たようものだよ」と俺が口を挟んでおく。

　シャリアが会報誌の端末を操作すると──誌面にほわっと映像が浮かび上がる。これもホログラム映像なのだろう。端末のナビらしいミニチュアキャラクターの解説が始まった。

　しかしシャリアはそれを即座に飛ばした。それから数度、様々なミニチュア映像が浮かび上がるが、それらも宙を流れるように、彼女の手によって飛ばされていく。

　そのうちに見覚えのある姿が浮かび上がる。そこでシャリアは操作を止めた。

「これって……わたし？」

「響子だな。しかもこの衣装……」

　盤上に浮かび上がった響子は、青と白のしま模様のエプロンドレスを着ていた。

　彼女がこの衣装を着たのは一度きりだ。次に何が起こるかはすぐに察しがついた。

　音楽が流れ、響子のミニチュアがたどたどしく踊りはじめる。

　やはりこれは、あの一発芸披露大会の記録映像なのだ。

　映像を眺め呆ぼう然ぜんとする響子、そこに追い打ちをかけるようにシャリアは言った。

「今月の会報誌の目玉特集ですの。《至高の乙女ベスト・パンテイスト》姫ひめ川かわ響子の創作ダンス。この記事をきっかけに、子どもたちの間で今、キョーコダンスは大人気で──」

「あ、あははは……」

　いわく、あの一発芸は宇宙規模で広まりつつあるらしい。……さすがにここまで来ると諦あきらめがつくのだろうか。響きよう子こは半狂乱になったりせず、ただ、力なく笑っていた。

「黒歴史だろうが、社会性を得られれば、それはもう功績だろ。なあ、響子。この際だし、このビッグウェーブに乗っかっちゃえよ。だって、ほら──」

　響子の周りには七人の妹たちが群がり、今もしきりにダンスの催促をしている。その瞳ひとみには悪意のかけらもなく、ただ純粋に、『響子』を求めていた。

「うん、そうだね……よし、それじゃみんな、踊ろう！」

　響子はそう決心を固め、七人の妖よう精せいたちと輪になって踊り出した。ためらいがちにシャリアも加わり、愉快そうに笑いながらばあやも加わる。最後に俺おれが宙を舞いながら加わって、みんなでキョーコダンスを踊った。

　不思議なことにこんな簡単な踊りだけで──生まれや種族や時間を超えて、お互いに心を通わすことができたのだ。




　こうして楽しい時間はあっという間に過ぎ去り、俺たちはシャリアの家族と別れた。

　帰り際、ばあやが響子に「いつでもまたいらしてくださいね」と、見送ってくれた。

　地球とここは、想像すらできないほど遠い。次に来る機会は、たぶんないだろう。

　それでも響子はほがらかな笑みを浮かべ、こう返した。

「ええ。きっとまた、来ます」

　そんな響子の姿を、シャリアが寂しそうに眺めていた。

　楽しい時間を分かち合えば、それだけ、別離のときは悲しい。

　果たしてその痛みに、この少女は耐えられるのだろうか。

　俺は不意に、そんな不安に駆られた。







　案の定、不安は的中し、その兆候はすぐに現れた。シャリアの元気がなくなったのだ。話しかけてもどこか上の空、耳と尻尾しつぽをしぼませながら、時折、思い出したかのようにため息を吐つく。そんな彼女を見かねたのか、響子が不自然なほど元気な声で、

「次はどこに連れていってくれるの？」

「え……あ、はい。そろそろいいお時間ですので、目的地へ向かいましょう」

「うん！　それじゃレッツゴーッ！」

　道も分からないくせに、響子はシャリアの手をぐいぐい引っ張って、駆け足で歩き出す。その心遣いを感じてか、シャリアは困ったような笑みを浮かべる。

　俺おれも響きよう子この手て鞄かばんではなくシャリアの頭上にぽんと乗り、彼女に小声で囁ささやいた。

「今は楽しくだぜ、シャリア」

　シャリアはこっくりとうなずいたものの、その表情はいまだ浮かない。

　道中、響子が「で？　どっち？」と頻繁に聞くので、自然と先頭はシャリアに切り替わる。そうして再び犬耳少女に導かれ、俺たちは見知らぬ道を行く。

　宇宙コロニーから発着場、そこからまた別の宇宙駅へ向かい、船を乗り換えながら、幾多の星々をまたにかける。宇宙船に乗っている間、響子は何度も話題を振って、会話を弾ませようとした。しかし当のシャリアは相あい槌づちを打つばかりで、いつもの調子ではない。

　そんな二人の様子を眺めつつ、俺はスマホの着信をチェックしようと響子の鞄を漁あさる。が、そこでぺしっと叩たたかれた。響子が非難のまなざしを向けていた。

　……いや、パ○ドラやるつもりじゃないって。ちょっとは思ったけどさ。







　やがて一行は小さな宇宙駅にたどり着く。ここは観光の穴場らしく、今はあまり使われていない旧式の小型船で宇宙遊覧を楽しめるという。船内は小規模ながら設備が整っており、操縦士は専属の元宇宙航海士が着いている。そのため、遊覧中の事故は万に一つもない。少し元気を取り戻したシャリアが、そう解説してくれた。

　しかしその解説を聞いて、俺はいやな予感を抱いた。彼女の言う『万に一つもない』という部分にである。本部に来る前はワープ事故が発生したし、《適性審査》も危うく不合格になるところだった。そんな経緯もあり、事前に太鼓判を押されると逆に不安になるのだ。

　シャリアが契約の手続きをしに受付窓口へと向かったので、その間、俺は響子に今後の詳しい予定を訊たずねた。どうやら専属契約した宇宙船で、この界かい隈わいの名所をぐるっと回るらしい。船は貸切りだから当然、俺たち以外に客はなし。それはまあ、いいとして。

「──はあ？　宇宙船で一泊だって！　それって危なくないか？」

「なんで？」

「なんでってそりゃ……ここは宇宙だし、俺たちだけで一泊なんて……」

「平気でしょ、シャリアさんもいるんだし」

　響子はのんきにそう言うが、大人がいなくて大丈夫だろうか。ますます不安になってくるが、そこでシャリアが戻ってきて、尻尾しつぽをぱたぱた振りながら、

「準備ができましたわっ！」

　と、はしゃぐので、俺はもう何も言えなくなってしまった。

「ほら、シャリアさんも元気になってきたし、もう変なこと言わないでよ」

「……あ、ああ」

　しかしこのときにもっと、彼女たちに強く訴えておくべきだったのだ。

　そうしておけば、あんな恐ろしい事態には陥らなかったかもしれない。

　自覚が足りなかった。

　俺おれたちは今、《ＬＯＲＩ》の目の届かない場所にいて。

　響きよう子こは《至高の乙女ベスト・パンテイスト》として──常に《リバース》に狙ねらわれているのだと。







　宇宙船が離陸する前、今回の旅に同行する宇宙航海士が挨あい拶さつにきた。その人がやたらとイケメンだったので、俺はまた不安を募らせる。かつての竜りゆう同どう院いんくんといい、イケメンにいい思い出はない。だが、根がミーハーな響子はイケメン航海士に大はしゃぎだった。

「みなさんにはこの素晴らしい大銀河の……ヒョッ！　壮大な景色を堪たん能のうしていただくべく、この私が……ヒョヒョッ！」

「ヒョ……？」

　イケメン航海士の挨拶に混じる奇妙な喉こう音おんが気になって、俺は思わずツッコミを入れた。元航海士ゆえに異星人の多様さには慣れているのか、彼は喋しやべるパンツに戸惑いもせず、

「失礼いたしました……今日は朝からしゃっくりが止まらなくて……ヒョッ！」

「あははは」

　響子がその滑こつ稽けいさに可愛かわいらしい声を出して笑っていた。

　……くそ、イケメンの前だと態度が違いやがるっ！

「そういえば、以前この船を担当していらした方は、今日はどうなさったのですか？　ここに来たときは、いつもお世話になっていましたのですが……」

　いわく、今日の航海士さんはいつもと違う人だという。普段は彼のようなイケメンではなく、年配の人だったらしい。シャリアはその人の姿が見えないのを少し気にしているようだ。

「ええ、実は……ヒョヒョッ！　いつもこの船を担当している航海士は休業中でして……ウヒョヒョ……！　本日は代わりにこの私が……ヒョヒョ!!!」

「そうですかぁ。でも、代わりにあなたみたいな素敵な方が来てくれてラッキーですっ！」

「まあ、そういう考え方もありますわね」

「いやいや、私めはそんな……ウヒョヒョィ！」

　二人の媚こびた態度にイケメン航海士さんは恐縮していたので、俺は思わずぶっとばしてやろうかと思った。

　しかしイケメンとはいえ、その腕はたしからしい。宇宙船は危なげなく離陸した。

　船窓に映し出される景色はみるみるうちに星の海へと変わり、幾多のきらめきを後ろへ流していく。そうやって宇宙船は、途方もない距離を一瞬にして駆け抜けていった。




　宇宙観光の名所はなかなか見どころがあった。

　この界かい隈わいは比較的マイナーで、他よ所そへ行けばもっとすごいものが見られるらしい。だが、地球から来た俺おれたちにしてみれば、船窓から眺める景色はどれも十分すぎるほど刺激的だった。そのあまりの雄大さに、響きよう子こともどもめまいを起こしそうなほどだった。

　一通りの名所を巡ったあと、宇宙船は小さな衛星の地表に降り立った。そこは大気がなく、月に似ていた。今日はここで停泊し、明日の朝、宇宙駅へ帰還するという。

　現在は宇宙の標準時間（そういうのがあるらしい）で、ちょうど四時ごろ。これから夜までは、船外に出て地表を探索するレクリエーションが予定されている。

　イケメン航海士が宇宙服の準備を始める中、俺は響子に言った。

「そうだ、お前は俺を穿はいていれば宇宙服なくても大丈夫だからな」

「え、そうなの？」

「ああ、パンツ生命体の環境適応能力は《所有者オーナー》にも適用される。パンティストの恩恵は、身体強化と肉体再生だけじゃない。ほかには、ほら……お前はシャリアたち異星人と、普通に日本語で会話しているだろ？」

「あ、そういえば」

「今ごろ気づいたのか。それも俺たちの持つ優れたパンツ言語能力のおかげだ」

「パンツ言語能力……」

　響子は呆あきれたような声を出す。そのおかげでシャリアともストレスなく会話できるのだから、少しは感謝してほしいところである。ちなみに《所有者》は常にパンツ細胞の影響下にあるため、俺を穿いていなくとも響子は異星人と会話できる。環境適応と自動翻訳──それもパンティストの優れた能力なのだ。しかし、そう説明したにもかかわらず、

「……って、宇宙服着るのかよっ！」

「せっかくだし。それに生身で外に出るの、ちょっと怖いもん」

　なるほど。たしかにその気持ちも分からないではない。

　準備を終えて宇宙服に着替えたシャリアと響子、そしてイケメン航海士が、衛星の地表へと降り立つ。俺は三人のあとを浮遊しながら追いかけつつ、少しそわそわしていた。

　宇宙服を着ているとはいえ、外は危険である。何事もなければいいが……。







「はあーっ！　楽しかったね！」

「ね、気持ちいいでしょう？　安全だと頭では分かっていても、外に出るとやっぱり緊張しますものね。だけど、そのドキドキも衛星探索の醍だい醐ご味みですのっ！」

「私としましても、みなさんに楽しんでいただけて光栄に思います……ヒョッ」

「あれ？　どうしたの、ストライプ。楽しくなかった？　ずっと黙ってるけど」

「あ、いや……むしろすげー楽しかったが」

　……本当に何事もなく終了してしまった。

　やはり杞き憂ゆうなのだろうか。昔からよく「お兄ちゃんは心配性なのよ！」と響きよう子こに言われているしなぁ。もう少し、気楽に構えておくとするか。

「ヒョヒョッ！」

「あれ？　航海士さん、まだしゃっくり止まらないんですか？」

「いえいえ、お恥ずかしいかぎ……ウヒョヒョ！」

　こいつのしゃっくり、前よりひどくなっていないか？　すげー気になる。

　それに以前、これと似たような喉こう音おんを聞いた覚えがあるような……。

「それではみなさん、このあとは船内の施設を存分にお楽しみください。お食事、レジャー諸もろ々もろ、全て自動式のセルフサービスとなっております。私は操縦室に待機しておりますので、何かありましたら、気軽にお声をかけてください」

　航海士はそう説明したあと、操縦室へと消えていった。

　水入らずになったところで、俺おれは二人に訊たずねる。

「えーと、これからどうする？　とりあえず部屋の位置を確認して──」

「船内の探索しようよ。なんか色々あるっぽいし」

「それがいいですわっ！　遊べる場所はたくさんあります。シャリアが案内しますの！」

「……お、おう」

「ガイドよろしくね、シャリアさん」

「任せてくださいましっ！」

　シャリアはそう言うなり尻尾しつぽをぶんぶん振りながら、響子の手を引っ張っていく。

「──はい！　ここがシャリアたちの部屋ですの！　ほかにもいくつかありますけど、全員同じところで大丈夫ですわよねっ？」

「おーう」「いいでーす」

「はいはい、さあさあ！　荷物だけ置いてっ！　さっさと次行きますわよっ！　ここの設備を堪たん能のうするには、一月あっても足りないくらいですからっ！」

　何か心境の変化でもあったのだろうか。船に乗る前はあんなに元気がなかったのに、今のシャリアはかつてないほどテンションが高い。完全にお散歩中の犬である。先走る彼女の制御を早々に諦あきらめた俺と響子は、されるがままに船内をめまぐるしく回っていく。

　旧式の小型船とはいっても、そこはやはり宇宙船。船内はちょっとしたレジャー施設ほどの広さがあった。実際、設置されている設備も遊戯用のものばかりだった。無重力状態の空間でアンドロイドとフットサルに似た競技をして遊んだり、ホログラム映像を利用した仮想空間内で冒険気分を味わったり──人を楽しませることに特化した近未来的な遊戯の数々に俺おれと響きよう子こは魅了され、まさしく時を経つのも忘れるほど、熱中した。

　その異変に気づいたのは、船内の自動配給式の食堂で夕食を取っていたときだ。二人が例の不ま味ずそうな宇宙食を食べている間、テーブルの上で暇を持て余していた俺は、ふいにかすかな振動を感じたのだ。

「あれ？　今の地震か？　ちょっと揺れたけど」

「あ、ほんとだ。なんだろ」

「……気のせいですわ」

　姦かしましいほど際限なく喋しやべっていたシャリアが急に声のトーンを下げ、それきり黙り込んでしまう。響子がその様子を心配して声をかける。

「シャリアさん、どうしたの？　具合悪い……？」

「いえ、このとおり元気ですわっ！　小衛星でも地震はあります。スト様はいちいち細かいことを気にしすぎですの」

「そうかなぁ。あ、また揺れた」

　こう頻発するのでは少し気になる。何もなければいいが、一応、外の様子を確認しておこう。ふわっと宙に浮いて俺がその場を離れると、シャリアが「あっ！」と声をあげた。

　……嫌いやな予感がした。船に乗るちょっと前辺りから、シャリアの様子はおかしかった。元気を取り戻したのかと思っていたが、それにしてもテンションが高すぎる。

　それに今の反応。あれはまるで、何かを隠そうとしているようではないか。

　食堂の壁際に向かい、そこに設置されたパネルを操作する。仕組みは本部のものと同じだったので、俺でもなんとか扱うことができた。

　入る前に確認したガイドによると、ここは宇宙船の外壁に面しており、パネル操作で壁を透明にすれば、船外の景色を一望できるという。俺はそれで地表の様子を確認することにしたのだ。やがて食堂の白壁は消え──満天の星空が現れた。

「あれ？　またホログラム？」

「…………」

　眼前の景色にぽかんとする響子。そして沈黙を保ったままのシャリア。

　響子が勘違いしたのも無理はない。船が停泊しているのは衛星の地表上だ。本来ならば、外には味気ない赤褐色の荒野が広がっているはずである。

　だが、現実はそうではない。そしてこれは、ホログラム映像でもないだろう。

「……シャリア。なんで俺たちは今、宇宙にいる？」

「二人に内緒で、予定を変更しただけですの」

　シャリアは静かにそう答えた。響子が口を挟む。

「えっ、そうなの？　でも、なんで……」

　──そんな顔、しているの？　そう言いたかったに違いない。

　シャリアは、まるで叱しかられる直前の子どものようにぷるぷると震え、涙ぐんでいた。

　ただ予定を変えただけでこんな顔になるはずがない。何かやましいことがあるのではないか。テーブルの上にあった宇宙食の容器を押しのけて、俺おれはシャリアの前に着地する。

「ちゃんと話せ」

「……そんな怖い声、出さないでくださいまし」

　響きよう子こが「急にどうしたのよ、ストライプ」と言っていたが、今は放っておく。

　俺はもう一度、今度はより強い口調で問うた。

「どう予定を変えたのか、きちんと話せよ」

「……受付で、オプションの宇宙漂流ツアーにもチェックを入れただけですわ」

「ふぇ？　宇宙漂流ツアー？」

　響子は何気なく言っただけだろうが、俺は漂流という単語に不穏な気配を感じ取った。シャリアはなおもうつむいたまま、変更された予定について説明を重ねる。

「ええ。衛星の地表ではなく宇宙空間に停泊、そう変更するだけのオプションですの。その関係で、今後の予定は多少ずれますけど……問題ないでしょう？」

「問題ないかどうかは聞いてみなけりゃ分からん。で、予定からどれくらいずれる？　具体的に言ってくれ、シャリア」

「…………ですの」

　声が小さすぎてよく聞こえなかった。しかしその表情で、なんとなく察した。

　そこに重要な問題が隠されているのだ。

「悪い、よく聞こえなかった。もう一度言ってくれ」

「…………」

「シャリア！」

　彼女は説明した。具体的に、どれくらい予定がずれるのかについて。

　響子が「えっ？」と意表をつかれたような声をあげた。俺に至っては声すら出なかった。

　困ったことに、悪い予感にかぎってよく当たるのだ。

「──一か月だって？」

　否定してほしかったが、シャリアは小さくうなずいた。

　そして開き直ったのか、顔をあげると、急に元気な声を出してこう言った。

「心配いりません。船内には楽しい設備がいっぱいあります。一月なんてあっという間ですの！」

「おいおいバカ言うな。ありえないだろ。なんでそんなことしたんだよ、シャリア」

「ちょっとそれどういうこと……。それじゃ学校始まっちゃうよ……」

「まあまあ、二人とも落ち着いてくださいまし。宇宙観光がたったの数日で堪たん能のうできると思いまして？　これはシャリアからの、ちょっとしたサプライ──」

　場の空気が凍っているのを感じて、シャリアは途中で言葉を止める。彼女も、自分が間違いを犯していると理解しているのだ。状況を把握してなんとか心を落ち着かせた俺おれは、もう一度シャリアに問うた。決して、責めるつもりはなかった。

「……なんでそんなことをした。シャリア」

　だが、それがいけなかった。シャリアは俺に責められていると感じたのだろう。

　そうした理由なんて──分かりきっていたのだから。

「そんなの決まってますの！　この宇宙観光が終わったら、響きよう子ことスト様は自分の星に帰ってしまうでしょう？　でも……シャリアはまだ二人と──」

「き、気持ちは嬉うれしいけど、それはちょっと、困るよ……」

　響子は言いにくそうにそう告げた。きっと、本音なのだろう。

　でも──だからこそ、シャリアを傷つける。

「なあ、シャリア。たしかに、俺たちはもうすぐお別れしなきゃいけない。だけど、それで終わりとは限らないだろ？　また会えるかもしれないじゃないか」

　出てきたのは、うわべだけを取り繕うような言葉だった。それは嘘うそと本音の中間で、都合のいい言い訳でしかない。

　チェッカーさんから聞いている。あのワープ装置はそう頻繁に使えないと。宇宙船も同様だ。少なくとも、私用で使える代物ではない。だから一度帰ったら、次に本部へ来れるのは、いつになるか分からない。

　シャリアにしてもそうだ。今回の研修が終われば、彼女もいよいよ《ＬＯＲＩ》構成員として本格的な活動を始める。そうなれば、私用の時間は作りにくくなるだろう。

「また会えるって、それはいつですの。具体的に言ってくださらないと分かりません」

　手痛い反論だった。約束はできない。そうする覚悟すらなかった。

「それは分からんけど、でも、信じていればきっとまた会える。それに今のお前は、ほかのみんなとうまくやれているじゃないか。だから俺たちがいなくても──大丈夫だ」

　シャリアの表情の変化に気づき、俺は心の底から後悔した。今のは完全に失言だった。

「大丈夫じゃないっ！　全然、大丈夫じゃないですのっ！」

　彼女は、泣いていた。耳と尻尾しつぽをピンと立たせ、怒りながら泣いていた。

「シャリアさん……」

「おい、落ち着け、シャリア」

「いいですよね、スト様とキョーコはっ！　特別だからっ！」

　その言葉で気づいてしまった。彼女の嫉しつ妬とに。その切実な願いに。

　シャリアは求めていた。俺たちを、いや、俺たちの──。

「でも、シャリアは違うっ！　そうじゃないっ！　二人はシャリアの特別なのに……シャリアは二人の特別じゃないっ！」

　そうじゃない。特別でないわけがない。でもその言葉が出なかった。俺おれと響きよう子こは、彼女といるために、ただそれだけのために、故地郷球や家族を、犠牲にはできない。

　俺たちには俺たちの生き方がある。シャリアにはシャリアの──。

「どうせ仲間外れになるならっ！　前と変わらないですの！　こんな気持ちになるなら……二人と出会わなければよかったですわっ！」

「──シャリアッ！」

　俺は叫んだ。しかしシャリアは泣きながら走り去ってしまう。慌ててその背中を追いかけるが、あまりに素早くて、すぐに見失ってしまった。

　仕方なく食堂に戻ってくると、響子も泣きそうな顔をしていた。

「お兄ちゃん……どうしよう」

「大丈夫だ。あれはあいつの本音じゃない。それに……」

　きっと分かってくれるさ──そう言おうとして、思いとどまる。

　俺は無責任だ。シャリアはあんなに求めていたのに、うわべだけの言葉で突き放してしまった。お互いの別離に納得している。そんなふうに、都合よく決めつけていた。

　……彼女のために、俺たちはいったい、何ができるだろうか。

　いくら考えても、答えは出ない。

　食堂の外壁が光を透過して、そこに壮大な宇宙を描いていた。

　今の俺には、星々までが、瞬またたきながら泣いているように見えた。







　このままでいても、らちがあかない。ひとまず部屋に戻ることにした。

　船内の各所に配置された地図を確認しながら、なんとか荷物を置いた部屋に帰ってくる。

　しかし案の定、そこにシャリアの姿はない。

　今、船が停留しているのは宇宙空間だ。さすがに外に出るとは思えない。彼女は船内に留とどまっているはずだ。そこまで広いわけでもないし、捜せばすぐ見つかるだろう。

　だが……見つけたとして、なんと声をかければいいのか。それがいまだに分からない。

「とりあえず、俺はスマホで外部と連絡できるかどうか確認してみる。響子は操縦室へ行って、航海士さんと今後のことについて相談してみてくれ。場所は分かるか？」

「うん、大丈夫。それじゃ行ってくるね！」

　響子も本調子ではないが、少し元気を取り戻したようだ。不自然に明るく返事をすると、操縦室へと向かっていった。

　響子を見送ってから、俺は彼女の手て鞄かばんを漁あさり、中に入れておいたスマホを取り出す。

　げ……電池が切れてやがる。完全に油断していた。

　俺は自力で《伸縮チヤージ》しパンツエネルギーを発生させ、それをスマホに充じゆう填てんした。この特殊仕様のスマホは、電力をパンツエネルギーで代用できる。しかしその手軽さゆえ、逆にうっかり充電を忘れてしまうことがたびたびあった。

　スマホが起動したので着信履歴を確認する。一件。続けてメールの履歴、これも一件。

　どちらもチェッカーさんからだ。メールの内容を確認してみる。




『ふおんなうごきあり　ねんのため　いちど　きかんすべし　ちぇっかー』




　相変わらずひらがなで読みにくいが、『不穏な動きがあるから一度本部へ戻ってこい』と書いてあるようだ。着信時間を確認すると、この宇宙船に乗る直前だった。俺おれはチェッカーさんに電話をかけてみる……が、繋つながらない。液晶画面にアンテナが立っていない。

　少し焦ってきた。嫌いやな予感もした。

　メールに書いてある『不穏な動き』とはなんだろう？

　文面からすると、切迫した状況というわけではなさそうだ。

　しかしこのメールが届いたのは船に乗る前、今はどうだか分からない。

　まさか《リバース》の刺客が俺たちを狙ねらっている、なんてことは──。

　俺は即座にスマホを鞄かばんに仕し舞まい、操縦室へと向かう。

　あそこには航海士さんがいる。最悪の場合でも、緊急避難信号は出せるはずだ。

　まずはこの状況から脱しなければ。







「ねえ、お兄ちゃん、なんか変なの……」

　操縦室で待っていた響きよう子こは、俺を見るなり不安そうな声を出した。ひとまず彼女のふとももに滑り込み、パンティスト状態になっておく。

　そして室内の様子を確認すると……なんだこりゃ。

「航海士さんがいないの。それに見てよ、これ」

「あの航海士が着ていた服か？　なんでこんなところに脱ぎ捨てられているんだ？」

　響子はかぶりを振る。分かるわけもないか。

　航海士さんの姿はなく、何な故ぜか服だけが操縦席に脱ぎ捨てられている。その不自然さに困惑しつつも、室内をさらに詳しく調べる……までもなく、もう一つの異変に気づいた。操縦室の一角から、うっすらと煙が発生していた。

「なんだこれ、ぶっ壊れているじゃないか！」

「うん、ちょっと焦げ臭いね……」

「ほかのは大丈夫そうだな。でも、ここにあった装置はなんだろ……？」

「分かんない。でも、わざと壊したっぽいよね、これ」

　……わざと壊す？　誰だれが？　何のために？

　俺おれの中で嫌いやな予感が少しずつ、かたちを作りはじめていた。

　仮にこの装置が非常用の通信機器だったとしよう。

　だとしたら、わざとそれを壊す理由とはなんだ？　俺たちを孤立させるためだろうか。

　誰がそんなことをやる？　シャリアか。まあ、その可能性も否定できない。

　しかしそんなことをしようものなら、航海士さんが止めるはずだ。シャリアが力ずくでぶっ壊すような荒っぽいことをするというのも少々考えにくい。

　そもそも、その航海士さんはどこに消えたのか。何な故ぜ、ここに服だけ脱ぎ捨てられているのか……そこまで考えたところで、ふいに地鳴りのような音が響いた。

　これは──内部で何かが爆発した音だ！

『ちょっと何今のっ！』

　響きよう子こが念話で叫ぶ。

　本当に、嫌な予感にかぎってよく当たる。俺は直感で、深刻な現状を把握していた。

『分からん。だけど、響子。覚悟を決めておけ』

『ふえ？　何の？』

『俺たちを狙ねらっているヤツが、この船の中にいるっ！』

『えええええっ！』

　俺たちはすぐさま、爆発音のした方角へと向かう。そうだ、これがチェッカーさんの言っていた不穏な動きの正体──《リバース》の刺客が、船内に潜んでいるのだ。

　脱ぎ捨てられた服が何よりの証拠である。男のパンティストが《伸縮チヤージ》するためには、ズボンを脱がなくてはいけないのだ。……やはりイケメンにはろくなやつがいない。

　俺は焦燥感を募らせながら、心底そう思った。

『あの航海士……あいつが敵のパンティストだっ！』

　このままでは、シャリアの身が危ない。頼む！　どうか無事でいてくれっ！







　爆発があったのは格納庫だった。ここには作業用ポッドや緊急避難用の脱出カプセルなどが収納されているため、船内のほかの場所よりもスペースが広く確保されている。

　だが今は、そこにあるはずのものがなく、実際の面積以上に広く感じられた。

　そんな寂しい空間で、シャリアとイケメン航海士は対たい峙じしていた。シャリアが入口側だったので、幸いにもすぐに合流できた。見たところ彼女に目立った怪け我がはなさそうだ。

「シャリアさん！」「シャリア！」

　俺たちが駆け寄ると、シャリアは対たい面めんの航海士を指差した。

「キョーコッ！　スト様！　あいつ……ヤバイですの！」

「やあやあ、みなさん……ヒョヒョッ！　やっとお揃そろいになりましたか……ウヒョッ」

　イケメン航海士──いや、《リバース》の刺客が不敵に笑う。

　彼は、パンツ一丁だった。

　黒地にカラフルなドット柄ビキニパンツ。見るからに怪しい、あれが本体だろう。

「シャリアが……見つけてっ！　あいつがっ……いっぱい壊して……ヘンタイで！」

「落ち着け、見りゃ分かる。どう見てもパンティスト──しかも、俺おれたちの敵だっ！」

　シャリアが必死にうんうんとうなずく。相当、テンパッているようだ。

　だが、これではっきりした。敵の刺客は操縦室で通信機を破壊したあと、ここに来て脱出カプセルを外に放出したのだ──俺たちをこの船に隔離するために。

　シャリアはその最中にヤツと遭遇し、そのまま戦闘になったのだろう。

「とりあえず……お前が無事で本当によかった」

「スト様……あの……」

　シャリアはそこで急に表情を曇らせ、何か言おうとしていた。

　喧けん嘩かしていたことを思い出したのか。しかし今はそれどころではない。

「話はあとだ。落ち着いてからにしよう」

「まずはあのヘンタイをなんとかしなきゃっ！」

　響きよう子こがシャリアの手を取って微笑ほほえみかける。それで安心したのか、シャリアの瞳ひとみに光が宿った。戦いの意志を秘めた二人の美しい戦士のまなざしが、熱く交差する。

「ヒョヒョ！　そろそろ、自己紹介してもよろしいですかねぇ」

「その必要はないぜ、《リバース》」

「やはり、その名もご存ぞん知じですか。ならば話は早い──ヒョヒョウ！」

　刺客は言葉の途中で素早く動き、パンツに手を突っ込んだ。そして何かをブーメランのように射出──危ないっ！　響子はパンツをパチンすると同時にそれを回避。だが、

「もっと距離を取らないとダメですのっ！」

　逆方向に回避したシャリアの声が響く。響子はとっさに腕を前に構えて防御した。

　直後、閃せん光こうとともに投げつけられた何かが破裂──側面からの衝撃波が響子を襲う！

「うぐっ！」

「キョーコ！　大丈夫ですか！」

　軽い火傷やけどを負ったものの、損傷は軽微だ。パンツ細胞ですぐに響子の肉体を再生させる。シャリアが敵の動きを警戒しながら、心配そうにこちらへ駆け寄ってきていた。

「敵の攻撃は爆発を伴いますの！　それを言っておくべきでした……」

「ううん、大丈夫……でも、あいつ……」

　響子が敵を一睨にらみする。自己紹介すると言っておきながら、不意打ちとは……。

「甘い甘い甘いですよぉ……ヒョヒョ！　敵を前にしておきながら、油断していたらダメでしょう。そもそも、あなた方はなっていない。私と最初に会ったときから、疑わなくちゃあ、ねぇ……？　こんなにウヒョウヒョ言っていたら、普通は怪しいと思いませんか？　いつバレるかとヒヤヒヤしていましたのにぃ……ウヒョヒョヒョヒョッ！」

　当人にそう言われるとまったく反論できない。響きよう子ことシャリアが心底悔しそうな顔をしていた。この娘さんたちは本当にイケメンに弱いから困る。

　しかし眼前の男はもはやイケメンどころか、完全に完かん璧ぺきな変態さんである。ウヒョウヒョ笑いながら、手を頭の後ろに当て、腰をクイクイ振っている。竜りゆう同どう院いんくんも相当なものだったが、こいつはアレとは別の意味でヤバい。

「私はパンツ変異体オーダーメイド。ただのパンツではない、神に選ばれた存在です……ヒョヒョ。今からあなた方に、私の素晴らしい芸術アートをお見せしましょう」

　……パンツ変異体？　刺客はオーダーメイドと名乗り、意味深な言葉を吐いていた。

　だが、その意味を考える間もなく、オーダーメイドは再びパンツに手を突っ込んだ。

　中から取り出したのは──やはりパンツ。間違いない、あれはパンテイムされている！

　股こ間かんで温ぬくもったパンツを、オーダーメイドは横投げで射出した。しかしそれほど速くはない。以前の響子ならいざ知らず、訓練によって劇的に強くなった今なら余裕をもってかわせる攻撃だ。間近に迫った敵のパンツが破裂するが、その種もすでに割れている。響子とシャリアは十分に距離を取って、その攻撃に対処していた。

「さてはお前……《パンチャー》だなっ！」

　俺おれの指摘を、オーダーメイドは「どうですかねぇ……ヒョヒョッ」とはぐらかす。

　だが、間違いない。それがヤツの流派スタイルなのだ。

　そこで響子とシャリアが口を揃そろえて「《パンチャー》って何？」と、聞いてくる。

「遠距離攻撃に特化した流派だ。すでに途絶え、幻の流派とされていたが……まだ存続していたとは！　通常の《パンチャー》はパンツのゴムを利用した高速射出を武器にするが、あいつはその変速型だろう。何らかの手段で、パンツを破裂させているんだっ！」

　俺は興奮しながらそう解説した。しかし響子とシャリアの反応は冷めていた。

「……へえ」「そうですの」

「なんだよ！　聞いておいてその反応は！　ああ、くそっ！　また攻撃が来るぞ！」

　オーダーメイドは両手をビキニパンツに突っ込んだ。さては二枚同時攻撃か。

「ヒョヒョヒョーッ！　さあ、これくらいは当然、かわせるでしょう！」

　ヤツ自身が言うようにたかが二枚。響子とシャリアは余裕でかわしてみせた。

　……どうもおかしい。

　攻撃が弱すぎるし、あの言動はまるで、こちらの力を試しているのかのようだ。

「ブラックウィドウがお世話になりましたからねぇ……それくらいの動きは想定内ですよぉ！　彼女はなかなか優秀で……ううーん、惜しい部下を亡くしました……ヒョッ！」

「部下……だと？」

　目の前の敵──オーダーメイドは《リバース》の幹部クラスなのだろうか。

　だとすれば、ヤツの実力はこんなものではない！

『気をつけろ。まだ何か力を隠しているはずだ……』

『うん。わたしも……きっとシャリアさんも、それを感じてるよ』

　響きよう子こが視線を向けると、シャリアはこくんとうなずいてみせた。さすが戦闘に関してだけは優秀だ。彼女の心配はいらないだろう。

　攻撃と回避を響子に任せ、俺おれは敵の挙動に集中する。

　オーダーメイドは何枚ものカラフルパンツを取り出し、妙なポーズを取りながら波状攻撃を仕掛けてくる。しかしそのどれもがウィドウと比べると生ぬるい。そもそも《パンチャー》の攻撃は遠距離からの狙撃──いわゆるヒットアンドアウェイが信条の流派である。こんな狭所、しかも逃げ場のない閉鎖空間で戦うというのは、絶対的に不利な状況だ。

　それなのに、ヤツはこの宇宙船を襲撃の場所に選んだ。自分に有利な状況で仕掛けることができる──それが奇襲をかける最大のメリットであるはずなのに。

　相手の思おも惑わくが推し量れない。オーダーメイドの行動には気になることが多すぎる。

　そうだ、気になるといえば……。

『響子、ヤツの胸を見ろ。あれ、気にならないか？』

『え？　何が？』

　響子は攻撃をかわしながら、オーダーメイドの胸元を注視する。

　彼女はそれに気づかないようだ。俺はもう一度、言った。

『乳輪だよ！　あいつの乳輪、すっげぇサーモンピンクだぞっ!!』

『はあああ？　──ぐえっ！』

　俺の言葉に気を取られ足を止めた響子に、敵のパンツが直撃する。小柄な身体からだは大きく吹っ飛び、格納庫の内壁に激突した。

　よろめきながらも彼女はすぐに立ち上がる。見かけほどダメージは受けていないようだ。

『今は戦闘中なのよっ！　ふざけないでっ！　危うく死にかけたじゃないっ！』

『あ、いや、でも、乳輪がきれいなのが気になって……。肌だってシミ一つないし、どんなスキンケアしたらあんなふうになるのかなとか、その……スマン……俺が悪かった』

　……響子はめちゃくちゃ怒っていた。シャリアが心配そうな顔でこちらを見るが、敵の攻撃を回避するだけで手一杯のようだ。響子は彼女に「大丈夫」と手で合図していた。

『まあ、それはともかく……敵はウィドウと同じ組織《リバース》のパンティストだ。ならばあの男はパンツに支配されているだけの、善良な美乳輪さんかもしれない』

『ちょっと！　その美なんとか言うのやめてっ！　わたしまで気になってきたからっ！』

　お前もけっこうムッツリだよなぁ……と言うのはやめておく。あとが怖い。

『オーダーメイドの動きを観察して気づいたことがある。俺おれたちを試しているようにも見えるが、実は自分の動きを確認しているんじゃないか？　一つ一つの動きがぎこちない』

『そういえば、さっきから変なポーズで攻撃してくるわね……』

『たぶん、宿主の支配が不完全なんだろう。いわゆる、新車に乗りたての状態だ』

『……今なら倒せるかもしれないってこと？』

『ああ、そうだ。操られている男はなるべく傷つけずに、パンツ本体だけを倒す。俺たちは人殺しじゃない。だったら絶対、そのほうがいいだろ？』

　響きよう子こがうなずく。敵の攻撃はいまだ拙つたなく、こうして話している余裕がある。しかし向こうが本気を出したら、それもどうなるか分からない。相手が油断し、宿主の挙動を試している──今がチャンスなのだ。

　俺が作戦を伝えると、響子はシャリアに素早く手信号を送った。研修訓練でそんな手段も覚えたらしい。完全ではないだろうが、シャリアもこちらの意図を理解したようだ。

　響子が敵の攻撃を引きつけ、その隙すきにシャリアが本体を狙ねらう──と見せかけて、実はシャリアが囮おとりで、響子が本体に攻撃する。

　ややトリッキーだが、二人の連携と俺のパンツ能力が合わされば、イケるっ！

「行くわよ！　このヘンタイパンティスト！　わたしの力を見せてやるんだからっ！」

「どうぞどうぞ！　私はそれを待っていたのですからぁ！」

　響子はかなりヤケクソ気味に相手を挑発した。それもそのはず、この作戦では彼女に絶対やってもらわねばならない、ある恥ずかしい行動があるのだ。

『お前の挑発で動きが止まったぞ！　今だ！』

『分かってるわよっ！　やるわよ！　やればいいんでしょっ！』

　響子はそう言って──パンツを脱いだ。

　ノーパン状態で《繊維体フアイバーボデイ》を右手の指に引っかけ、それをヌンチャクのように振り回す。

　これこそが武術の型を学んだことで会得した、俺たちの新しい流派だ！

「まさか……流派変更スタイルチエンジですかぁっ！」

「《至高の乙女ベスト・パンテイスト》の驚異的なパンツ適性を駆使すれば、戦闘中に流派を変えることすら可能になるっ！　《パンティーツ》モードになった響子の力、存分に味わえっ！」

　響子の流派変更によって、オーダーメイドの目の色が変わる。ぎこちなさは相変わらずだが、今までとは比べものにならないほど素早く、パンツによる波状攻撃を仕掛けてきた。

「そんなの、効かないからっ！」

　響子は手を前に出し、しまパンを風車のように回転させた。敵のパンツが眼前で破裂するが、その衝撃は全て高速回転する《繊維体》に阻まれる。

「ウヒョヒョ─ッ！　素晴らしい！　ウィドウの流派すら会得しているとはっ！」

　そう、これはかつてブラックウィドウが使っていた、パンツによるバリアである。

　強敵との死闘を糧とし、常に成長し続けるパンティスト──それが俺おれたちなのだ！

「ですが、パクるだけではだめですよぉ？　自分なりに発展させないとぉ──ヒョッ！」

「もちろんよっ！　見てなさいっ！」

　響きよう子こは空いている左手でオーダーメイドを指差す。どんな攻撃が来るのかとヤツが身構えた瞬間──側面からシャリアが蹴けりを放つ。戦っているのは、俺たちだけではないっ！

「チッ！　そういえばアナタもいましたねぇ……ヒョッ！」

「キョーコ！　今よ！」

　シャリアの掛け声を合図に、響子は下手投げでしまパン俺を射出した。

「行けぇ！　ストライプ！」

　指先から放たれた俺は回転の勢いに乗って加速、矢のようにオーダーメイドへ迫る。

　だが──。

「……残念ですねぇ。工夫が足りませんよぉ！」

　オーダーメイドはシャリアの蹴りをたやすくさばくと、腰に手を当てパンツをパチンする。そして射出された俺を受け止めようと両手を広げた。このままでは攻撃が通らない！

「だが！　それも承知の上だっ！　かかったな、オーダーメイド！　──ハッ！」

「……ヒョッ？」

　俺はオーダーメイドの手前で《繊維体フアイバーボデイ》を広げ、パラシュートのように減速。攻撃が寸止めされたことに、ヤツは戸惑っていた。

　むろん、ただ意表を突いただけではない。

　俺を射出すると同時に走り出していた響子が、敵のすぐそばまで迫っている。蹴りの間合いに入ったところで彼女は跳躍。その瞬間、響子、俺、オーダーメイドが一直線上に並ぶ。

　響子は空中でドロップキックの構え──《繊維体》を広げていた俺は彼女のふとももへ滑り込む──そこでパンツをパチン──そのままの姿勢でドロップキックを放つ──インパクトの瞬間、全パンツエネルギーを足先に込め──オーダーメイドに炸さく裂れつ。

「ウヒョッ……グばあああああああああァァァあアアアッ！」

　オーダーメイドは蹴りの衝撃で吹っ飛び、格納庫の外壁に衝突した。

　空中でパンツを穿はき、《パンティーツ》から《パンツァー》に流派変更しながらのドロップキック。これが俺たちの連携技──《空中合体ドツキング・ドロップキック》だ！

「やったぁ！　あれは絶対決まったよ！」

「すごいですわ！　キョーコ！　スト様！」

　予想外の攻撃をダイレクトに受けたオーダーメイドは、壁にめり込んだまま、ピクリともしない。油断していただけに、攻撃を防御しきれなかったようだ。

「だが、困ったことになったぞ……」













「え？」

「どうかしたですの？」

　響きよう子ことシャリアが揃そろって顔を見合わせる。

　俺おれたちの攻撃は見事に成功した。オーダーメイドは動かない。完かん璧ぺきにやっつけたのだ。

　ヤツに操られていた──罪のない美乳輪さんも含めて。

「あっ！　やっちゃった！」

「ああ、殺やっちゃったな……」

「…………ですの」

　しまった。連携がうまくいきすぎて手加減できなかった。

　オーダーメイドもとい美乳輪さんを確認すると、恐ろしいことに首が取れていた。

　はい、完全にアウト。

「証拠を隠滅するしかないですわ」

　シャリアが意外と冷静にそう言って、美乳輪さんの元へ向かう。

　こ、こいつ……死体を宇宙に放出して全部なかったことにするつもりだっ！

「おいおい、シャリア、待て待て！」

「大丈夫ですの。全部、シャリアがなんとかします…………あ」

　……あ？

　壁にめり込んだ美乳輪さんへ近づいたシャリアが、急に足を止めた。彼女はこちらに振り返り、真っ青な顔を向ける。その表情から、何かヤバいことが起きたのだと直感した。

「ヒョヒョヒョヒョヒョ──ッ！」

「どわああああああっ！」「いやあああああっ！」

「ぴぎいいいいいっ！」

　突然の笑い声に、俺おれと響きよう子こ、そしてシャリアが悲鳴をあげた。身体からだから離れ、床に転がる生首になった美乳輪さんが──狂ったように笑っている。

　……なんだこれ！　本気で怖いぞっ！

「お兄ちゃん、お化けがでたよぉ……」

「いや、待て。そんなわけないだろ……うん」

　恐慌パニツク状態の響子をなだめつつ、俺は冷静に状況を分析する。現在の美乳輪さんの状態を見て、そもそもの前提が間違っていたことに気づく。彼の身体は首がもげているにもかかわらず、血液を一滴も噴出していない。生首の状態で、まるで壊れたスピーカーのように、けたたましく笑っている。

　やがて笑い声は止まり、生首はもうもうと煙を吹き始めた。

　思えば、最初から様子がおかしかった。そうか、美乳輪さんは……

「いやはや、調子に乗りすぎましたかねぇ……この私が不覚を取るとは……」

「──えっ？」

　突如、倒したはずのオーダーメイドの声が響き、響子は驚きの声をあげた。

　シャリアに至っては声も出せないようだ。

　なんと──ヤツの声は彼女の股間から響いていた。

「ま、まさか……」

「やられた！　あいつは今、シャリアに寄生している！」

　よく見ると美乳輪さんの死体は下半身丸出しだった。シャリアが「──ぴぎぃっ！」と悲鳴をあげ、ドット柄のビキニパンツを脱ごうとする。しかしパンツは腰にぴっちり食い込んで剥はがれない。その行動を嘲あざ笑わらいながら、オーダーメイドは言った。

「お嬢さん、無駄なあがきはおやめなさい。《ビニューリン一号》が破壊されてしまいましたので、しばらくあなたのお身体を拝借させていただきます……フフフ」

　やはり……そういうことか。奇妙な喉こう音おんが混じる声、戦闘中のぎこちない動き、そしてやけにきれいな乳輪と肌。彼の特徴は、俺のよく知るあるものと酷似していた。

　それはずばり──パンツロイド。

　イケメン航海士の正体は、パンツ専用の操縦ロボットだったのだ。《ビニューリン一号》というのが、その名前なのだろう。俺の推測を裏付けるように、オーダーメイドは言った。

「あなた方はパンツロイドと呼称していましたっけ。《ＬＯＲＩ》製よりもずっと精巧でしょう？　発声器官の不具合で、ウヒョウヒョ笑ってしまう欠点を除けば……フフ」

「ああ、すっかり騙だまされていたよ……くそっ！」

《リバース》もパンツ専用ロボットを開発していたのか。それとも……。

「どうでしょう、ストライプさん。《リバース》に入れば、あなたも──」

　オーダーメイドは狡こう猾かつにもそんな提案をしてきた。それを俺おれは「お断りだ」と一蹴してやる。サーモンピンクの乳輪ボディが手に入るとしても、悪に手を染めるつもりはない。

　そんなことよりも早く、シャリアを助けてやらなければ。

「……スト様ぁ」

「待っていろ。今、なんとかしてやるから」

　そう言ってシャリアを励ましたものの──正直なところ、この状況をどうすれば打開できるのか分からない。オーダーメイドはすでに彼女の股こ間かんをぴっちり包み込んでいる。細胞レベルで食い込んだパンツは、そう易やす々やすと剥はがせるものではない。

「──それではネクストステージと行きましょうか。私の審査はまだ終わっていませんよぉ。《至高の乙女ベスト・パンテイスト》、そして相棒ストライプ！　その力をもっと見せてくださいっ！」

「オーダーメイドッ！　シャリアの心を支配するつもりかっ！」

「ひぃいいい！　助けてスト様ぁああ！」

　ブラックウィドウとの死闘──あの悪夢の記憶が蘇よみがえる。

　だが、オーダーメイドは即座に俺の言葉を否定した。

「やめてくださいよぉ。それはウィドウのやり方でしょう？　私は人質を取って相手をいたぶるような、下劣な手段は好みません。このオーダーメイド、パンツでありながら紳士。常にフェアプレイの精神を忘れない、高貴なパンツですからぁ！」

「そんなこと言って、さっきは不意打ちしてきたくせにっ！」

「あれは《至高の乙女》、あなたの反応速度を試しただけのこと。私、本来のやり方ではありません」

「ふざけるなっ！　フェアプレイがしたいのなら、まずはシャリアを解放しろっ！」

「フフフ……そうはいきません。私はまだ、あなた方と遊びたいですからねぇ」

　シャリアの股間で飄ひよう々ひようと笑うオーダーメイド。その真意が分からない。俺たちの力を試すようなやり方、それにこの余裕。ブラックウィドウと同じ──いや、それ以上に厄やつ介かいだ。あの恐るべき殺人パンツにはない、得体のしれない不気味さがある。

「あなた方には、これから私とゲームをしてもらいます」

「は？　なんだそれ」

「もしそれに勝利すれば、このお嬢さんを解放しましょう。ゲームには景品がつきものですからねぇ。きっと、盛り上がりますよぉ……フフ」

　ゲームに勝つ──それだけでシャリアは解放されるのなら、願ってもない提案だ。

　しかし、だからこそ不安に駆られた。

《リバース》の幹部ともあろうものが、それだけで終わるはずがない。

「で、もし俺おれたちが負けたらどうなる？　どうせ、ろくなことにならないんだろ？」

「もちろん、ペナルティはあります。そのほうが緊張感もあっていいでしょう？」

「そんな御託はいいっ！　さっさと言え！」

「……無粋なお方ですねぇ。まあ、いいでしょう。まずはこのビキニパンツの能力について、説明しておきます。この《繊維体フアイバーボデイ》は少々特殊でして──ほら、このように！」

「──うぎぃっ！」

　シャリアが悲鳴をあげた。

　ビキニパンツ──オーダーメイドが、彼女の腰を強く締めつけている。

「そんなっ……ひどいっ！」

「まさか……シャリアを絞め殺すつもりか！」

「いえいえ。ですから、私はそんな無粋な真ま似ねはしませんって」

　オーダーメイドはシャリアを苦しめつつ、俺たちの反応を見てさも愉快そうに笑う。

　やはりこいつもウィドウの同類──他者を蹂じゆう躙りんすることに愉悦を感じる、根っからのクソ野郎だ。高貴な紳士を自称する下劣なサディストは、なおも話を続けた。

「あなた方が敗北した場合、このパンツを用いた芸術アートを披露してさしあげます」

「え？　芸術鑑賞するだけでいいの？」

　響きよう子こはたぶん、素すでボケている。彼女ほど純粋でない俺は、その芸術はかなりヤバい代物だろうと推測した。案の定、ヤツは言った。

「ええ、さきほどお見せしたでしょう？　私の芸術を。あれをさらに大がかりにしたものですよ。このビキニパンツは、本来ならば外へ拡散していくパンツエネルギーを、内部へ圧縮させることができます。その力を使うとどうなるか……分かりますかぁ？」

　響子は首をかしげていた。代わりに俺が答える。

「逃げていくはずのエネルギーを閉じ込めても、結局は外部に放出される。器の耐久値が限界を超えるからだ。そうなると、溜ため込んでいた膨大なエネルギーが一瞬にして外へ放出され……まさか……っ！　くそ……マズい！」

　オーダーメイドの言う芸術が何なのか。それを理解して、俺は戦せん慄りつした。

　思い返してみれば、ヤツはずっと使っていた。

　芸術というの名の──攻撃を。

　物わかりの悪い響子が、「……つまり、どういうこと？」と聞いてくる。

　シャリアも苦しみながら、救いを求めるようにこちらを見る。

　俺は二人に恐るべき事実を告げた。




「このままだと……シャリアの股こ間かんが爆発するっ！」





六章　パンツ、爆発バクハツ







　シャリアの股間に取りついたオーダーメイドもとい──《パンツ爆弾》。その爆発を防ぐためには、生地につけられたロックを解除し、細胞の収縮を止めなければならない。

　要するに、爆弾の解体処理だ。

「細胞の収縮を止めるのは簡単です。ロックを解除し、生地に触れるだけでいいのですから。そうすれば自動的にパンツのゴムが切れ、エネルギーはゆっくりと外へ拡散していきます。ですが、ロックの解除は大変ですよぉ。かなり複雑に組み込みましたからねぇ……」

「おい、ちょっと待て。俺おれたちに爆弾解体やパスワード解析の知識なんてないぞ！　これじゃ勝負にならないだろ！　どこが紳士だ！　完全にアンフェアじゃねぇか！」

「フフ……ご心配なく。ちゃんと、あなた方でも解除できるように作られています。さあお嬢さん。彼らにパンツをよく見せてあげなさい……できますよねぇ？」

　シャリアはオーダーメイドに言われるがまま、スカートを大きくたくし上げた。

　俺と響きよう子こはビキニパンツの模様が変化しているのに気づき、絶句した。

「何これ……パンツの模様が……」

「カラフルなドットが……動いていやがる……」

　パンツの表面に描かれた、赤、青、白の玉ドツト──それが黒い生地の上を縦横無尽に動き回っていた。やがて玉の動きスライドは止まり、パンツの中心に四角い格子柄が浮かび上がる。続けて、ゴムの部分にほかの点より一回り大きい黄色の玉が出現した。

　その一連の変化を見て、俺おれはあるものを連想した。

「同色の玉を三つ以上、縦か横に揃そろえて消してください。下の玉が消滅するごとに、連動して上の大玉も削れていきます。そうやって大玉を削りきればステージクリア──ロック解除に成功です！　フフ……もうお分かりですよね、これはパズルゲームなんですよぉ」

　爆弾につけられたロックの解除。それがヤツの言うところのゲームであり、その内容はパンツの柄を使ったパズルというわけか。……こいつ、どこまで酔狂なんだ。

　その説明を聞くかぎり、基本的なルールはスマホ向けパズルゲームと同じのようだ。指で玉をスライドさせ、一筆書きの要領で並びを変える。そうやって同色の玉を縦か横に揃えて消していく。指が触れればスタート、数秒でタイムオーバー。玉はその場で自動停止。そして制限時間内、《パンツ爆弾》が臨界に達するまでにクリアできなければ──ゲームオーバー。シャリアの股間は、この宇宙船ごと木こつ端ぱ微み塵じんになる。

「何が芸術だっ！　ただのパズル……ていうか、自爆じゃねぇか！」

「フフフ……このお嬢さんの恐怖、あなた方の焦燥、爆発する直前の絶望──その全ての感情が一瞬にして無に還かえるのです。これほど刹せつ那な的で美しい芸術もないでしょう？」

「狂っていやがる……」

　吐き捨てるようにそう言っても、ヤツは「どうでしょうねぇ」と意に介さない。

「ちなみにこのパンツの表面は《繊維体感知式》です。ただの知的生命体が指で押しても反応しません。つまりこのゲームに挑戦出来るのは──ストライプ。あなただけです」

「へえ、そうかよ。ま、どうせ響きよう子こには無理だ。こいつ、頭を使うの苦手だしな」

　響子が念話で『ちょっと何よそれっ！』と言ってきたが、無視する。

「そうですよねぇ。あなたは随分、パズルにハマっているらしいですから。このゲームを遊びたくてワクワクしてきちゃいますよねぇ？」

　オーダーメイドは何な故ぜ、そんなことまで知っているのだろうか。

　一瞬、気にかけるが──深く考える間もなく、ヤツはさらなる揺さぶりをかけてきた。

「でも、いいんですかぁ？　あなたがパズルに挑戦するということは、必然的に《所有者オーナー》から脱げなくてはなりません。その状態でもし解除に失敗したら……あなたの大切な《至高の乙女ベスト・パンテイスト》の身体からだは、爆発に耐えられませんよぉ？」

「……え？」

　シャリアが声をあげる。響子もはっとした表情を、股間の俺に向けていた。

「一つ、いい方法を教えましょう。このお嬢さんの身体ごと、私を宇宙に放出すればいいんですよ。これなら確実にあなた方は助かりますよぉ。もちろん、このお嬢さんの命は犠牲になりますがねぇ……フフフフ」

「あ……あ……あ……キョーコ……スト様……」

　シャリアが震えながら、こちらを見る。その心情は想像するまでもない。

　響きよう子こは彼女を元気づけるように笑みを浮かべ、そして迷わず──俺おれを脱いだ。

「心配すんなシャリア。今、助けてやるから。……響子、あいつの手を握っててやれ」

「うん、分かった！　任せたからね、ストライプ！」

　響子がシャリアの手を握る。シャリアはパンツの表面をスライドさせやすくなるよう地べたに寝そべり、Ｍ字に開脚した。よし、これで準備は完了だ！

「あれあれぇ……？　失敗したら、ドカン！　ですよぉ？　きっと後悔しますよぉ？」

「黙れ、クソ野郎。俺は、お前みたいな悪党には負けない。それに……」

　響子を見る。彼女は無言でうなずいた。

　おう、気持ちはいっしょだ。

　シャリアを見る。

　せっかくだ。あのとき言えなかった、俺の気持ちを伝えてやる。

「このお嬢さんはな、俺たちにとって、命を懸けられるくらいに特別なんだよっ！」







　そうやって威勢よく始めてみたものの、パンツパズルは予想以上に難関だった。枠内に配置された三色の玉を揃そろえるだけの単純なルール。だが、漠然と玉を並べていくだけではダメだ。パズルゲームの常として、一度に複数の玉を消す──いわゆる連続コンボを決めなければ、ステージクリアの目標たる大玉は削れない。

　問題はこの大玉がやたらと硬いところだ。一度のコンボで削れる量は微々たるもので、かなり効率よくパズルを解き続けないと、制限時間内のクリアは不可能だ。

　ヤツはゲームと言ったが、命を賭ける以上、やはりこれも戦いだ。力ではなく、知能を駆使したパズルバトル。それゆえに俺は今、相当に不利な戦いを強しいられていた。

　パズ○ラにハマっていたといっても、俺はとりわけパズルが得意なわけではない。ヘタの横好き──少なくとも、命を賭けるにはあまりに心もとない技量である。

　その上、この切迫した状況。失敗すればシャリアと響子の命はない。その重圧は俺の貧弱な思考能力をさらに鈍らせ、ありえないようなミスを誘発する。

　それでも俺は必死に挑戦を続け、なんとか大玉を一回りほど削りきった。

「いやはや頑張りますねぇ……少しずつですが、着実にクリアは近づいていますよぉ」

「……へえ、そうかよ。ご親切に教えてくれて助かるぜ、クソ野郎」

「ですが、今のペースでは間に合いませんねぇ。それに……ほらっ！」

「──ぐぎぃっ！」

　シャリアが苦しげにうめく。今やビキニパンツは彼女の腰深くまで食い込み、その肌は見るからに痛々しく腫れあがり、紫色に変色していた。

「お嬢さんの身体からだも心配してあげてくださいねぇ……フフフ……フフフ……フハハッ！」

「すまん、シャリア！　あともう少しだけ我慢してくれっ！」

　このままでは……爆発を免れたとしても、シャリアの身体が持たない！　彼女の顔はすでに青ざめ、意識が朦もう朧ろうとしているのか、うわごとのようにこう繰り返していた。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……！」

　俺おれは狼ろう狽ばいした。

　違う！　謝る必要なんかない！　俺たちは、俺たちのためにやっている！

　お前が特別だから──助けたいから、今、こうしているんだ！

　俺は奮起し、よりいっそう目の前のパズルに集中しようとする。だが、そうしようと思えば思うほど焦りが生まれ、ミスが連鎖していく。

　それだけではない。《繊維体フアイバーボデイ》が繋つながっているためか──ビキニパンツからシャリアの感情が伝わってくる。深い後悔、悲しみ、絶望。彼女を苛さいなんでいる苦しみの全てが、俺の心に伝染していく。……これも、オーダーメイドの策略なのだろうか？

　大切な人を失ってしまうかもしれない。守れないかもしれない。最悪の結末への恐れが集中力を奪っていく中、俺は必死にパズルを解いた。

　焦燥と恐怖の海に溺おぼれそうになりながら、シャリアを助けるため、ひたすら戦い続ける。

「……スト様……キョーコ……ごめんなさい……」

「諦あきらめちゃダメだ！　頼む、頑張ってくれ！　俺が絶対、助けてやるから！」

　苦しげにうめく彼女の声に動揺して、たまらず叫んだとき──心の中で、ある記憶が呼び起こされた。俺がこの身体、しまパンストライプになったときの記憶だ。

　最初は姫ひめ川かわ礼れい二じとして。二度目はストライプの記憶の中で。

　俺はこれと似たような場面を体験していた。

　かつての相棒が俺を救おうとしたとき。

　あのときのあいつも、この重圧に耐えたのだろうか。

　今なら分かる。なおさら実感できる。あいつが背負いきったものの重さを。

　俺に、できるだろうか。

　この絶望的な状況で──あいつが俺を救ってくれたように、シャリアを救うことが。





　　　　　　▽






『大丈夫だよ。君にはその力がある。考えるんだ。今の自分に出来ることを──』




　自らに問いかけた言葉は、しかし別の誰だれかが答えを返した。

　同時に心の奥底から力が湧わき上がり、それが震える心の内に広がっていく。

　……ぎゅっと、包まれたような気がした。

　挫くじけそうになったこの心。それを励ますように、あの感触が蘇よみがえる。

　相棒を穿はいたときの──心地よいフィット感。

　お互いの身体からだと心がぴったりと重なり合ったときの──あの温ぬくもり。

　姿が見えないから、声が聞こえないから、つい忘れてしまいそうになるけど。

　あいつはいつだって、俺おれのそばにいる。この心を、優しく包んでくれている。

　でも、それだけじゃない。それだけじゃいけない。

　俺だって包んでやらなければ──大切な人の心を。

　奇跡を起こし、シャリアを救う。俺が再び、奇跡を起こすんだ。

　なあ相棒。つまりはそういうことだろ？

　だって今は、この俺がストライプなんだから。







　シャリアは依然として苦しそうにうめいている。

　早く助けてやらなければ。俺は意識を《繊維体フアイバーボデイ》の端に集中させた。

　ビキニパンツに触れると、シャリアの感情が再び流れ込んでくる。

　彼女は後悔していた。今の状況を、自分のわがままが招いた結果だと思っているのだ。

　──違う、お前は悪くない。悪いのはオーダーメイド、この下劣なサディストだ！

　そう念じながらパズルを解く。だが、手順を一つ間違えてしまった。描いた軌跡は、彼女の後悔を解きほぐすことなく、消えていく。

　でも、止まらない。今出来ることはこれしかない。だから俺は、戦い続ける。

　彼女は絶望していた。自分はもう助からない、そう思っているのだ。

　──ダメだ！　諦あきらめちゃダメだ！　こんなヤツに負けちゃいけないっ！

　強く念じてパズルを解く。彼女の心に軌跡を描く。連続でコンボが決まり、弱まっていたシャリアの意識から、わずかな力が蘇ってくる。

　ビキニパンツを媒介にして、シャリアの心は流れてきている。それなら俺の心だって、彼女に流れていくはずなのだ！

　だから、想おもいを込めてパズルを解く。何度でも、何度でも──それが彼女に届くまで。

　シャリアの意識を引っぱりあげるように、強く念じてパズルを解く。描いた軌跡は爽そう快かいにコンボを決め、その奥底で震えている、儚はかない心を導き出した。

『……スト様……スト様…………』

　小さな声が心に響く。

　俺おれを求めるその声が、やけにくすぐったくて、嬉うれしかった。

　──受け取れ、シャリア。これが俺の答えだっ！

　パンツ細胞のほとんどを極限まで細分化させると、それをありったけの想おもいに乗せて、シャリアの意識へ注ぎ込む。彼女が応こたえなければ、このパンツ細胞は行き場を失い霧散する。そうなれば最悪、俺の自我は喪失するだろう。

　だけど、構うものか。

　かつての相棒がそうしてくれたように……俺はこの魂を賭けて、大切な人を救うのだ。

　──ごめんな、シャリア。不安にさせて悪かったよ。どんなに離れても、時間がかかっても、俺たちはお前に会いに行く。あの家にだって、また遊びに行くから。

　──だから、帰ろう。必ず生きて、みんなのところへ帰るんだ！

　極小の粒子と化した俺の想いにシャリアが呼応し、彼女の神経細胞ニユーロンはパンツ細胞と結びついた。異なる二つは解かれたパズルのようにぴったりと重なり合い、その力を高めていく。

　これは擬似的な寄生行為だ。

　だが、それが本来のものよりも劣るわけではない。

　パンツとして穿はかれていなくとも、この心は今、君を包んでいる。

　なあ、シャリア。これだってきっと、特別なんだよ。

　宇宙に一つずつしかない、二つの心。

　それがぴったり重なり合う、俺とお前だけの──特別な関係だ。

『スト様……ちょっと、キザですの……』

『……悪かったな』

　そう言いながらもまんざらではなさそうな彼女の心が、俺の中に広がっていく。







　シャリアと結びついたことによって、俺の《繊維体フアイバーボデイ》はパンツ神経細胞ニユーロンに変異した。それによって思考速度は飛躍的に向上し、さながら並列処理されたコンピューターのように、すさまじい速さでパズルを解いていく。

「──いける！　この速さならいけるぞ、シャリア！」

「すごい……ストライプ……」

「響きよう子こ！　あとちょっとで終わるから……待ってろ！」

「うんっ！」

　しまパンはその速さゆえに残像を生み、シャリアの股間に青と白の軌跡を描く。一瞬にして枠内の玉は消え、再び枠外から補充され、それも即座に消えていく。

　俺は尋常でない速さでパズルを解き続け──そしてあっさりと大玉は消滅した。

　これでステージクリア。俺おれは見事、オーダーメイドの挑戦に勝利したのだ！

　シャリアが小さくガッツポーズし、その隣で響きよう子こも大喜びしていた。

　俺は《伸縮チヤージ》して二人に応こたえ、今や敗北者となったオーダーメイドに言った。

「どうだクソ野郎！　俺が本気を出せば、この程度のパズル、なんてことないぜ！」

　オーダーメイドの悔しがる声を聞きたかったのだが、ヤツは素直に俺の勝利を称賛した。

「おめでとうごさいます！　まさか、あの状況を覆すとは……正直驚きましたよ。ストライプ。あなたは本当に……素晴らしい……フフフ」

　その言葉と含み笑いに、不穏なものを感じた。

　ヤツからしてみれば、敗北したら拘束、勝利しても自爆。どちらに転んでも、己の未来は潰ついえてしまう状況なのだ。それなのに何な故ぜ、こうも余裕でいられるのか。

　ヤツは恐怖するどころか、切迫したこの状況を、心の底から楽しんでいるようだ。

　やはり、狂っているのか。それともこの余裕の裏に……何かがあるのだろうか。

　オーダーメイドの含み笑いが止やんだ。それと同時にシャリアを包むビキニパンツ──カラフルなドットが再び、めまぐるしく動き出す。その変化を見て、俺は直感した。

　このゲームはまだ、終わっていない！

「それでは、ラストステージを始めましょうか！　フッハハハ!!」

　感極まったのか、オーダーメイドは高らかに笑い出した。













　俺おれは憤慨し、吐き捨てるように言った。

「おい！　何がラストステージだ！　ロックは解除したってのに……汚ねぇぞ！」

「あれあれぇ？　最初に言いましたよねぇ？　爆発を止めるのには、まずはロックを解除して、そのあとに──」

　その言葉の途中で柄の変化が止まる。

　赤、青、白──三色のドットは同色で整列し、ビキニパンツは今、カラフルなドット柄ではなく、黒地にスリーラインのスポーティなデザインに変化していた。

「生地に触れれば、ゴムが切れて自動的に停止しますよぉ……フフ」

　時限式の爆弾。ロックの解除。そしてそのあとに浮かび上がる──三本の線。

　ここまで揃そろえば察しがつく。爆弾解体でお約束のアレだ。

「さあ、この線のどれかに触れてください！　ただし当たりは一つです！　ほかの二つは外れですから、気をつけてくださいねぇ。間違えれば、ドカン！　ですよぉ……」

　……やはり、そう来たか。

　切断する線を間違えれば即爆発。いわゆる究極の選択というやつだ。

「ここまでやっておいて、最後は運ゲーかよっ！　この卑ひ怯きよう者ものっ！」

「いえいえ、それでこそゲームです！　勝敗の行方というのは、運命に委ゆだねるべきものですから！　ちなみにヒントはありませんよぉ……答えは私にも分かりませんから。だって、そのほうが楽しめるじゃないですかぁ……フハッ……フハハハハハハハッ！」

　オーダーメイドは高らかに笑い続ける。

　くそ！　何がゲームだ。ただの賭けギヤンブルじゃねぇか！

　しかも三択。こちらが当たりを引く確率は三分の一。

　響きよう子ことシャリア。その命を賭けるには、あまりに分の悪すぎる確率だ。

　とはいえ、迷ってもいられない。シャリアを包むオーダーメイド──《パンツ爆弾》は、今にもはち切れんばかりにパツパツだ。それを穿はいている彼女の身体からだも、限界が近い。

　俺は《繊維体フアイバーボデイ》の端を三本線の手前まで持っていき、そして止めてしまう。

　究極の選択。はたしてどの色が正解か。

　答えを選ぶための根拠はあまりに弱く、間違えた場合の代償はあまりに重い。

　出会ってきた人たちの笑顔。楽しかった日々。それが走馬灯のように浮かび上がる。

　そのあとで、もし選択を間違えたらどうなるのかを想像してしまう。

　俺はギャンブラーじゃない。オーダーメイドのように狂ってもいない。

　だから勇気が出ない。運なんてそんな希薄なものに、大切なものを賭けるなんて……

「──大丈夫だよ、お兄ちゃん」

　ふいに凛りんとした声が響いた。その瞬間、シャリアの弱々しい吐息や、オーダーメイドの笑い声は消え失うせ、響子のまっすぐな言葉が、緊迫した空間を満たしていく。

「響きよう子こ……？」

　いつのまにか、響子がすぐそばまで来ていた。

　その手はある一点を指差している。まるでそこに、答えがあるかのように。

「これを切れば、大丈夫」

　響子が示した色は──『赤』

　何で？　とは聞かなかった。その声に一片の揺らぎもなかったからだ。

　シャリアを見る。彼女は腕を胸の前に組み、ただひたすらに祈っている。

　再び、響子を見る。その瞳ひとみに怯おびえはなく、静かに俺おれを見つめている。

　二人は信じていた。ただひたすらに、こんな弱い俺のことを信じてくれる。

　そうだ。いつもそれに救われてきた。勇気をもらってきた。

　ならば、俺も信じよう。この選択の先にあるはずの──未来を。

「おやおや……本当にいいんですかぁ？　後悔しませんかぁ？　まぁ……私としては……間違えてくれたほうが……楽しいんですけどねぇ……フハッ……フハハハ！」

《繊維体フアイバーボデイ》の端を伸ばす俺に、オーダーメイドが揺さぶりをかけてくる。相変わらずの舐なめ腐った野郎だ。その笑い声を聞いているだけで、虫唾むしずが走る。

　だが、俺はもう揺るがない。一番上の赤い線に触れ、それを断ち切った。

　その選択に、迷いなどなかった。

「おぉ……この感触はまさか……解かれたというのですか……フフフ……フハハッ……おめでとうございます……いさぎよく認めましょう……この私の……敗北を……」

　オーダーメイドの言葉ともに、赤い線は霧散し、続けてほかの線も霧散していく。

　張りつめていたビキニパンツはゆっくりと生地を伸ばし、エネルギーの拡散によって発生した蒸気が、しゅうしゅうと音を立てていた。

　……俺は今度こそ本当に、この恐るべき《パンツ爆弾》の解体に成功したのだ。

「やった、やったぞ！　響子！」

「うん！　シャリアさんは……大丈夫？」

「ええ、なんとか……生きていますの……」

　響子は手早く俺を穿はくと、すぐさまシャリアのビキニパンツを脱がした。締めつけられた跡が痛々しく腫れあがっているものの、その命に別状はなさそうだ。

　シャリアを安静にさせつつ、響子はオーダーメイドの端をつまんで捕縛した。

「ざまぁないな、オーダーメイドさんよ。どんな気分だ？」

「存分に楽しませていただきました……おかげさまで……今は晴れ晴れとした気分ですよ……本当にあなた方は素晴らしい……ストライプ、そして《至高の乙女ベスト・パンテイスト》………」

　パンツ生地は伸びきって、中は蒸れきっているというのに……口の減らないヤツだ。

　この様子ではまもなくその人格を消失させ、オーダーメイドはパンツ生命体としての『死』を迎えるだろう。そう思い、俺おれはヤツに言った。

「最期に何か言っておきたいことはあるか？　冥めい途どの土産だ。聞いてやるぜ」

「そうですねぇ……一つ、聞いてもいいですか……《至高の乙女ベスト・パンテイスト》」

「何よ」

「どうして……赤が正解だと分かったのです……？」

　そうだ。それは俺も気になっていた。響きよう子こが赤を選んだ理由はなんだったのか。

「あのラストステージは……直前のパズルで……もっとも多く消した玉の色が選択される……そういう仕組みでした…………ですが……プレイヤーならばともかく……パズルを見てもいないあなたは……どうやって……赤が正解だと……」

　なるほど、そういう仕組みだったのか。完全にノーヒント、仮に知っていたとしても覚えていられるはずもない鬼畜仕様だが、一応の答えは用意されていたらしい。

　しかし状況的に見て、響子がそれで答えを見みい出だしたというのはまずありえない。

「えっとね、別にわたし、赤が正解なんて知らなかったんだけど……」

「お前……何言ってんだ？　俺に切れって指示しておいて……」

「違う、違うの。赤を切るんじゃなくて、青と白を残せば大丈夫かなって、思ったの」

「はあ？　大丈夫ってなんだよ。だから、その理由を言えって……」

　俺がそう言うと、響子の愛らしい顔に笑みがこぼれた。

　どういうわけか、やけに気恥ずかしそうな彼女の感情が流れ込んでくる。

「──だって、青と白はストライプの色でしょ」

　響子はあっけらかんとそう言った。俺は唖あ然ぜんとして、言葉も出ない。

　常にマイペースでいたオーダーメイドですら、驚嘆の声をあげていた。

「たった……それだけのことに……命を預けたというのですか……」

「うん」

　今回ばかりは、俺もオーダーメイドに同意した。

　青と白は俺しまパンの色。だから、それは残して赤を切る。

　まさか、そんな些さ細さいな理由だったとは……。

　さすがと言うべきか、こいつは昔から恐れを知らない。

　というより、基本的に考えなしなのだ。

「ただのゲン担ぎじゃねぇか！　違ってたらどうすんだよ！　おっかねぇな……」

「そのおかげで助かったんだから、別にいいじゃない」

「いや、でも……お前があんなに自信満々だったから、俺はてっきり……」

「だって、わたしはずっと信じてたもん、ストライプのこと」

「……んなっ！」

　そこまで言われてしまうと、もう何も言い返せない。

　結局、俺おれよりも響きよう子このほうが、器が大きいということなのだろうか。

　誰だれかを信じる。言うのは簡単だが、どんなときでも押し通せるかというと難しい。

　実際、俺は何度も迷った。挫くじけそうになった。

　でも、響子は常に揺るがなかった。結局、あの切迫した状況を救ったのは、彼女の途方もなく強い、信じる心だった。俺を。そしてその中に眠る──ストライプを。

「フッ……フハッ……フハハハハッ！　あなた方は……最高だ……こんなに愉快な気分は久しぶりですよ……大変……有意義な時間を過ごせました……感謝しています……」

　オーダーメイドが徐々に変化していく。スリーラインすら霧散し、無地の黒パンツとなった《繊維体フアイバーボデイ》は、次第に色が薄くなり、やがて白いパンツへと漂白されていった。

「そろそろ限界みたいだな。次はもっとマシなパンツに生まれ変われよ」

「バイバイ、もう二度と出てこないでねっ！」

　こうして、オーダーメイドはその人格を消失させた。

　しかし俺と響子の心は晴れず、むしろ鬱々とした気持ちで、その抜け殻を見つめていた。




　たぶん最後に聞いた、この言葉のせいだろう。

　──またお会いしましょう。次はもっと楽しいゲームをご用意させていただきます。

　俺たちは本当にオーダーメイドを倒したのか。

　ふいに浮かんだその疑念は、いつになっても消えることはなかった。





エピローグ　パンツ、秋日シュウジツ







　時間と言う大きな流れは、個人の感情などお構いなしに、あらゆる物事を動かしていく。

　俺おれと響きよう子こ、そしてシャリア──その関係も例外ではなかった。

　俺たちはあのあとすぐ、《ＬＯＲＩ》の派遣した戦艦によって小型宇宙船ごと回収された。行方が知れなくなった時点で、彼らは迅速に対応していたのだ。

　とはいえ時限式の《パンツ爆弾》を取り付けられたあの状況では、彼らが駆けつけたとしても、救助が間に合っていたかどうかは微妙なところである。少なくとも、シャリアの命は助からなかっただろう。

　シャリアはしばらく意識を取り戻さなかった。ビキニパンツの特殊な寄生行為によって、その身体からだは見た目以上に消耗していたのだ。寄生されている間に意識があった、それだけでも大したものだと、彼女の診察を担当した《ＬＯＲＩ》の医療班は語っていた。

　あの事件のあと、シャリアは何を思い、現実をどう受け止めたのか。

　それを、俺たちは知らない。

　彼女が目覚める前に、地球へ帰還したからだ。

　俺たちに個人の都合があるように、《ＬＯＲＩ》にも組織の都合はある。

　組織の都合というものは、個人のそれより融通が利かない。

　俺たちはそれに、逆らうことは出来なかった。

　時間というものは、否いや応おうなく人を動かしてしまう。

　さようなら──その一言すら、言わせてはくれずに。







　地球に戻ってからしばらくすると、しまパン模様の空も様相が変わり、以前より高く感じられるようになった。かつてはそこに親友の面影を感じていたが、今はもう一人、あの少女の顔も浮かぶようになった。

　響子も、同じなのだろう。

　ある秋の日、学校から帰る途中。彼女はふと寂しげな表情を浮かべ、空を見上げた。

『シャリアさん、元気にしてるかなぁ』

『まあ、大丈夫だろ。ああ……でも……いや……もしかすると……』

　シャリアは無事に意識を取り戻した。地球に帰還したあと、チェッカーさんからそう聞いている。大おお事ごとにならなくてよかったと、響子ともども、ほっとしていた。

　だが……残してきた彼女の心情を思うと、心が痛む。

　目を覚ましたら、すでに俺と響子はいないのだ。きっと落胆したに違いない。

　一応、お別れの手紙は残しておいたが……それでこちらの思いが伝わったのかどうかは自信がない。今頃あのきれいな顔をぐしゃぐしゃにして泣いているのではないか。そう思うと、いてもたってもいられなくなる。

　その感情が伝わってしまったか、響きよう子こがぽつりと言った。

『また、行こうね……宇宙』

『あ……ああ。そうだな。必ず、会いに行こうな』

　響子はまた、頻繁に俺おれを穿はくようになった。いよいよパンツの生態にも慣れてきたようで、最近はあまりツッコミを入れてこない。それが嬉うれしいような、少し寂しいような。

　ふいにふわりと風が吹き抜け、響子のスカートがわずかに舞い上がる。

　その風の涼しさに、俺の《繊維体フアイバーボデイ》は秋の到来を実感した。

　そろそろ衣替えの時期だ。そうなれば、響子の夏服はしばらく見れなくなる。

　まあ肌の露出は減るにしても、冬服にはまた別の趣がある。

　たとえばほら、黒ストッキングとか。上からあれに包まれるというのも悪くないな……。

『また、変なこと考えてたでしょ』

『いや、違うぞ！　過ぎ去った季節を名残惜しんでただけだっ！』

『……本当に？』

『まあ、嘘うそだけどな』

　俺がそう言うと、響子は少し呆あきれたような顔をした。こんなときの表情は、昔からあまり変わっていない。俺が人間でも、パンツになっても──響子は響子のままだ。

　季節が移り変わり、長い苦難を経て、様々な変化があっても。

　俺たちは変わらずにいよう。

　そしていつか、遠く離れたところにいる、あの少女と巡り合ったとき。

　また、始めるのだ。

　いつまでも変わらない──特別な関係を。







　家に帰ってくると、響子は自分の部屋へ直行し、俺を脱いだ。彼女はパンテイムしたほかのパンツに穿き替えて、机に向かう。

　響子の学業には問題が山積みだ。突貫で仕上げた夏休みの課題の出来がやばすぎて、教職に復帰したばかりの桃もも山やま先生にこっぴどく叱しかられたり、夏休み明けの小テストの結果が赤点まみれで、みっちり補習を受けたり……今や響子の母の形相は鬼に変わる寸前で、今度の中間テストの結果次第では、外出禁止令が発令されそうな雰囲気が漂っている。

　響子はある意味、《リバース》以上の強敵と戦っている最中なのだ。

　そんな彼女の手助けをすべく、最近の俺は家庭教師の真ま似ね事ごとをしている。

　参考書を開き、要注意箇所をパンツの端で指示しながら、要領の悪い我が妹に根気よく教えてやるのだ。……しかしこれがまた、《リバース》との戦い以上の難事業だった。

「ここはこう」「え？」

「こうだ、分かったか？」「全然」

「つまりだな」「もっと分かりやすく説明して」

「だから、そうやっているだろ！」「怒鳴らないでよ！」

　そんなふうにして姫ひめ川かわ礼れい二じだったころとそう変わりない、不毛なやり取りを繰り広げていたところ、ふいにスマホが着信を知らせた。俺おれは響きよう子この勉強の邪魔にならぬよう、かつての自分の部屋──今は空き部屋となった姫川礼二の部屋へ移動する。

　着信相手はいつものようにチェッカーさんだった。

『ハロー、ストライプクン。久しぶりだな、元気にしていたか？』

『ええ、チェッカーさんもお元気そうで。今、響子に勉強を教えているところですよ』

『ハハハ、相変わらずキミたちは仲がいいな。それで、いつもの定時連絡だが……』

『あ、はい。今のところ、とくに問題はありません。いたって平和ですよ』

　何せ、現状の最大の敵は中間テストなのだ。これ以上、平和なこともあるまい。

　彼はその返答に小さく笑ったのち、俺たちの気を引き締めるべくこう言った。

『それでも、もうしばらくは周囲の警戒を続けていてくれ。これは最近分かったことなのだが……どうやら《ＬＯＲＩ》内部に、ヤツらのスパイが潜伏していたようだ』

『えっ？　それってかなり大おお事ごとじゃないですかっ！』

『ああ。だが、心配する必要はない。大方の決着はついている。すでにスパイと思おぼしき人物は捕獲され、今は尋問の真っ最中だ。口を割らせるのに、そう時間はかかるまい』

　……そうかなぁ。《ＬＯＲＩ》が真っ当な活動をしているのは、実際に本部へ行ってよく分かったが、そのわりに肝心なところで失態が多い。とくにチェッカーさんが自信たっぷりだと嫌いやな予感しかしない。

　しかし本人にそう言うのはためらわれるので、『そうですか、それなら安心です』と、心にもないことを言っておく。

『今のところで判明した事実だけを伝えておこう。事件当時、キミたちの行動予定が筒抜けだったのは、スパイの工作によるものだったようだ。それとパンツロイド……あれに関する機密情報も《リバース》に漏えいしていた』

『そんなに失態続きで本当に大丈夫なんですかっ！』

『オーウ……。常々、本当にすまないと思っている……』

　思わずツッコミを入れてしまった。

　チェッカーさんも至らない自覚はあるようで、恥じ入るように詫わびていた。

『だが、喜びたまえ。敵から回収したパンツロイド、あれは我々が作ったものよりはるかに精巧だった。あの《ビニューリン一号を》の残ざん骸がいを参考にすれば、キミのパンツロイドの性能は飛躍的に向上するだろう。こちらの技術をパクられてしまったのは失態かもしれないが、それなら今度はこちらがパクりかえしてやればいいだけのことだ！　ハハハッ』

『……はあ』

　あまりの志の低さに呆あきれて、言葉も出ない。

　彼は俺おれの冷めた反応に気づかず、さらに報告を続ける。実際、本題はここからだった。

『あとはそうだな……白パンツとなった刺客の抜け殻を解析したところ、アレはパンツ生命体ではなかったよ』

『どういうことですか……？』

　チェッカーさんの言葉を聞いて、じわりと、あの嫌いやな感じが広がっていく。

　本当にオーダーメイドを倒したのか──その疑念がまた芽生えはじめる。

『君たちが捕縛したのは、ただのパンツということだ』

『そんなわけないでしょうっ！　おかしなことを言わないでくださいっ！』

　思わず声を荒げてしまった。そんな俺をなだめつつ、彼はこう言った。

『おそらく、パンテイムだろう。キミの語ったオーダーメイドという名の刺客は、自身の細胞をパンツに植え付けることで、ただの遠隔操作ではなく──真の意味で己の分身として扱うことができるのやもしれん』

『それは……恐ろしい能力ですね』

『とはいえ、キミたちはその分身を打ち倒した。以前ならばともなく、今の響きよう子こクンとストライプならば、そう易やす々やすと負けることはないだろう。だが……』

『分かっています。パンテイムであの強さなら、本体はもっと強いはずですからね』

『イエス。そんなわけだ、くれぐれも注意したまえ。《リバース》はいつかまた、キミたちを狙ねらってくる。本当なら、本部にいてくれたほうが助かるのだが……』

　チェッカーさんはそう言ったあと、『ああ、すまない。今のは忘れてくれ』と呟つぶやいた。

　彼らの気持ちは分かる。だが、俺たちには俺たちの生き方があるのだ。

　そこでふいにあの犬耳少女の顔がちらつき──また、心がちくりと痛んだ。

　以前のままの暮らしを守る。響子と二人でそう決めた。その選択に後悔はない。

　でも、お別れの挨あい拶さつくらいはしておきたかった。

　……この心残りは、再び彼女と会う日まで続くのだろうか。

『ああ、そうだ。もう一つ、言い忘れていたことがある』

『はあ、次はどんなやらかしの告白ですか？』

『いや、そうではなくてだなっ！』

　チェッカーさんは回線の向こうでコホンと咳せき払ばらいしてから、こう言った。

『安心したまえ。今度のはいいニュースだ。実はしばらくの間、ワタシとタンはキミたちの連絡役から外れることになった。ほかの任務との関係でな』

『へ？　それがいいニュースですか？　まあ、響きよう子こは喜ぶと思いますけど……』

　チェッカーさんにしては珍しく自虐的なジョークだな……と思っていたら、彼は俺おれの反応にへこんでいた。おいおい、自分で言っておいてなんだよ、この人。

『いや、そうではなくて……代わりに別の構成員が配置されることになってな……』

『はあ。人事異動ですか』

『そういうことだ』

　つまり彼の代わりに別の人が、定時連絡役兼お目付け役として地球にやってくるわけか。でもそれが何な故ぜ、いいニュースになるのだろう？

『喜びたまえ。代役は──になった。彼女の──族が──ら地球に定住──る関係で』

　チェッカーさんが電話の向こうで説明していたが、その声をうまく聞き取れない。俺の部屋の真下、玄関のほうが急に騒がしくなったのだ。どうやらお客さんが来たらしい。

『ああ、すみません。前半部分がよく聞こえませんでした』

『オーゥ！　せっかくの素晴らしいニュースなのに！　いいか、もう一度言うぞ？』

　その素晴らしいニュースについて詳しく聞いたあと、響子が俺の部屋へやってきた。

　いつまでも電話が終わらないので、文句を言いに来たようだ。

「ストライプ、まだ電話が終わらないの？」

「ああ、ちょうど今、終わったところだよ。さっき、お客さんが来なかったか？」

「うん。お隣さんが引っ越してくるって、お母さんが言ってたから、それかなぁ？」

　やはりそうか。ということは今、玄関にいるのは──

「よし！　響子、勉強なんてあとだ。早く俺を穿はいて、お隣さんに挨あい拶さつしなきゃ」

「え？　あ、うん。それはするけど……でも、ストライプもいっしょに来るの？」

　響子が怪け訝げんな顔を向ける。

　彼女はまだ知らない。だから、俺は教えてやった。

「そりゃ、そうさ。俺だって挨拶したいからな。だって隣に越してきたのは──」

　響子が急に走り出したので、俺は慌てて、彼女の股こ間かんに寄生した。

　そしていっしょに、玄関へと向かう。







　地球と宇宙──そのはてしない距離の壁を越えて。

　わずか数十歩先に、あの少女が待っている。

　犬耳と尻尾しつぽは擬態しているだろうけど、それ以外は別れたときと変わらずに。

　きっと、あのころと同じ、完かん璧ぺきな笑顔を浮かべているだろう。

　伝えたい言葉はたくさんある。

　でもそれは、お別れの挨あい拶さつなんかじゃない。

　また巡り合えた喜びを、分かち合うための言葉だ。














　あとがき









　皆様お久しぶりです。為ため三ぞうです。

　まずはお知らせ。一巻のときはタイミング的に書けなかったのですが、第９回新人賞作品のイメージソングＰＶを作っていただきました。

　本作のイメージソングを担当されたのはＲＥＺＺ様です。驚くほどクールでスタイリッシュな曲に仕上げていただきました。夜の高速道路をバイクで疾走しながら「しまパーン！　イエーッ！」みたいな感じで歌うとテンションＭＡＸになるのでオススメです。私はバイクの免許持ってませんけどね！

　詳しくはこちら→http://bc.mediafactory.jp/bunkoj/rookie9thpv/




　それと近況報告。デビュー作を刊行したことで、心境に少し変化があったというか、なんとなく視野が広がった気がする今日このごろです。

　おかげで空を見上げると、しまパンの姿が頭に浮かぶようになりました。

　……はい、病気ですね。大丈夫です。自覚はありますから。

　本の感想もたくさんいただきました。とても嬉しかったです。数多あまたある本の中で自分の著作を手に取ってくださったことに感謝するとともに、皆様のご期待に沿えるよう、よりいっそう精進していきたいと思います。

　それではまたいつか、再び皆様に会える日が来ることを願っています。

　本当にありがとうございました。
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